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倍ぐらいには使えます同じ建て坪なら

事 務 所 ・工 場 ・倉 庫 芯 ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈 ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 中 柱 が 不 要 で 、 問 n、 厚 内 ス ペ ー ス が

広 く と れ 、 同 じ 建 て 坪 な ら 、 ま ず 、 倍 く や ら い に 活 用 で き 、 合 理 的 で す 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。
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住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組



t  

• 

'‘ 

.. 

祝 日 本 建 築 協 会

創 立 5 0 周年

本 誌 の 大 型 化 に つ い て

日 本 建 築 協 会 は 本 年 で も っ て 創 立50周 年 を 迎 え ま し た 。

こ の 光 栄 あ る 50年 の 歴 史 を 祝 い 、 かつ 50周 年 を 契 機 と し て 、 本誌 の 版

も 、 本 号 よ り 、 国 際 的 サ イ ズ で あ る A 版サイズにきりかえ、 A 4 変 形 版

( 223
mm 

X  297 mm) の 大 型 版 に い た し ま し た 。 r建 築 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 す

る」という 気宇 壮 大 な 創 立 当初 の精 神 に の っと って 、 本誌 も皆様の要 望

にこたえて 一 層 の 刷 新 を は か って い く 所 存 で あ り ま す。

1  



@  株式会社 大 林 組

2  

大阪郵政局

設 計 郷 政 省 大 阪 郵 政 局 建 築 都

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋3丁目 22番地

建築面積 778m'  

延 面 積 7610m'  

m造規模鉄骨鉄筋コンクリート i丘、

地下 1 階、池上 8 階、浴昼

Z 階

工 期 昭 和40年 3 月24 日 ~

昭和41年 9 月30 日

昭和41年中に峻エし た新建築

咽'



‘  イトウピ j レ

殺 到 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 宿

所 在 地 大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁目 47

建築面織 2，039. 12 m'  

延 面 積 26，307. 79 m' 

m造 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ンク リー ト造、

地下4階、地上9s昔、浴嵯 4 階

工 期 昭 和39年 9月 ~昭和41年11月

昭和4¥年中に竣エした新遁築

κλ 

てV 弱 竹 中 工 務 庖

3  



朝日放送本社

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 構 造 社 屋 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク e  

所 在 地 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 リート造

2 丁目 2 番地 大阪タワー鉄骨造、

工 期 精 工 昭 和39年9月27日 脚部鉄骨鉄筋コンクリ

工 昭 和41年5月31 日 ート造

面 積 敷 地 面 積 14265. 190 m' 階 数 社 屋 地 下 2 階、池上

建築面積 6104. 853 m' 9 階、浴屋 3 階 大 阪

@  
大成建設株式会社

延 商 機 タ ワ ー 地 上 5 階

社 屋 29552. 834 m' 

大臣Fワー 756目 847m'

合 計 30309. 681 m' 

4  
昭和41年中に竣工した新建築
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船場電話局

設 計 日 本 電 信 i立話公社l' s. m局

施 工 株 式会社 藤 F日 銀

所 在 地 大 阪 市 東 区 博 労 官T3丁目6番地

主主築面積 1. 555.  75m'  

延 箇 徽 11. 636. 61 m'  

構 造 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン 7 リー卜造、

地下 2 階、池上6階、 t苔屋 ls皆

JUI  昭和39年6月~昭和41年 7月

-ー

5  

組
国

凶藤株式会社告齢

工

昭和41年中に鍛工した新建築



。、

＼ｴｾ＠ 株式会社 鴻 池 組

昭和41年中に鐙エした新建築 ‘  • • 

帝塚山学院大学

設 計 株 式 会 社 A.R.I建 築 事 務 所

方面 工 株 式 会 社 湾 池 組

所在地大阪府南河内郡狭山町高祖

ヶ原

敷地面積 72.453.. '  

延床爾械 9. 393. 96. . '  

"  

繊 澄 規 模 鉄 筋 コ ン 7 リート造、 一部

鉄 骨 地 下 5 階、地上 4 階、

応 屋 2 階

設 備電気、給排水衛生、空調、

昇降機

着 工 昭 和40年 7 月

竣 工 昭 和41年 7 月末日



• 
昭 和41年 中 に 唆 工 し た 新 建 築

ru;;泳

、とノ
株式会社

• 

浅 沼 組

• • 
宝塚市民会館

坂 本 氏 名 夫 建 築 研 究 所

徐 式 会 社 浅 沼 組

宝 塚 市 川 面 下 町 池

設 計

施 工

所 在 地

.t A 築面積

延 而 検

事障造規模

2. 067. 別 配

4. 568. 85. . '  

鉄筋コン 7 リート造、地下

l 階、地上 2 階、 t菩屋 4 階

期 昭 和40年5月~昭和41年9月ョ;
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。株 式 会 社 松 村 組

昭和41年中に竣工した新建築

司'

‘  
• 

金光教天王寺教会

訟 計 総 工 抹 式 会 社 絞 村 組

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 38

建築面積 650. 880 .. '  

延 面 積 1，743. 547 m' 

構 造 規 模 主 体 鉄 筋 コ ン ク リ ー トi章、

地上 3 階、塔屋 I 階、日IJ 様

納骨堂鉄筋コンクリート

造、地上 2 階

• 

、. t  

.  "  



ｾ＠ 4  • • 
徳島市民病院

昭 和4P手中に竣工した新建築
設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 主 主 設 株 式 会 社

延 面 積 13，500舗に ωOm'

規 模 地下 l 階、地上 6 階、港屋3階

工 期 昭 和41年10月竣工
株式会社東畑建築事務所



z  不二建設株式会社

10 

永田町 ピル

設 計 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

地 工 不 二 建 設 株 式 会 社

所 在 地 東 京 都 千 代 悶 区 永 間 町2のl

情造規機鉄骨鉄筋コンクリート i宜、

地下1階、地上 9 階、浴屋2陥

延 商 械 7. 325. 44. . -

建築面積 6. 37. 045. . -

工 期 昭 和40年 1 月20日ー

昭和41年 4 月30日

昭和4P手中に竣工した新建築

iT， 

• 

fI 

• 
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• 株式会社大和商庖社屋

設 計 小 林 得 芯 建 築 事 務 所

地 工 徐 式 会 社 竹 中 工 務 腕

所 花 j也 大 阪ili 南限北炭桜町19番地

敷地 l面積 236. 9 m' 

ｾ｝Ａ築ｩＱｬ ｩ 積 Ｑ ＵＳＮＶｭＧ

各階面積 池下 l 階 174. 4 " ，'  

1[，背 - 51清 153. 6 m' 

.t>J 屋 42. 4  m' 

延 面 積 984. 4 m' 

規 模鉄筋コン' 7

'

) ート i立、 I也下

1 階、地上 5 階

G  L - 5.  3∞ 

+  18. 300 ( 軒! 内)

+  5. 850 ( P H)  

工 期 昭 和41年 3 月13 日 常 工

昭和41年10月31年 竣 工

外 装 2程 変 小 ロ テ イ ル バ ラ ペ ソ

ト 部 鉄 板 O. P

内 装 1 - 51増 1来 : ゴムタイル

カベ : モルヂ J レ

ゾラコートソフト

天 井 : ミネラ一ト

ン ( 1 階) 、 l吸背

テ ッ ク ス

地 階 床 : 7  ' 7 ピエース

カベ，モルタル、

L. P 天t t : 耐メ

ボード V . P  

階 段 天 l t - ・ゾノライト

司宮

• 

昭和41年中に鍛工した新建築
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小林得志建築事務所

11 
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株式会社大阪建築事務所

昭和41年中に竣工した新建築

• -t • 

尼崎市立労働福祉会館

尼崎市建設局土木部建築諜

設計署長理

株式会社大阪建築事務所

地 工 徐 式 会 社 大 林 組

所 在 地 尼 崎 市 雄 波 新 町 1 丁目

敷地面積 3， 992. 157..'  

往築面積 1，636. 642 m'  

• 

延 面 積 5，477. 472 m'  

構 造 規 模 鉄 筋 コ ンデリート造、 地下

l  階、池上 4 階主主、 I苔屋 2

階建、ホール部、鉄骨鉄筋

コン 7 リート造

工期1 I j g ; 削O年12月~昭和41年 11月



• 句官 • • 
昭 和41年中 に竣工し た新建築

株式会社安井建築設計事務所

野村総合研究所

設計箆理 隊式会社安井建築設計事務所

地 工 妹 式 会 社 竹 中 工 務 府

所 住 地 神4告川県鎌念市梶原1ぽぬ節也

敷地 商 機 178，975. 91 m'  

主E築 而 械 2，396.  13m'  

延 商 機 7，6∞26 配

備造規模 鉄筋コンクリート造、I也1:.4階

工 期 昭 和40年5月- 61HD41年 11月

•••••••••• 
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日建設計工務株式会社

阿波鉄行本庖

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

胤 エ 鹿 島 建 設 係 式 会 社

所 平E J也 徳 島 市 西 船 場 町

敷地面積 2. 049. 33..'  

建築面積 1. 769. 27. . '  

延 面 積 11. 065. 71. . '  

織造規模鉄骨鉄筋コ ンク リート造、

地下2階、地上 9 階、浴毘3階

J!l 1  昭干回伊手10月ー昭手間1年 7 月

昭和41
1手中に緩エした新建築

‘・ ‘  
• • 



• 司E • 

昭和41年中 に竣工 した 新建築

株式会社竹内建築事務所

• 
千里中央地区中学校

設 計 野 混 竹 内 建 築 事 務 所

施 工 村 本 建 設 K K 大 阪 支 応

建 築 位 誼 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン J 地 区

建築面積 1. 512. 05m'  

延 面 積 3. 552. 75 m' 

構 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造、3階建

工 期 昭 和40年9月~昭和41年3月
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床材のノ、ィファッションマチコカラー…

- 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / き び し い 規 格

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ ル は 国 立 京 都 国 際 会 館

や 東 京 新 八重 洲 ビ ル な ど 有 名

ビ ル に 続 々 採 用 さ れ て い ま す。

美 し い 色 が 26種 ま ね の で き な い 国 際 的 な フ ロ 7

タ イノレ の 色 です 。 オー トメ 工 場 で 量 産 し て い ま す

か h い つ い か な る ご 注 文 に も O K で す 。 一 一 一

マ 手3

リノリa ーム ・リノヲイル・ピニラー 卜7 イル・マチコヲイル・ナイアンリノヲイル総発売元

@東洋リームー
大阪市南区附磨町通り 4 - 25 三相ビル . T E L  (252) 2921 

E 京都中央区銀座 4 - 1 三和ピル ・T E L (567)8341 

名古屋市中区錦 2 - 2ーは名古屋セ ンタービル. T E L (231 ) 53ω 

福岡市大手門 1- 4 - 12 ・γ E L (75)  0425 

庫刊の胞合メ ーカー 出 張 所 ・札幌 仙台 . 長野 . 広島

面白. .  

• 

• 

ーー

• 
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素晴ししミ

美しさ

現 代 建 築 を 彩 る

カーテンウォ- ) レ• 

ド

.

J

f

サ

合

・

〆

仰

ケ

わ
⑩
一
泊

.. 本 生t

ey市松; }j 1IIJ T 1  - 6  T  E  L 代 (38) 1 1  4  1  

ｽｻｾｬ 工 場

上界 rl i  、It 1判 IlJ r 4  8  T  E  L  Ｈｾ Ｈ Ｗ Ｉ＠ 5  5  4  1  

営 業 所

大 l坂 ・! R J ; ( Ｎ 名古 ｽＴｬ ・有ＷＮ Ｑ 出 Ｑ Ｎ 金 ＿ｊｾ .  .L企盟T

- 営 業 品 目

ア ル ミ サ ッシ ・ドア

ス テ ン レ ス サ y シ ・ドア

ス チ ー ル サ ッシ ・ドア

住 宅 用 ア ル ミ サ y シタエリート '

アルミレディーメード

サ y シ ・ドア

ー-
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新 製 品

〈みやこ 〉は自信をもっておすすめできる型板ガラスです

. 新しい感覚の型模様です 0

. 縦 ・横の区別がありません

・和 室にも 、洋間にも明るく

調和 します み や こ
. すぐれた装飾性があります

薄 型 2 mm

。シ旭硝子
本 社 見( 京相i千代田区丸の内 2 ー 14

大阪支応 大阪市北区堂ぬ船大工町53 氾話(363)1121大代表

• 

• 

• 

• 



米 国 ウ ォ ー シ ン ト ン 社 と の 技 術 提 携

これ以上小形軽量形はありません?

• 

'.  

国 産 唯 一 の 太 陽 遊 星 歯 車 増 遠 装 置 付 単 段 式

ヲ; 千牢U 密 閉 形q ー ポ 冷3制 緩

ー・

米

国

の

著

名

な

冷

凍

機

メ

ー

カ

ー

《

ウ

オ

|

シ

ン

ト

ン

社

》

の

按

術

と

ダ

イ

キ

ソ

技

術

陣

の

結

集

に

よ

っ

て

完

成

し

た

画

期

的

な

新

製

品

で

す

。

-

国

産

随

一

の

小

形

軽

量

形

で

す

。

し

か

も

、

ス

γ

キ

リ

と

し

た

パ

J

ケ

ー

ジ

形

で

す

か

ら

、

機

械

室

の

ス

ペ

ー

ス

は

'

わ

ず

か

で

す

み

、

が

川

付

仁

事

も

簡

単

で

す

。

-

機

械

室

が

静

か

に

な

り

ま

す

。

運

転

出

八

万

を

完

全

に

詰

問

し

た

上

に

ケ

|

シ

ン

グ

で

お

お

っ

て

い

ま

す

か

旬

、

運

転

音

が

グ

/

と

静

か
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り

・
4

f

A

V

'

l

」

'

f』

O

-

性
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ぺ

き
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保

護

特

殊

絶

縁

電

線
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採

川

、

コ

イ

ル

温

度

の

監

視

、

冷

媒

含

水

量

の

指

示

、

独

特
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媒

液

に

よ
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却

、

逆

転

・

単

相
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過
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ど

、
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る
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か
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ρ
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山
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い

ま

す
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-
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却

管
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結
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せ

ι

山
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却

管
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接

感

温

管
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入

す

る

刀

法

で

、

品

位

ム

ラ

を

早

期

に

発

見
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て

、

凍

結

破

加

を

防

ぎ
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す
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74 8631  

47 4471  

T  1，: 1.  
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福 岡 支 広

広島営業所

T E し (272 13211

T1こし (961 6351  

T  F. L  126 5556 

東 京 支 庖

名古屋支広

札幌営業所

｀ヲ［千本シ工業稿王 ｴＵｾＱ
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電 表 工 事 実 訂 装 工 事

言受訂・自密工
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。

近畿電気ヱ茅妹夫令系土

取締役会長 佐 藤 太

取締役社長 大 森 久 司

防止 ＱＱｩ ， ｉ､ｴｬ メ ｉｙｉｉｉｾｉｂｉ ｬｬ ￭ｮＢ ，ｾ＠ l大 ru，， ) λ; 阪 312- 1281

主的 * 支社 A l i & 北 大 l垣 l制 点 目E 神 ド 姫 路 奈 良

fll 歌 山 必 釘 * i片 山 Jil /].; ，r. ，lj  w. ｾ［ｴ＠

• 



4匹
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.. 

ここにも生きている

ブて J-i: ｾ 岐にヒ ニロ イド ｉ ｓＩ ｪ ; J'( をU色 し し た 1.El立:J 草IJ J揚

ど ん な 地 域 で も ど ん な 梢 造 の 建 物 を つ く っ

て も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一一一 そ れ を 夫川 化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の 完 結 を 示 し て い

る の が 〈 ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す

防 水 下地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 本 冷 地

の 冬 に も 丈 夫 で どんな場所に使 っても ｊｾ 語り

ま せ ん そ れ は 弊 社 が 作 成 繊 維 に よ る 不織才ji

を 独 特 な 方 法 で力11 工 し た 技 術 の] J 父: いです

い，1立 劇 場 の jギイ土4 も ビ 二 口 イ ド 2 号 に よ る 防 ぷ

工 事 をご採トI-J p た だ き ま し た

営 業 品 目 ・ ピ ニ ロイド ｼ 切ぷ ｌＧ ｊＧｾ l . ア ス フ

ァ J レ卜 IS)j/]' ( [. 'F  ・ ミ ｽｉｌ ソ フ ト ンタ イル ｐ ｉ ｾ 1--

・F ・ ｩｾｾ ?I'II'L Ｎ 保冷 ｉ ｾ Ｇ ｊ ｾ .ミJl ｾ ｟プラスオー ル

・ 「 尾コーキン版完 ・ 仁 ・ ｲｾ . シポ レ y ク ス

r ・J ，ｾ＠

マ

三 星 産 業 株 式 会社

!.k，;， nll r' (U III メ行 本IIIf3 - 11 - 13  

1" E  L  8660271- 6  .  6121- 9  

ｴｾｐ ， Ｇｊｉｾ ｬｩｊ ｲ＠ / 札帆 ( 72) 6031 仙 台 ( 21 5366ー 7 )'，，，山1( 941 ) 3751  

97 1) 4574 )、阪 443 9721 3  !i，¥I品I 76 2076( 75 0298 
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ドアチェ ック 60シリース

ドアチェ ック 70シリ ース、

フロアヒ ンシ

その他

ラノ〈トリヒンジ

ピポ ッ トヒンジ

ドアハンドル

N E W* S T A R  

ぅ|ぐ 品質性能とも= 照祭スライド式

ｺ ユースター ｦ ｪＱＢぺ ｌＭｾ
片引き戸内観図

上枠断面懸吊要領

品 三湘 一- 3田

Fア
レール限付省軍側図

機印 h.t: l; 、，' 0 て ド§ い{

535 
磯印 ｴ ｬＭ ＩＺ ｎｓｬ Ｍ Ｔ の ぬ ￚ ｉ ｊ Ｖ￳￳ ｉＧＺ 変ＡｩＡｾれ， Ｎ ，

内

自

. ニ ュースタースライド式ドアオペレーターの特徴

. illll 互の 長 所 と 電気 式 の午11. '.'λ とを 組合せた 新製品 です。 ・iilJ 圧 装 fa がついているために |羽る速度が 「ゆるく J r なめらか J です 0 ・バル ブの 制鍛

で閉 る速 度が自 由 に変 えられます 。 ・|羽る手前 でー 且』上って、 その j舌ゆるく 1'!I1ります。 ・{亭千むの場 合 、すぐに手で峰 くliHI 引が出来ま す。 ・{i lJ i絡 が

安く 、日IJ 途 工事 が ほ と んどない。 ・取 付工事、 保 守 が非'，l;'; に簡 単 です 。

⑩ 
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本ドマー子工、f ク盤、制泉式命
/  校エー示 日

本 社 工 場 大 l以 di '1， H  1' :  J'  '"ミ 州 側r 2  2  2 ・II ，If; ( 758)  1251  ( 代 )

東 京 支 庖 !-U;;(自1ST 代 川 lメ N'iIl ' 1、I11阿 2 - 12 (1，: 愛 ピ J レ) γ日 制 ( 293) 4831- 5  

札 脱 出 張 所 札 帆 di I1 五 q. .1)とit J i り" ｾ軍 Ｓ 1  4 ー 1 '''ll ，If; ( 86 )  8255- 6  

名 古 屋 出 張 所 名 古 川 di 点 1)( ! 山 岳 町 1 - 1  1 白 川 ( 96 1) 5771- 3  

広 島 出 張 所 広 向日，t. Ｎｾ Ｚ＠ ｦＯ ， ｾＮ＠ ms  fJ，点 I"f 制 Ji' 2  0  5 γ Li: ，!t; ( /1: ，1;:，八本 I"i ) 106  

福岡出張所ｾ .. '; I: I¥J di  X . 判， 4  r  11  4 併 2 4  "白 川 ( 74 ) 2372 .  33 12  

.. 
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ｾラヌ令Ｚ［

宅ラ : J - s ト

･ ラ Ｚ｢ｾ ト

@  

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E RA MI C S K IN ) と

云 う 意 味 て = 砂 粒 状 の 有 色 問 飽 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ ン サ ー使

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外 、壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け 、防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250.C ー I350. C ) に で 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材料 に し て 顔料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱 菌 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

し ま せ ん 0

・ 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の他

の 異 常 は 認 め ま せ 人 。

・ 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ 板、辛口壁、 フ ロ ンク、ス レ ー ト、

テ ッ ク ス 類 e tc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って 下 さ い。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 - 1 7 6  T E L  (322)  4851 - 4  

東 京 出 張 所 東 京 都 港 区 西 新 僑 2 - 2 1- 6 T E L  (431 )  7106- 7  

瀬 戸 工 場 ・愛知県瀬戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  

23 



て7) レZ こA

‘ イ吉 川 知 日 新
• 

故 iki の 品 質

国 内 の 気 温 較 差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛 I'G告 な 条 件 に

‘ 抗 し て 老 化 せ ず 特

に 寒 冷地 に 於 け る 技

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

決 さ れ た と 云 っ て も

過 言 で は あ り ま せ ん

事都墨のポｾＯト ｩ 歩

‘  恋材から

Ｘｦｴ 旬、郵ｾ・…・

?る色づいたII- J::

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

日 新 業 株エ 式

A

会社

大 阪 支l苫 大 阪 "1西 区 祈Ul T北i l l 1 1  - 18  T  E  L  ( 531)  5  2  8  1  ｾ＠ 3  

本 社 点 京 都 足 立 区 千 住 束川J 9  3  T  E  L  ( 888)  2  1  0  1  ｾ＠ 9  

出 張 所 名 1
1
I  1五 ( 7 41) 6  2  5  7  ｾ＠ 8 ・)J. 二山 (21) 1  0  1  9 ・6 0 6 1  

キ1
1
1'; I吋 ( 74) 3  4  6  1  ｾ＠ 3  ・札 1¥1見 ( 51) 6  8  8  5  ・ 5  6  5  9  
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'ル

地 区 別

北海道士也区

東 北 地 区

関 東 地 区

完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

ｧ 本 Ｗ スの Ｗ ス ｾＷ＿ＧＢ 与

A  

コ""
キ土

- シ グ マ ー ト に よ る ウ エ ル ドシ ス テ ム 防 水工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け し 、 た し ま す 。

名 代 表 者 f:i 

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所

f中 川 憲吉

大 木 久 俊

札 幌 市 北三 条東 4 - 1

。 南 大 通 り 西 13丁 目

日 新 建 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 仙 台 市 二 日 町 1 - 2

東 京 都 台 東 区西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中 央 区 湊田T 3  - 7  

。 新 宿区 柏 木 5 - 1172  

戸斤

伊 路 建 材 株 式 会 社

北 条 涯 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 金 岡 興 業

漉 青 建 材 株 式 会 社

日 新 建 エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

? サ ル 涯 膏 工 業 株 式 会 社

滝 沢 慶 則

伊 務 量豊吉

北 条 弘 太

金 問辰 次郎

山 中喜 代 治

荻 野 英 夫

山 崎 慎二

百 回 目書; 台

藤 井 喜 昌

小 島 英 夫

。 千 代 田 区 神 田佐 久間 町河 岸 51号

。 荒 川 区 南千 住 6 - 42  

藤 井 工 事佐 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

鶴 田 工 事龍 株 式 会 キ土

木 下 工 栄 株 式 会 社

野 口 工 材 株 式 会 社

大 手口 エ 幾 株 式 会 社

協 立 エ 換 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 商 I苫

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 柴 株 式 会 社

島 屋 建 設 株 式 会 社

潟 田 武

木 下 一

聖子口 伝 八

倫 井 喜 重

関 谷 克 巳

市 橋 祐 造

石 田 想 吉

徳 永 日呂ニ

。 千 代 田 区 神 田猿 楽町 1 - 9

0  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1ー 10

0  文 京 区林 町94

。 江 東 区 深川 住 吉田J I ー 14

0  千 代 田 区 富士 見町 1 - 12  

0  盛 田 区 江東 備 4 - 32 

。 渋 谷 区下 通 り 3 ー 15

。 荒 川 区 南 千 住 6 - 15 1- 2

0  大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

水 戸 市 泉町 1009

高 崎市 八 島町 117

新 潟 市 流 作 場 宮浦 1 - 17 11  

北 陸 地 区| 喜 R長 官 土J F 主主工郎歪震

大 和 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所

島 勝 人

折 僑 嫡 一 郎

小 島 一 公

島 田 真 一

金 沢 市 此 花田J 5  - 7  

富 山 県 高 岡 市二 番 丁

。 。 志 貴 野 2 5  

t Z山 市 堀JI I小 泉 町 7 7 6

株 式 会 社 三 井 工 業 所

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

静 岡 市 大和田J 1  - 20 

清 水 市 渋J I 15 2  0  

東 海 地 区 | 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

白 木 建 材 興 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 I吉

三 井 辰雄

渡 辺 亘

木 下 作 二

伊 藤 隆 造

宮 崎 勇

名 古 屋 市中 区 南 久 屋 町 3 - 12  

。 西 区 南 押匂J 5  - 3  

。 中 区 伊勢山田J 1  0  0  

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 国 地 区

九 州 地 区

田 新 工 材 株 式 会 社

マ J レ エ ス 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 新 光 商 J苫

清 水 興 事荏 株 式 会 社

マ サ J レj歴青 工 柴株 式 会社 大 阪 営 業 所

中 村 漉 膏 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

石 僑 建 材 株 式 会 社

望豊 永 建 材 株 式 会 社

大 手口 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

株 式 会 社 三 洋 技 建

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 エ 柴 株 式 会 社

高 知 涯 脅 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 二 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 藤 工 事 株 式 会 社

日 建 工 材 株 式 会 社

井 場 績

山 崎 達 夫

松 本 重 治

清 水 実

勝 見 獄

中 村秋 太郎

棚 田 秀 吉

友 長 保 男

石 橋 節 雄

木 村 瑳

谷 間 量産

馬 場 久

山 本 進

飯 間 浅 吉

横 井 良 一

柴 田 秋 男

河 野 孝 毅

竹 村 臆一

戸 高 月 前佳

北 I東 正

川 勝 正 之

進 藤 博 一

大 阪 市 西 区 新町 北 通 1 - 17  

。 福 島 区 上 福 島 南 l ー 152

0  南 区 塚町 通 2 - 13  

。 北 区 鶴野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 縦 共 栄 ビ ル

ク 葺 合 区 上 筒 井 通 8 - 22 1  

!被 市 福 烏 区 上福 島 北 4 - 49  

福井市松ケキ宝町 6 2  

広 島 市 若 草 町 1 0  6  5  

。 庚 午 南 町 1 - 2

広 島 県 大 竹 市 小 方 町小 方 2 4  5  5  

岡 山 市磨 屋 町 7 ー 18

松 山 市 三番 町 7 - 8 - 1 山 本 ビ J レ

高 松 市 本町 2 - 17  

高 知 市 塩 屋 崎町 2 - 20 

徳 島 市 矢三 田T東 野 18 1- 1  

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北九州市門 司 区大ｾ束通 Ｑ Ｐ 丁目

宮 崎 市 和 知川 原 3 6  5  

鹿 児 島 市 草牟 田 町 3 9 8 0  

褐 岡 市 大 浜 l 新 田J 9  5  

。 大 手 門 2 - 8 - 6

- 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

* 京 船 足 立 区 千 {主 * 凹r 9  3  m Ji 工 業 株式 会社 内 ，lH ii ( 888)  2  1  0  1  ( 代)

| 則東 支日11 Ｊｊ［ ｴ ｍ ｉ 足 立区千 ｦｴＪｾｬ ｲＹ Ｓ 11 新 工業 株式 会社 内 γU:?ii ( 888)  2  1  0  1  ( 代)

|湖西 支ms 大 阪 市 山 区 新 lil T.lt 通 1- 18 r1 新 仁 業 株式 会村 大 阪 支 出件'1 '，O: Ui  ( 531)  5281- 3  

九州 支 部 副 岡 市大 引 勺 1 の 6 1-1  ｾ ｊ ｩ＠ C業 株式 会社 九州、l H'j ' ; 長所内 '，. U，li; ( 74 )  3  4  6  1  

防水|

電 話

(引間 44 26 (  23 )  80 16  

22 )  5  0  1  5  

( 25 )  5  4  3  1  イセ

(841 )  5646 ・5729

(55 1)  2676 ・4382

(363)  4  3  4  1  イセ

(内側3 .  2892 

803)  2411 - 5  

(292)  2  6  6  1  ｩ ｾ＠

(842)  6  3  1  1  イセ

(94 1)  027 1 ・2582

i内問。卿0

263)  4  8  6  1  fセ

(634)  0  8  2  1  イセ

(44 1)  375 1  (444)  0405 

(802)  4  7  5  1  イセ

(73 1)  0358 (738)  340  1  

( 3 ) 0 17 1- 6  

(  2  ) 330 1- 2  

( 45 )  2  2  5  1  イセ

{ 2 1 ) 鵬 5 ( 3 1 )  6420 

2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

( 85 )  9 15 1- 3  

(  2  )  2  2  2  1  イ七

(251)  3  5  4  1  

(57 l ) 代 554 1- 4  

32 1)  13 11 ・ 133 1

(54 1)  3785- 6  

(458)  484 1  - 3  

(26 1)  7 195- 7  

i 371) 025 1~ 3  

48 1) 7 3 5 5  

( 34 )  5884 ・5658

( 22 )  9 182代

(458)  0267 ・0277 (451 )  6089 

( 23 )  0  7  7  5  

( 61 )  637 1- 4  

( 7 1 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 3 5 4 3  

( 23 )  1  1  8  1  イセ

(  3  )  626 1- 3  

(  51  )  6  8  1  1  - 5  

( 2 ) 3 2 4 4  

(  4  )  4  1  6  1  

4 3 0  5 ・ 4 3  0  6  

( 38 )  1468- 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395- 6  

( 28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

25  
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居

N S - 1 7 1 0  

問

。
ト

凶 円

ロEI
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寝

室

N S - 1 7 1 3  

居

問

凶 N  

[ J ]  

寸凶

円 円

食

堂

居

。
ト
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∞ ∞ 

E司

縁

伺l
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思

九 九

廊 4ト

下
半 ，λ

通

I;/. 

サ y シ 1 7 0 5

場所用

シャ ，$1- 2 0 3 0  

26 

。

• 

京 ｾｾＢＧＡｉＮｱＭ
五

高

窓

四

五

v '  

じ

色、

け

恕

/  
9 尺 間 用

N S - 2 6 1 8  

日日日明

t、ー

尺

フ戸

ラ

口口口口
ス

2 6 1 5  

呼

3  1  1  0  
利:

ｌ ヨ ｾＭＣｪ 氏 Ｍｰ ヲヲ ， =.tI 付

従 来 住宅 の 窓 に は f-i hull 'Fゃ {(，'i.'J1Hの 了'1りJ の た め に 雨

戸 を ｾｪ ｬｊ に ｬ ｦｘ Ｑ Ｎｊ けてお 、 りますが 、 この ホ ームシャ ｹ タ .  

ー は 工均 で サ y シ と シ ャ ッ タ ー を ー 休 に し て 製 作 さ

れて い ますので ｾｉＧｩＩ ; を別 に 設 け る 必 裂 が な く 、 fJL土Lj

i 削 、l も一 度 で す み ま す 。 ま た シ ャ y タ ー は 折 り た た

ん だ 11寺そ の ま ま 化 机 と な り ま す の で 、) ; 袋 を つ け る

必 必 が あ り ま せ ん 。

- 特 長

1 .  :t，:; 子 さ ま で も 千 '1を る に Ilf JI U-Jで き ま す 。

2  外 相t は 俊 美 で す 。

3. 戸 袋 は い りま せ ん 。 折 り た た ん だ ス ラ ッ トが そ

の ま ま イヒ初iーとな り ま す 。

4  火 災 . fHl l l ・i?，'i.'J1Hーすべて 安 心 で す 。

5. 方包工 は 附 単 で す 。

6 _ 安 fil li で す 。

。株式会社 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

目社工場

営 業 所

大 阪 rIす; 1[ 淀 川 区 日l 川 通 6 丁 |二I 3  8 暑 地

T E L  ( 3 0 1 )  代 表 3 6 5 6 - 9

点 以 ・ グ，古 屋 . 1ii: ｾ 尺 ・神 戸 ・ ｉ ｬ ｻ［ ｊ 山

広 ，I;，'j • ｉｾＺＺｪ＠ f:公 - 福 111i] ・ 北 九 州

• 



年 頭 所 感

.. 

• 

日本建築協会会告

‘  

• 

想い出多き年となるように

( 社) 日本建築協会会長 東 畑 謙 一

新しき年を迎えて毎年心の引きしまる想いがする 。 昨年度は最近数年間のわが国の経

済界の大発展の後を うけ一時的とは言え不況の年であった。 年間を遜 じて整理すべき 乙

とは整理され， 改革さるべき構造は改革されて， ようやく不況をのり越え ， 新らしき前

途に明るさを見出し得られる年を迎えるとととなった。 とくに建築界は他の産業に比し

て引き汐の 引ききらない中に新しき満汐がお しょせよう としている年でもある。

建築界にとって待望久 しか った万国博の工事も ， 本年度中には敷地の整地工事を略完

了， 上部に建つ種々の施設の設計も着手の年 となるだろうが， それに加えて関連工事が

先きがけて着工される年でもある。 乙れに対して鉄鋼， セメ ント 等の建築材料や， トラ

ック ， ミキサ 一等の建設機械は近年長足の進歩をきたし ， 統計によれば，と れらの生産

量は世界の第 3 位といわれているが，万国博受入 lζ 充分な態勢である とと は，ま乙とにう

れし き乙とである。

ととろが問題は労務関係である。元来わが国の産業は欧米に比して原材料の不足 と労

働力の余裕との関速において発展してきたのであるが， 乙んにちにおい てはそれは昔の

ζ と， 特 lζ 建築界においては ，技能者， 建築労務者の不足が本年度における最大の問題

となろう。好むと好まざるにかかわらず， 大量生産，機械化， プレハブ式工法等，生産

性の向上に努力すべき年である。

日本建築協会も本年をもって創立五十周年を迎える乙と となっ た。既往の半世紀を振

り返っ てみる と， 全く業界の歴史そのままを うつし た様である 。 五 十年目の良き年は業

界 もまたまれにみる良き年でありたいものである。 そして会員の皆々様と共に ， 本会を

通し て公共奉仕に一層のカをそそぎ想い出多き年 としたいもの である。

日 本 建 築 協 会 創 立 50周 年 記 念 事 業 実 施 予 定

記

表

祝

展

運

事 業

念 式 奥

彰 式

賀 会

5p-もι-

会

動 会

懇 親ソ フト ボー ノレ大会

懇 親 ゴノレフ 大 会

ボ ー リ ン グ 大 会

慰 霊 祭

講 演 会

見 学 会

モントリ オーJ レ万国博視察団

東 京 見 学 団( 仮称)

淡路四国方面見学団( 仮称〉

阪 神 地 方 見 学 団( 仮称)

京 都 地 方 見 学 団( 仮称〉

中 園 地 方 見 学 団( 仮称〉

信州路の民家見学団( 仮称)

記 念 出 版 図 書

5  0 周 年 記 念 号

5  0 周 年 記 念 物 建 造

日 時 〈昭和42年〉

3 月30日〈木〉午後 2.00- 2. 20

3 月30日 ( 木) 午後 2. 20- 2. 50

3 月30日 (木〉午後 3. 00- 4. 30

3 月30日( 木) - 4 月 4 日 ( 火)

5 月中旬予定

3 月29 日 ( 水〉

4 月中旬

5 月20日 〈土) 予定

6 月23日 ( 金)

5 月24日 ( 水) - 6 月 6 日 ( 火)

3 月 下 旬 予 定

4 月 下 旬 予 定

5 月下 旬 予 定

6 月中旬 予定

6 月上旬 予 定

10月 予定

(未 定)

建築と社会 3 月号

( 未 定)

会 場

太 閤 国

太 閤 園

太 閤 園

阪 神 百 貨 庖

( 未 定〉

鳴尾 コソレフクラブ

中 央 公 会 堂

(未 定)

2 7  



謹賀 新

車

問 繁 男盛

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電話 ( 21) 2281 代

自宅 ・広島市翠町 1507 の 10 電話 (51) 6  7  3  0  

三 包

同 義山 正

株式会社二葉建築積算事務所大阪支所長

大阪市西区江戸堀l の104( 東江ピル〉 電話 ( 443) 2423

自宅 ・京都市左京区修学院中林町89 電話 (78) 6051  

赤 尚 信崎

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区南森町29- 1新 南 森 町 ピ ル 電 話 (361) 8388 ・0982

自宅 ・西 宮 市 田 代 町 5 0 岱話 ( 67) 7  1  2  9  

明 夫石

高 岡 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 新 町 通 l の 7 7 電話 ( 532) 4951代

自宅 ・西宮市甲子園洲烏町9番9号 電 話 西 宮 (41) 2717

東 輝 夫

株 式 会 社 三 国 タ イ J レ庖代表取締役

大阪市東淀川区十八条町3の7 包括 ( 393) 1  9 5  1  

自宅 ・吹田市麟白台2の28・13

網 栄野

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 金 山 町 6 6 包括 ( 361) 2  0  9  1 代

荒 芳木 手B

株式会社荒木造図設計事務所代表取締役

池 岡 市 鉢 塚 2 の 8-2 1 電話他国 (6) 1298 ・8874

自宅 ・池岡市鉢塚2の9・8

28  

年
昭 和 42年 元 旦 ( 50音)1原)

五 十 嵐 芳雄荒 芳夫

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 副 社 長

大 阪 市 東 区 京 橋 3 の 7 5 電話 (941) 0861  

自宅 ・芦屋市打出翠ケ丘町148 電伝芦屋 (2) 5431  

.. 

田

伊 久

麻生商事株式会社大阪支庖 取締役大阪支庖長

大 阪 市 東 区 釣 鎌 町 4 の 26 電隠 (941) 1  6 5 2  

自宅 ・吹田市大字佐井寺 124 包雷 ( 388) 5 6 0 8  

安 藤 雄 丹俊

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区常盤町2のSO( 高木産業ピル)

電話(941) 1331- 3( 942) 4603

自宅 ・大阪市住吉区長居町東6・113 包括( 691) 9969

安 藤 芳雄

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 13 電話 ( 942) 1461大代

• 
伊 東 正 也

大 日 本 土 木 株 式 会 社 専 務 取 締 役

井 上 正

伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市浪速区幸町通2の6 情話 ( 562) 0443代0434- 4

自宅 ・西宮市松宮町 129 電話0798( 22) 3598

社長 飯 田

専務 中

精 次 郎

村 網

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中村区椿町4の28( 国鉄会館内〉 電話 (571) 1271大代

自宅 ・名 古 屋 市 千 種 区 下 方 町 4 の 30 電話( 711) 9400

井 蔵

共 同 設 計 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 富 田 町 9 電話( 384) 5836- 9 ・5830

社 長 ( 飯 田 ) 盤 中 市 本 町 2 の 5 6 電話068( 52) 5775

専務( 中村〕京都市左京区下鴨北園町20 電話075( 78) 2597

• 
生 政上 福 回 重

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

大阪市都島区東野田町2の15 電話 ( 351) 0530( 352) 4031- 4

自宅 ・枚岡市石切山在 1727 電話 ( 072981) 2526

井 手 新 太 郎

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 の 5 電話 ( 261) 7591 - 6  

自宅 ・芦屋市朝日ケ丘町258番地の2 電話芦屋0797( 3) 0657

池 宮彦

日本合成化学工業株式会社取締役社長

大 阪 市 東 区 安 土 町 2 の 11 包括 (261) 0171

自宅 ・尼崎市西宮松字新林217の27 m話 (401) 5582

井 手 正 雄

田

株式会社池田宮彦設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 瓦 li 町 三 番 T 6 8 電話 (761) 0360  

自宅 ・堺市上野芝向ケ立町4の1405 包括堺 ( 78) 0034

• 

諌 早信 夫

社団法人日本建築協会京都支部支部長

京都市中京区押小路通例馬渇東入繍町645

京都建策会館内 電話 (21) 2  8 5  7  

不 動 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 4 の l 包括 ( 567) 1751

自宅 ・東京都世悶谷区鳥山町453の5 1il路 (3∞) 3705



謹賀 新

石 寛
l

 

l
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-
E
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司ル

石 川 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町111 電話 (779) 9491 

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 の 2 8 句話 (946) 5431 

自宅 ・宝塚市切畑長尾山2の317 電居地図 (5) 2963

石
i

 

l

 

---a' 

良
盟

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 土 佐 掴 通 l の16 電話( 443) 3661 - 5

自宅 ・鐙中市蛍ケ池東町4の187 電話鐙中 (52)3941
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山

一

相 熊 雄

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役

開発計画本邸長設計管理部長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7 電話 (252) 1  2 0  1  

河 吉 之 助

フE

岩 元 工 業 株 式 会社 取 締 役 社 長

大阪市東成区東今里町 4 の 40 電話 (981)0616- 8

自宅 ・西 宮 市 甲 風 劉 2 の 162 電話西宮 ( 67) 2210

宇賀 郎

小 河 建 築 設 計 事 務 所 社 長

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 の 8 包括(761) 6957代

自宅 ・寝 屋 川 市 郡 1100 の 3 電伝神戸 (31) 2ω 9

尾 亀 清 四 郎

字 賀 一 郎 建 築 設 計 技 術 研 究 所

大阪市北区若訟町28( 尾崎ピル12号室) 電話(364)5178代

上 良
:.1.>.. 

'ロ

株 式 会 社 三 晃 商 会 会 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6 電話 (364) 7 0 3 1  

「昌晶、

台巨 和 内 国 成 之

置 塩
写: :b.主z  

置 塩 光

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役 須 賀 工 業 株 式 会 社 置 塩 建 築 事 務 所

大阪市西区立売縄南5のl ( 住友銀行ピ J レ〉 電話 (541) お52代 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の14 電話 (441) 5  1  7  1  大 阪 市 北 区 堂 島 上 l の 2 電信 (341) 6 7 2 4  
自宅 ・神 戸 市 灘 区 篠 原 南 町 2 の 23 電話 (87) 3479  

神 戸 市 生 田 区 京 町 7 0 電話 (39)  3  5  1  5  

• 
必』

i  

喜
一
吋 雄西

株式会社 今 西 組 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区上本町7の2・1(上六ピル内) 包括 ( 772) 1251

自宅 ・大 阪 府 高 石 市 羽 衣 2 の 4- 1

品ム4

石 佐 則直

有限会社岩佐建築設計事務所代表取締役

• 
本 社 尼 崎 市 西 本 町 7 の 268 也艦大阪(411) 3094

東京事務所 東京都新宿区四谷4の23 明日活東京 (351) 3お6

自宅 ・西 宮 市 上 甲 子 関 2 の 11 -23 包括西宮 (41) 5753 

白
石崎 甚 太 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 (231) 9640 

自宅 ・兵庫県川西市栄板字豆阪l の11 包倍池田 (5) 6必4

田

株式会社ユーエー建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 浪 速 区 新 川 2 の 667 電話 ( 633) 4745 

自宅 ・寝 屋 川 市 本 町 17- 18  電話0720(21) 0320

浦 辺 鎮 太 郎 大 井 弘 次 郎

株式会社浦辺建築事務所代表取締役所長

大阪市北区梅回収新阪急ピル)

話 (361) 1351(341) I 680 ・1727

j工

i

 

l

 

-
-
E
E

，

 

好 巴

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

大阪市北区宗是町44(第l ピJ レ〉 電鋸 (444)4521- 2

自宅 ・箕 面 市 百 楽 荘 4の4-11 電話 (21) 4113 

大 幸 平

山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 事 務 所 所 長

大阪市東区北浜5の11(新立川ピル)

電話 (231) 4217 ・7321

遠 藤 誠

j畢

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役社長

大 阪 市 東 区 今 橋 5 の 2 電話 ( 203) 0 0 6 5代

自宅 ・豊中市玉井町l の8- 18 電話豊中068( 52) 3237

大 )1国 三 郎

株式会社遠藤建築設計事務所代表取締役

大阪市南区願! f 町3の51(麻綱ピル) 電話(251) 2146

自宅 ・西 宮 市 星 中 町 2の 3 ・13 電話西宮 (41) 1845

下

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役社 長

大 阪 市 城 東 区 関 白 町1 の 40 電話 (939) 4741- 5代

社長率 (939) 4744

自宅 ・大阪市旭区新森小路中3の94 包括(952) 1240

2 9  



謹賀 新

大 林

株 式 会 社 大

芳良日

林 組

大 森 久 司

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 電話 ( 312) 1  2  8  1  

自宅 ・奈 良 市 今 辻 子 町 12 電話 (22) 2  3  9 0  

年 昭 和 4 2年 元 旦 ( 50音Ii 頂)

河 内 就カ日 秀 雄 義

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

広 島 市 上 絵 町 2 審 37 号 電話 (28) 2271代 .. 

納

戸田建設株式会社大阪支庖 取締役支底長

大 阪 市 北 区 真 砂 町 3 2 包括 ( 364) 1  6  5  1  

自宅 ・吹田市千里山松ケ丘 6 電信 ( 388) 0  2  4  4  

梶 本 秀 尾 ;可 津 喜 之 助

八千代電設工業株式会社取締役社長

大阪市東区森之宮東之町 392 電話 (941) 6531代

自宅 ・堺 市 大 美 野 107 ・4 電信登美丘 ( 7) 2548

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 の 2 4 電話 ( 341) 1351- 3  

自宅 ・盤中市服部本町 1 の88 電話 (62) 6  8  6  5  

• 
岡 郎 神 谷 新 J可 東 義 方

株式会社 岡 組 取締役社長 竹 中 工 務 庖 専務取締役
大和ハウス工業株式会社東京締支役社富1]支

取 社長

大 阪 市 北 区 盆 山 町 8 9 電話代 ( 312) 0777 ・0456 大 阪 市 東 区 本 町 4 ・2 7 電話 (252) 1  2 0  1  東 京 都 渋 谷 区 上 辺 4 の 1 9 包括 ( 463) 6161

自宅 ・箕面市桜ケ丘 205 !ll話 (21) 2  2  6  4  自宅 ・神戸市灘区五毛通3-17 包括神戸078( 86) 0596 自宅 ・東京都練馬区下石神井1の358- 9 電話( 929) 2488

岡 橋 作 太 郎

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

岡 本 イ寸 善

株式会社昭和設計事務所取締役社長

大阪市西区阿波座南通 2の58 電話 ( 532) 0  4  1  5  

自宅 ・戸 屋 市 打 出 大 東 町74 電話 (2) 7  1  0  2  

中口 生

株式会社沖口危機工業所代表取締役社長

大 阪 市 西 区 京 町 姻 1 の128 電話 (441) 1  8 6  2  

自宅 ・吹岡市青山合1の2C24 204号

市

中
国 誠

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 事 務 局 長

大阪市西区靭l の118 大阪科学技術センタ ー

電話 (443) 0538

自宅・大阪市住吉区苅岡町9の21公住3号204

電騒 (691) 2368

3 0  

辛 貞 夫 木 下 園 男木

東海興業株式会社 ( 大阪駐在〉常任監査役

自宅 ・芦 屋 市 宮 川 町 77 の2 電話 (2) 0  3  2  8  

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 内 外 写 真 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6 包括( 361) 9055代

自宅 ・大阪市西区京町掲2の102 電話 (441) 2503 

• 
木 光雄

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 電話 ( 411) 1451 

自宅 ・西宮市甲子園浦風町9番14号 電 話 西 宮 (41) 0700

i

 

l

 

--，， 崎 敬

下

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 103 電話 ( 532) 0081- 5

河 井 弘

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 江 戸 期 5 の 5 電話 ( 443) 0115- 8

自宅 ・豊 中 市 上 野 6 の 12

木 戸 口 信義

品Lι

見，

河 井 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 1 5 電話 ( 341) 3  3  3  9代

自宅 ・奈 良 市 豊 美 ケ 丘 4 電話奈良 (45) 4378 

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区北河掘町54 電鑑( 771) 2672代 ・3880

自宅 ・堺市浜寺元町6の807 電 話 堺 (6) 1  3  7  0  

• 

栗林 馬

栗 林 建 築 士 事 務 所 代 表

和 歌 山市和歌i I 1l lll 立嶋 527 包括和歌山(44) 3623



ニゴ包喜.... 

員室 賀 新

黒 宣
ロ

i

 

l

 

--

E
a' 

巳

• 
黒 川 建 築 事 務 所 所 長

名古屋市昭和区小針町 4の2 市鑑052( 861) 0281代

自宅 ・愛知県海部郡蟹江町大字鐙江新国字鹿島

電髭 (05679) 2255 

泉 重善

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市福島区堂島浜通4の14 電話 (458) 1727( 451) 2175 

自宅 ・羽 曳 野 市 南 宮 l ω の3 電 話 阪 南 (55) 4416 

• 
島 栄

三 精 輸 送 機 株 式 会 社 社 長

大阪市線東区今福中 2の36 電鑑 ( 939)1221代- 8

年
昭 和 4 2 年 元 旦

( 50音11民)

佐 野 正
古 義 敦

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 34 電話 (202) 3 8 3 6  

佐 忠 雄

林

日 本 建 築 協 会 中 国 支 部 支 部 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 17 号 電話 (21) 5  4  6  9  

自宅 ・広 島 市 翠 町 14 8 8 電話 (51) 2 5  70  

後 藤 典 夫 原

大 阪 府 建 築 部 長

鴻 藤

株 式 会 社 浪 花 組 取 締 役 副 社 長

東 京 都 港 区 赤 坂 4 の 1 4 - 1 7 電話(584) 1571- 91  

自宅 ・東京都世田谷区野沢3の23-22号 電 話 (421) 4330  

雑 賀 夫
池

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 の 67 !l!話 (462) 1631 

自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 電話 (44) 1526 

孝

株式会社雑賀建築設計事務所代表取締役

和 歌 山 市 8 番 丁 3 の 4 電括和歌山 (31) 1371- 5

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町 15 電話 (443) 7018  

自宅 ・和歌山市小松原通り 5の1 包括和敬山 ( 23) 5888

西 出甲
金 岡リ 手IJ 隆

坂 内 幾 = 郎

坂 内 幾 男

株式会社田中小西建築事務所取締役社長 株 式 会 社 金 側 組 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 何 故 座 南 通 2 の 60 電話 ( 532) 4051大代 大 阪 市 天 王 寺 区 椎 寺 町 66 電活 ( 779) 7731- 5

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

自宅 ・大阪市東住吉区平野西脇町373-4 包括 (701) 0297 
大阪市西淀川区野恩来 3の13 電話 (472) 0 6 3  1  

• 
、
、
I

E

・
E

・

-
，

，

 

法

一

四
林

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 の 11 電話 (341) 2609

自宅 ・大阪市阿倍野区北山首l の11 電話 (651) 1594

林
士

山得

• 

小 林 得 志 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区堂島北町20(藤田ピル〕

包括 ( 362) 5658- 9( 直) (341) 6251 - 5( 交)

自宅 ・西 宮 市 丸 橋 町 3 1  電話 (66) 2  3  9 4  

、
、

I

E

J

 

，J

 

三 甫 朗林

小 林 住 宅 株 式 会 社 社 長

大阪市東区御堂筋難波神社前 世話 (251) 1134 ・8371

佐 々 木 新 坂 本 明

株式会社佐々木建築事務所代表取締役

大阪市西区京町堀l の15( 東亜ピル〉 電話 ( 443) 0675- 8

佐 藤
;:e:ニ

日 松

承

阪 神 建 鉄 株 式 会 社 取 締 役 社 長

河 内 市 大 字 中 野 2 1  4  包括 (781) 0054 

自宅 ・大阪市生野区大友町l の56 電話 (752) 5 ω8  

J酉 井 辰

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

大阪市天王寺区上本町7の2・1(上六ピル〉 包括 ( 772) 1251

自宅 ・芦 尽 市 六 施 荘 町 9 7 包括芦屋0797( 2) 2226

佐 藤 太

三 光 金 属 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 鰻 谷 { 中 之 町 80 電話 (271)6234代

自宅 ・盟 中 市 本 町 10 ・98 電話 (52) 3888 

桜 井 正 美

近 畿 屯 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  電話 (312) 1  2  8  1  

自宅 ・箕 面 市 桜 ケ 丘 341 1l t 伝箕面 (21) 2167

関東fE気工事株式会社大阪支社支社長

大阪市東区今橋l の10(朝日生命ピル内) 電話 (203) 0321代

自宅 ・西 宮 市 天 道 町 1 86 の l 電話西宮 (67) 5518

3 1  



謹 賀 新

貞 直 義力く

貞 永 建 築 士 事 務 所 所 長

虫 中 市 白 恩 来 1 の 4 1  包括強中 ( 52) 3172

自宅 ・川西市加茂字柏木谷5・1 電話池図 (5) 3ω 7  

清 水 和 禰

株 式 会 社 清 水 和 弥 設 計 事 務 所

大阪市北区神山町26( 富国信用ピ J レ) 電話(312) 7278・4616

自宅 ・鑑 中 市 桜 啄 来 週 5 の 8 包括 068 (52)  7056 

庄 野 勝

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 5 7 電話 (271) 4771

自宅 ・大阪市住吉区帝塚山西5の18 包括 (671) 50a

自 井 蔵徳

三建設備工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大阪市都島区都島本通り 6の14-2 包括 (922)  6  2  5  1  

自宅 ・宝塚市 川商字下の池北 13 電話宝塚0797( 86) 1437

白 石 登 喜 男

東 洋 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大阪市南区順慶町4の2( 三和ピル内〉 電話( 251) 2474

自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 墨 江 中 l の68 電話 (671) 3792

城 庸 平口

株式会社大阪城口研究所取締役社長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 電話 (371) 7151代

自宅 ・西 宮 市 相 生 町 97 - 2  電髭西宮 (33) 1013

須 賀 豊 治 郎

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区土佐堀通 1 の 14 包括 (441) 5  1  7  1  

32  

年 昭 和 4 2年 元 旦

菅里子 栄

株式会社大阪城口研究所常務取締役

大 阪 市 北 区 高 寝 町 1 叩謡 (371) 7151代

自宅 ・京都市左京区下鴨西総ノ木町50 電話(79)4728

戸旬

日 谷 郎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 60 包括 (441) 8231大代

隅 正 美田

第一工業株式会社大阪支庖 取締役支底長

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 包括 (364) 0 9  7  7  

銭 I司 之輝

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 過 3-2 電話( 531)6431代

田 美阪 朋

株式会社回阪建築設計事務所代表取締役

大阪市東区森ノ宮東之町545( 大阪紙器会館ピル)

話(941) 9648直

田 中 功

株 式 会 社 生 建 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 掴 2 - 8 2  包括 ( 443) 4921 

自宅 ・堺 市 大 災 野 149 ・3 7 電話(07237)5171

田 中 政

大島応用化学工業株式会社取締役社長

河 内 市 大 字 新 庄 114 電話(782)4171- 3 ・6734- 8

自宅 ・大阪市城東区野江東之町4の99 電話 (931) 3印6

(50音順)

田 淵 也誠

株式会社回淵建築設計事務所代表取締役

和 歌 山 市 下 町 1 9  包括和敏山 ( 22) 7547 • 

-ー‘ -

"" 1司
須 洪 一 郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

大阪市東淀 川区 加 島 町 3 57 電話 ( 302) 2  2  7  1  

自宅 ・西宮市甲子岡町 3番 8号 包括西宮 (41) 0494

• 
"" I司 橋 誠 義

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 設 備 部 長

大 阪 市 東 区 京 繍 3 の 75 電話 (941) 0861( 942) 2291

自宅 ・松原市高見の皇l の9- 20 電話河内松原 (8) 1020

-ー・-

"" 
I司 橋 慶 夫

株式会社大阪建築事務所取締役社長

大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 の 7 5 電話(441) 9351

自宅 ・大阪市東淀川区相川中通2の2-4 句話 (328) 0935

• 
財 文 夫田

自宅 ・芦 屋 市 業 平 町 2 0  包括芦屋 (2) 0072 

竹 中 錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 社 長

大 阪 市 東 区 本 町 4 ・27 包括 ( 252) 1201大代

• 

谷 尚 武口

株 式 会 社 大 林 組

常務取締役大林組万博本部長

大 阪 市 東 区 京 橋 3 の 7 5 母語 ( 941) 0  8  6  1  



謹新賀

地 頭 政 人

‘  

小俣シャ ッター工業株式会社大阪支出

取締役支庖長

大阪市北区若松 町30 電信 (3ω ) ω04 ・9016 ・4825

塚 本 猛 次

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 横 綱 2 - 3  8  

‘'  

• 
?亘 成 司11

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お 代 表 者

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 40 11111; (231)0141 ・7781

自宅 ・豊中市玉井町2-8・20 電信 (52)  6  4  3  5  

土 雄居

新 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区千代崎町2の24・2 電話 (541) 2570 ・8425

• 
東 畑 謙

株式会社東畑建築事務所代表取締役

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 電話 (202) 0  3  9  1  

自宅 ・神戸市東滋区住吉町純手下1680 電話神戸 ( 85) 5043

栂 春里子 正

栂 野 建 築 事 務 所 所 長

和 歌 山 市 五 番 了 4 m結和歌山 (22) 2826

• 

徳 力く 正

株式会社三座建築事務所代表取締役

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4の33 電話( 443)∞51代

東京事務所東京都中央区日本舗兜町2-38( 共同ピル〉

電話( 668) 3056代

自宅 ・芦 屋 市 三 条 町 5 3  電路芦屋(2) 4953

年
昭 和 4 2 年 元 旦

(50音順)

中 原 茂
栃 政木 昭

安 宅 エ ンヂ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社

取締役建築部長

大阪市東区今橋5の14(安宅ピル〉 包 括 (231) 8461代

中 村 金

株式会社矢橋大理石商応大阪営業所

取締役所長

大叡市東区高随縞2( 野村ピル5階) 電話( 231) 4257 ・4258

自宅 ・1古 屋 市 打 出 務 田 町 2 4 電話 ( 2 ) 7 9 8 3  

内 藤 真

中 村 金 三 商 庖 庖 主

京都市下京区 樋梅通烏丸西入北側

電話 (35) 1002 ・1184 ・8380

長 井 策 一 郎

株式会社竹内建築事務所代表取締役

大阪市浪速区元町 l の 742 包 括 (641) 5089 ・1156

内 資 忠

鹿島建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

大阪市東区瓦町5の71( 瓦町ピル〉 包 括( 202) 7461代 ・8166代

長 正 大

藤

株式会社内藤建築事務所代表取締役

京都市左京区間中大堰町189 電話075( 78) 6196- 7 ・2716

中
l

 

i

 

-
-

.
，
，
 

匠 尾

日本エレベータ工業株式会社代表取締役

大阪市大淀区天神橋筋6( 天六阪急ピル) 電話 ( 351)4927代

自宅 ・池 田 市 減 南 町 3 の 3 3 電話池田0727( 5) 5579

西 島

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区浪花町38( 新興ピル505号〉 電話 ( 371) 3651  

中 真 佐 吉
修

士

口l

 

i

 

--.
，， 

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 の23 電話 ( 942) 代2951- 4

中 誠 一 郎

協 同 金 属 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東成区大今里北之町4の127 電話( 971) 8731代

西 向車 徳 太 郎
;畢

中 津 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区富田町38( 新日清ピル) 電話 ( 363) 3881

自宅 ・守 口 市 滝 井 元 町 3 の 27 電話( 991) 1848

中 里子 順 次 郎

株式会社大阪建築事務所専務取締役

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 の 75 m話 (441) 9351  

自宅 ・箕 面 市 桜 ケ 丘 3 2 0 電話0727( 21) 2432

西 田 義 良B

株式会社中野建築事務所代表取締役所長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 の 3 9 電暦 (341) 3561  

自宅 ・盛 中 市 岡 町 南 7 の 10 電信豊中 ( 52) 4145

株 式 会 社 西 国 工 務 活 取 締 役 社 長

岸和田市加守町626のl 電話岸羽田貝思( 3) 2881代

3 3  



謹賀 新

日本建築協会和歌山支部

和 歌 山 市 ト 半 町 包 括 和 歌 山 ( 23) 2562

浜 幹 三 郎口

株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

大阪市天王寺区東高津町8の1 電話 (762) 0  2  5  1  

原

由

ロ

国
回

昭和アルミニウム株式会社取締役社長

堺 市 海 山 町 6 の 2 2  4  電話堺 (3) 1181大代

原 田 守

株式会社新日本技術 コンサルタント 支配人

大阪市南区長掴桶筋1(丸善石油ピル内〉電密(271 )1251代

自宅 ・吹田市古江台 l の 21-10 電話千奥局068(72) 7711

原
守蔵回

株式会社 原 因 商 庖 専 務 取 締 役

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 5 の 57 包括( 541) 6551- 7

自宅 ・大阪市西区西長掲南通3の8 電話 (538) 3735 

伴 秀 雄

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

久 良
士

ロ
田

株式会社東洋建築設計事務所代表取締役

天王寺区上本町6の3-26( 阿部ピ J レ) 電髭 ( 768) 2020 ・2029

自宅 ・八 尾 市 山 本 町 南 4 ・73 電話八尾 (2) 3  0  9 5  

34 

年
昭 和 4 2 年 元 旦 ( 50音11鼠〉

藤 邦国 日百平 作 太 郎

R I A 建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 事 務 所

大阪市北区大融寺町33( 大阪合同ピル506号) 電話 (312)9154

東京 (270) 5861 ・名古屋 (231) 5511 

• 

回

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 副 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 陵 中 通 l の5 包括 ( 532) 1234

自宅 ・京都市下京区絞小路大宮東 電話 (81) 1203  

平 山
吉

小平 藤 庄 之 助

平 山 工 業 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 の 2 電鑑 (441) 1994代

自宅 ・豊 中 市 上 野 2 の 107 電話盟中 (63) 1744 

福 好 雄

本

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 成 東 区 西 鳴 野 6の43 包括 (961) 4460(962) 1288

‘  
藤 本 久 次回

株 式 会 社 藤 本 経 取 締 役 社 長

大 阪 市 生 野 区 猪 飼 野 中 1 の 5 電話 (716)0607代

星 麗 文

ダイケンサッシ株式会社取締役社長

堺 市 松 屋 町 l の 6 電話堺 ( 38) 1141大代

自宅 ・大阪市住吉区帝忽山東3の37 包括 ( 671) 3 2 5 4  

福 定 三 郎

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市披東区関目町 l の40 包括(939) 代4741 - 5

自宅 ・門 真 市 減 塩 町 12-16 包括0720( 81) 0 6  6  7  

• 
本 庄 弘 樹

中

代 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7  

福 薫

株 式 会 社 晃 商 会

力く

株式会社福永建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 願 陵 町 通 4 の 6 1 電話 (251) 3  1  0  2  

自宅 ・大阪市南区頗鹿町通4の61 包括 (251) 5  1 8 9  

福 蔵

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電醤 (364) 7 0 3  1  

自宅 ・箕 面 市 i1i ケ丘 375 沼話箕面 (21) 2655 

本 史 郎頼 圭 田

本 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役社長

大 阪 市 北 区 芝 岡 町 6 5 電話(341) 0831- 6

自宅 ・京都市東山区山科御陵平林町2 電話075 (58)  2217  

• 

本

..o. 

寸コ

株式会社新興建材工業所代表取締役社長

大 阪 市 西 区 西 長 掘 南 通 1 の5 勉話 ( 541) 5757代

自宅 ・大阪市住吉区住吉町242の22 電話( 671) 1 7  0  5  

藤 木 正 田

千 代 悶 工 芸 株 式 会 社 代表取締役

大阪市浪述区恵美須町 3の14 電話 (631) 4416- 7

自宅 ・奈 良 市 百 楽 園 町 l 電話奈良 ( 45) 1971

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の13 電話 (942) 1461代



謹賀 新

馬 島 良日

.. 
円経ア J レミニウム工業株式会社 大阪営業所長

大阪市東区高麗橋5の1 包括(203) 6831代 ・7965代

自宅 ・lii 木市西駅南crIBJ 6の22

円Ij
i

 

l

 

---a' 

敬 蔵

株式会社東畑建築事務所取締役大阪事務所長

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 l日活 (202)0391

自宅 ・京都市下京区西木屋町総原上ル ?目指 (35) 2083 

• 

年
昭 和 4 2 年 元 旦 ( 50音/1頂)

室 山71< 松 谷

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区絹笠町50(堂ピル) 電話 (364) 2  0  3  1  

毛 手IJ 泰

村 雄

株式会社安井建築設計事務所東京事務所所長

東 京 邸 千 代 田 区 平 河町 1 の l 電話東京 (261)5101- 5

自宅 ・東京郎大国区北千束2の23-16 包 括東京 (729) 9234

目リ 里子 慶 太 郎 宅 康 介 フE

τ と

勇 太 郎にコ

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

八幡工コ ンスチ ーJ レ株式会社大阪支庖 株式会社 大 末 組 JH 務

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 の 11 電話 (344)8231代

大阪支庖長 OD O プレハブ株式会社 社 長

自宅 ・芦 屋 市 京 ケ 丘 町 166 む話 (2) 2 0 0 5  

大阪市東区平野町5の40(長谷川第11ピル〉 大 阪 市 南 区 大 和 町 l 百i 話 (211) 0 5 5 5  

m認 (203) 5 3 7  1代 自宅 ・大阪市旭区編寺町417 包括 ( 951) 87  1  6  

政 基 次岡

ｮｾ ヒリレダ ー ズ株式会社取締役会長

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 60 l日活 (211) 6  8  4  3  

• 
増 井 克敏

株 式 会 社 新 工 務 所 常 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 白 線 的 中 l の 43 電話 (341) 9  I  5  1  

松 井 彦手B

i耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 宮jj 塩町 80 句3;! i (361) 0178 ｦｾＨＳ ＴＱ Ｉ ＴＹＵ Ｗｦｾ＠

自宅 ・盤中市本町5の82 包括068(52)3951

• 

松 田
Eヨ

Eヨ 平

株式会社松田設計事務所代表取締役

福岡市綱場町2番l 号( 明治屋ピル) 包括 (28) 0982( 29) 2497

自宅 ・福 岡 市 今 泉 町 4 の 12 7 電話 (74)  2  4  9  7  

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 笠 心 町 l の70 包括 (352) 1  1  3  I  

松 本 平

森 忠

大

同島応用化工株式会 社 大 阪 営 業 所 所 長

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 74 氾話 (441) 5  9  5  1  

自宅 ・大阪市東淀川区下新庄町2公団住宅22-4

包括 (328) 0 0 2 9  

南

村 野， 森 建 築 事 務 所

森 川 喜 代 之 助

森 川 一 級 建 築 士 事 務 所

池 山 市 住 吉 l の 1 - 2 0  m:S0727 (6) 8  1  4  9  

盛 道 I佳

長

斎 久 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 m話(443) 5041 - 8

自宅 ・尼 崎 市 塚 1- 1 ｾｲ＠ 6 ・20 包括 (481) 5  1 3 6  

「‘ ・，

昌 飼 克

株 式 会 社 盛 工 務 応 代 表 取 締 役

大 阪 i I i 組 区 赤 川 町 2 の 5 6  0 包括 ( 921) 3  4  7  1  

自宅 ・宝塚市切畑字長尾山12番地の53 m話宝ほ( 86) 24.31

薮 本 +
方

日 本 建 築 協 会 兵庫支部長

自宅 ・明石市 人丸 町 亀ノ 水 沼話明石(911)2298

r:=・，

昌 後 健

和 歌 山 市 東 長 町 10 の 13 電話和歌山 ( 22) 9930

3 5  

株式会社刊後建築事務所代表取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 の 35 包括( 771) 0393

自宅 ・大阪市東住吉区山原町 l の5 包括(622) 5130

村 秀上

株 式 会 社 村 上 工 務 活 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 7 3 電話( 341) 8651 - 3

自宅 ・西 宮 市 仁 川 町 2 の 68 電話西宮 (51) 230 



謹賀 新

山 口
五

回 郎

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 の8 電話 ( 541) 5  5  3  4代

自宅 ・宝塚市切畑字長尾山2-788 電話池田0727( 5) 2018 

山 密下 男

合同特許建材工業株式会社代表取締役

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 の 5 4 包括 ( 702) 7814代

自宅 ・大阪市東住吉区田辺東/ 町3の193 包括( 621) 9086

山 義回
イ寸

株式会社竹中工務底取締役大阪本庖長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7 包括 (252) 1201大代

自宅 ・西宮市北昭和町13の5 電話西宮 (67) 3561  

山 本 潔

山 木 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区西淡路町3の176 電話 ( 322) 4851- 4

自宅 ・盤 中 市 東 盤 中 3 の209 沼話 ( 52) 4 3  8  7  

山本 良 勝

佐 藤 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 長

大 阪 市 東 区 北 浜 l の 2 5 電話 ( 203) 7 2  2  1  

山 義本 樹

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

- 目

I濁 来原

株 式 会 社 青 山 工 務 庖 代 表 取 締 役
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若 繁
士

ロ林

二葉屋装備工業株式会社取締役社長

大阪市大淀区本庄川崎町 2の6 m答 ( 371) 3321 - 3

自宅 ・京都市東山区清水2の232 包括 ( 56) 6  2 8 3  

鷲 尾 健

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 教 室

大 阪 市 都 島 区 東 野 図 9 丁 目
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日本建築協会常設委員会・本年の抱負. • 

事業委員会本年の抱負 職安員長 増 井 敏 克

全建築界にわたる非常に広い巾の多数会員を擁する日本建築協会にお

いて，会員直接のど活用を願う諸事業を行なっている事業委員会は ，本

年度もなお一回の有意義な企画を樹て ，多数のど要望に応えて会勢鉱張

の原動力と したいと思っております。

特』ζ 本年は本会創立50周年に当るので，3月30日当日の記念式典，表

彰式，祝賀会などのほか，4 月より 6 月にかけて慰主祭，展覧会，講演

会，特別見学会，運動会などの諸行事を前回45周年の節よりさらに盛大

に行なうべく着々企画を進めておりますが，ぜひとも全会員の力を併せ

た充実した記念事業を行なって，先輩諸氏のど苦労を偲ぶとともに，本会

の今後の一段の向上発展を期したい積りであります。ついては諸行事の

実施の世話をされる委員諸氏にはま ζ とにお手数でですが，何卒ご穏! 泌

を望むと同時に本会全会員の心からなると協力をお願いする次第ですラ

建材委員会の反省と抱負 強材委貝長 政岡 基次

終戦後乙の委員会は ，112材審査委員会と称し ，混乱した建材の中から

優良と認められる品を選んで証明を発行して，ユーザーの使に供し ，か

つまたメ ーカーへ向って良質建材の供給を促してきた。その後，諸般の

事情の安定に伴い ，その必要さも薄れて来たので，昭和38年からは建材

委員会と改め，問題の多い材料について，メーカーを交えて討論研究を

行ない，その成果を「建築と社会」へ発表して ，会員に対して正しい知

識を与えると共 1( ，メーカー側へは製品の改善などを要望してきた。

近年は ，コーキング材料 ・プラスチックを主とした床材 ・化学防水 ・

防露対策を採りあげ，コーキング材料は昭和40年11月号1( ，プラスチッ

クを主とした床材は41年 9 月号に発表，化学防水は本年早々に脱稿，防

露に関しては目下引続き検討中である。

今後進める課題としては ，燃焼による有毒ガスと煙，左官用のセメン

ト，人工骨材 ・砕石を予定している。多分乙れだけで，本年は終るであろ

うが，今後，適当な問題を取りあげてー屈の研鈴iを進める方針である。

今年の教育委員会の作業 教育委員長 岩下 久哉

昨年は ，神戸 ・洲本 ・姫路 ・些岡 ・名古屋 ・岐阜 ・金沢 ・秋田と大阪

で延1. 000名の受諮者で「左官工事講習会」を実施した。本年は ，i鉄骨

構造講習会Ji 建築技術者のための設備講習会Ji 設備技術者のための建築

の知識講習会Ji 建築基礎工法講習会」を，出版委員会の出版図書を教材

1(， ユニ ークな企画と内容で大阪を初め各支部を中心K 開催して，建築

技術者および設備技術者の技術向上に資していきたいと考えていいる。

建築現場での実務に結びついた ，初級 ・中堅 ・主任技術者を ，それぞ

れ対象にした講習会も ，企画と実施方法に独自性を盛り込んで，A主義あ

るもととしていくとともに，支部で‘の開催についても具体化を図る ζ と

にしたい。本年は ，講座のみに fl良らず，建築の実務教育についての研究

・調査にも委員会を中心に，新しい努力を尽し ，新しい企画提案を会員

各位からもお寄せいただき ，それらを基礎にして進めていく 。

出 版 委 員 会 出版蚤貝長 田 中 良太郎

計画にのった企画図書は ，その編集委員長を中心 IC ，出版工程が進め

られている。 i 鉄骨のデザイン( 実例と考え方) J  ( 委員長 ・鷲尾健三

氏) ， i 建築法礎工法と実例J ( 委員長 ・山肩邦男氏) ， i 建築技術者

のための給排水術生設備 J ( 委員長 ・田中良太郎) .  i 建築技術者のた

めの空気調和設i J ll iJ ( 委員長 ・前田敏男氏) . i設備技術者のための建

築の知識J ( 委員長 ・伊藤克三氏) ， i木造建築 ・シリ ーズ企画J (委

員長 ・長沢徹夫氏) . ￭ 建物および‘設ｾＱｉｩの保全 ＱＹ ＶＷ 年版 ｊ ( 委員長 ・榊

弘美氏) では . 執筆者 ・編集委員会の不断の努力が実り . 本年は会員の

手元にお届けできるととと思う。出版委員会では ，来年以降の出版図書

の企画に着手してー庖出版事業の拡大に若手していく乙とを望書いたい。

法規委員会今年の抱負 法規委員長 佐 野 正 一

昨年末近くになって建築士法改正の動きが急に活発になった。本協会

としては ，建築基準法改正と併せて一 日も早く根本的lζ 改正して新時代

の要請に応えるべきだとしているが，改正の細部については ，関係業界

の怠見がまとま らなくて乙乙 2 年来足踏み状態にある。年末からの動き

はその打開の一つのあらわれなので喜ばしい乙とではあるが，今年の改

正は結局極めて小範囲の修正にとどまる見込で，今後さらに根本的な改

正に向つての働きかけをつづけてゆきたい。もう 一方の基準法改正の方

は今年春に促進するための要望をだすつもりでいる 。一昨年改正要望を

建設省へ提出したが，その後の勤きを整理して第 2 回目の要望をするわ

けである。最近市街地の周辺部K ますます多い不法建築を阻止するため

に，なにか手をうちたいのだが，いろいろな事情がからんでいて誠にも

どかしい。基準法改正は解決のための方策のすべてではないが最も有力

な，そして最も先にやらなければな らぬ課題だと考えているのである。

住宅委員会の活動 住宅委貝長 岡 橋 作太郎

日本人の生活がかなり良くなってきているようであるが. 住宅を欧米

( イタリ ーを含む) と比べると格段の聞きがあるようである。「衣J i食J

はほとんど同等であるといえるのに「住」があまりに違いすぎる。とれ

は日本人全体が取組むに値する問題だ。少なくとも先づ，日本人全体の

生活に対する価値観の革命を必要とする 。 乙のｾ識革命は実は徐々に行

なわれ始めているようにも思える。

一方で商業主義が意外に大きな作用をなすきざしが見えてきたように

恩われる。給湯あるいは暖房が商業主義の攻撃目標になってきた乙とで

ある 。 ζ れはク ーラーなどよりも先きにとり上けられてしかるべきもの

であったのだが， i 家庭」の事情もあった乙とだ。

乙のような背景が与えられていると考えて住宅委員会はやってきた。

今年も同じ背長の前で一倍の努力をいたしたい。

編集委員会今年の抱負 編集蚤口長 長谷川哲之助

今年は日本建築協会の50周年と共に新年を迎える乙ととなり喜びにた

えません。

編集委員会としては ，かねてより乙のl待を機して「建築と社会」の大

型化を企画しておりました。幸lζ も皆様のどまま同を得て. 新年より大型

化実現の運びとなりました。50周年記念号も今年の 3 月号として発行さ

れますが，一段と立派になる ζ とと期待しております。

何事にも得失は付きもの，大型化 11: 伴い ，いろいろの面で問題はあり

ます。その点編集委員一同，心を引き締めて，皆様のご質問に応えるべ

く，一層の努力を誓 っております。またその内容についても ，皆織の声

l乙t &ずき ，内容の充実を心掛る所存であります。特に特集テ ー7 につい

ては . 50周年目よりの新たな出発にあたり ，協会の窓義を再確認し ，そ

れにふさわしいものにすべく努力いたしたいと念じております。

3 7  
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設計課題 : 博覧会場に建つゲ ート
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. 設計要件 ζ れは国際的な産業博覧会であり ，開催場

所，敷地を自由に想定し ，入場者整理のためのシステム ・

構造など任意に考えてよい。広く自由な発想を期待する。
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最優秀賞 東京工業高校 2 年 太 岐 口定男，先崎一郎，高橋一夫，館野幸男，西当 修作，概賢三

‘、

ヘ

>  ， 

'J

~

 

司'

審査経過

審査会は ，昭和41年 10月17

日午後 1 1侍 30分より 61時に

わたって開催された。出席者

は，西沢文隆委員長，伊丹孝 ，

上 l工l光雄，上田稔，角柿徹也 ，

平生舜ー ，前川道良11，茶袋公

明，山本純孝 ，吉田勇審査員

であった。審査は ，本会 4 階

集会室 1(. 応募作品 ( 19校 ・

106点) を掲示した会場で ，

書面投票による第 l 次審査か

ら進められた。第 2 次審査か

らは20点の作品により ，作品

批評とそれにもとずく ，flil 函

投票を 5 固にわたりおこない

入選作品を決定した。最優秀

作品も書面投票により最多得

票を得た作品 lζ 決まった
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入 選 早 稲田大学工業高校 4 年 市川博章，吉田新作，平沢和男
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総 評

まったく自由な条件のもとに ， 博覧会

場 の ゲ ー ト に 対 す る 若 々 し い 発 想 の 跳 躍

を 期 待 し た 。 太 岐 口 定 男 ほ か 5 名( 東京

工 高 ) と 市 川 博 章 ほ か 2 名( 早稲田大学

工 高 ) が そ の 期 待 lζ 応 え て く れ た だ け

で， ほ と ん ど が 常 識 的 な 解 答 に 過 ぎ な か

ったととはま乙とに残念である。発銀と

い う 程 の も の が な け れ ば， 博 覧会の ゲー

トを考える以上， 少 な く と も 入 場 者 を い

かにスム ーズ に 誘 導 す る か を 考 え て そ れ

に対する創怠工夫を考えるべきである。

発想も創意もなく ， いたずらに奇をてら

い， また図面効果にばかり力を集中する

ど と き は ま っ た く 邪 道 で あ る 。 い わ ゆ

る， 常識的に器用にまとめ上げたものが

多く ，10点 を 選 出 す る た め に は 相 当な苦

労と努ノJ をした。

選 に 入 れ た も の は 一 一 ① 発 想 の 確 か な

もの，②何か創りだしたいという熱意の

見えるもの ， @ 常識的ではあるが一応よ

くまとめているものーーのいずれかであ

る。同じ入選といっても同列に考えない

で欲しい。 10 点、満点で採点するとすれ

ば， 9 点のものから 2 - 3 点、のものまで

含 ま れ て い る の で あ る 。 自 ら 自 省 し 今 後

一層の精進を望む次第である 。

( 審査委只長 : 西沢文隆〉

• 

• 

個 別 評

最優秀作品 太岐口定男ほか 5 名 東京工高

発恕の確かさと度胸の良さを貿う。出札口や

改札口等はゆっくりと考えればよい。平らな台

地と林立する柱君平の構成は会場への序曲を奏で

ている。ディスカッションを街重ねた末広何も

なくなって仕上げられた作品と考える。

入選作品市川博章ほか 2名早稲田大学工高

出札口と改札口の関係、を其剣に考えたH佐ーの

案である。全体を一つの大空聞に混いつくした

いとい う; 怠図もはっきり出ている。ノてランスも

よく図面のまとめ方もなかなかうまい。構造的

には大分怪しいととろがあり ，発想、の確かさで

は最優秀作品 lζ 劣るが，普通なら一等というと

ころであろうか。

入 選 作 品 前 川 清

H  加藤友夫

H  北岡俊夫

名古屋市立工芸高

11 

大阪市立都島工高

司F

悪い芯味で常識的で素直にまとめ上げられ

た，いろゆる ，優等生の作品というと乙ろが一番

の欠点。入口はいずれも一般者用 ，関係者用と

分離しているが，出札口 ，改札口の関係、は工夫さ

れていない。動線が方向と直角に横 lζ 動いて混

雑する。工合の惑い市中のターミナルでも乙ん

なに工合の怒い処理はしていないはずである。

前川前の作品はせっかくのサスペッション構

造を発恕しながらかんじんのサポートになる犠

が六角筒の積重ねで力感がなく，しかもその六

角筒が完全にプランと何の関係もないあたり ，

発想の不確かさを示す。

加繰友犬の作品はなかなか，器用な製図であ

るが，乙のプランからエレヴェ ーション IC見る

スマー 卜さが出てきそうにない。ことに線がま

ったく異質であるのは如何。

その点，北岡俊夫の作品は何もないだけに一

番系j @: であるといえよう。せっかくの鉄骨屋根

を被麗してしまっては意味がない。
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という iitl %J : を採ったが，それにしては少々狭す

ぎ展望において余裕などなさ そう に忍われる。

田中国栄ほか 2 名のは，万博のメインゲート

と称するにはあまりにも小さすぎる。デザイン

過剰ではあるが，パースはなかなか うまい。

大崎正直ほか 2名の作品は ，ガラスで慨しい

空間を造ろうとした窓欲とパースの巧さを買っ

た。通路はいかにも狭い。

小西久雄の作品はあまりにも細々と入る入口

ではあるが，単なるゲートではなく何かの空間

を感じさせたいという熱怠を質う。

宮原徳文は形をシンプノレ! L . それでいて何と

かゲー トの観念からぬけ出したいという努力を

買 う。

高井実の作品は入口 で会場全体を見渡して観

客にど ζ へ行きたいか決めさせる手段にしよう

入選作品小西久雄 神奈川県立神奈川工高

H  宮原徳文 鹿児島県立鹿児島工高

H  高井 実 大 阪 市 立 都 島 工 高

H  田中国栄ほか 2名 新潟県立高田エ高

H  大崎正直ほか 2名 11 11 

何か空間を創り出したいという熱意を採っ

た。宮原徳文を除いて ，前記の前川清，加藤友

夫，北岡俊夫よりは少し考え られている 。
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り

と
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線

l

l

恥

|

|

F ‘  

1  

• 

vowel  and ∞nsonant .  No w si mpl e in fonn， I  .J・ー
original ly it was  v町 compl ex，t akl ngt hef orm Iー ー ー ー ー 一 . - ・・・- -

of  S. and a  f onn resemblIDg  si gma， :E. etc.  T he  

Ph咽 uci an f onn stood for Y. the Greek for i. 

• 
. 1  

• • • 

1_____ _j_ __ _  _1______l _ ____ _1 __ __ .1.. _____1 

， 

r  

， 

a  

ギリンア向型は 1 を1 [ . 味していた.

1.  1 はラテン訴から由米した L のである. ラテン諸ではこれを母音に b 子音に ι 用いていた。現在はこれは単純な! 1 2 であ

るが、むとむとは非常に俊雄で、 ｓ のｾをとり、シグマすなわち ｚ その他に似た型であったＮ 7 . L ニキア向型は y を; な味L . .

一一 1 1 -



r  

• 

J. at first a  ca血grapl uc vari ati on of  1. 

wl uch st∞d  bot h for the consonant  y  

担 d the vowel  i.  In 1630 J  had comeω 

be used onl y for 出巴∞nsonant sound.  

• • 

• 

i  • 

J .  J は初めは ! の花文' ドの一変形で、r - :rf y および母音 ，を表わしていた。 1630年にな って、 J が子音にの

み用いられるようにな った.

一- 1 2 -
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建

築

家

の

夢
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実

現

し

た

理

想

的

な

ア

ル

ミ

窓

/

A

マ

エ

ル

ミ

ン

窓

は

、

欧

米

名

問

で

、

す

で

に

多

く

の

建

物

に

採

用

さ

れ

、

そ

の

優

秀

性

が

実

証

さ

れ

て

い

ま

す

。

建

物

の

設

計

・

施

工

上

に

要

求

さ

れ

る

条

件

を

、

こ

と

ご

と

く

満

足

さ

せ

る

性

能

を

も

ち

、

建

築

家

や

需

要

家

の

ご

要

望

に

こ

た

え

た

理

想

的

な

ア

ル

ミ

窓

で

す

。

A

マ

エ

ル

ミ

ン

窓

が
、

世

界

各

国

で

使

用

さ

れ

好

評

を

博

し

て

い

る

の

は

、

優

秀

な

性

能

の

ほ

か

に

デ

ザ

イ

ン

が

す

ぐ

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

現

代

の

建

築

工

業

部

品

と

し

て

の

新

し

い

駒

感

覚

は

、

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

i

ル
、

胡

玉

川

パ

ネ

ル

ウ

オ

|

ル

、

君

、

単

窓

一
-
Z

即

プ

レ

キ

ャ

ス

ト

コ

ン

ク

リ

ー

ト

、

F

一

一

附

木

造

な

ど

、

ど

の

よ

う

な

形

式

の

削

建

築

に

も

調

和

し

ま

す

。

-

ェ

ル

ミ

ン

窓

は

、

わ

が

同

の

気

候

・

風

土

に

適

応

す

る

よ

う

に

設

計

・

製

作

し

て

あ

り

、

事

務

所

、

病

院

、

ホ

テ

ル

、

ア

パ

ー

ト

、

学

校

、

図

書

館

な

ど

の

挫

物

に

、

も

っ

と

も

適

し

て

い

ま

す

。

A

マ

エ

ル

ミ

ン

窓

に

は

8

つ

の

特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

な

い

②

遮

音

性

能

が

す

く

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

挿

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

横

軸

制

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

③

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ

ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

• 

製 造 ・ 販 売 ・ 施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東 京問中 央区日本惜江戸檎3ー 1( 第 2 三木ビル) 電 ( 212) 1841代表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 場 1 ー 1 2  5  ( 東洋ビル ) 11[ (441 ) 1919直通

。f主 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社

• 
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s  
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「

v  

内‘， 

が，京 ，大坂は

不明だとの乙と。

もし御地で詳し

いととが解れば

頁の者

ニヰ士

祝
-、

A、

と思って送りま
父

t  

"  

、、

- t '  

、¥一
留守居役，大坂蔵屋敷留守居役。大伯父

曽机父はす が，

一-

宇和島落の京都

3  

4  

投稿をおまちしております。掲歳の

分には粗品進呈いたし ます。

は維新直後の外国事務局助動等をつとめ

ており ，字和島藩大坂蔵屋数→外国事務

、/

v  局→大阪朝日本社と変遷していると思い
口 明治時代をしのぶ写真 口

直接ではありませんが間接
まし fこから ，

的には関西建築史のー傍資料になるはず

です。大坂蔵屋放の乙とは朝日の社史編

別便葉蓄にて明治建築土木史略年表関

悶

n

u

n

M

M「

新

)

は

司

副

川
略

的

傍

引

の

四

期

ω

初

。

治

た

明

'
し

古

品

古

品

い

り

て

送

つ

1

あ

の

が

そ

要

筒

、

必

西

輯室で出している著作物などにはかなり

詳しく出てロます。を東大の明治新聞雑誌文庫で、調べていま

写真 3 は明治16，17年の大伯父名儀のすので，その片手間 lζ 丁度よい機会なの

で ，かねてやってみたいと思っていた ，
社の当時印( スタンプ) が押してあります

第 二 十 九 国 立 銀 行 宇 和 島 支 庖 の 銀 行 通

唱医

が ，光線の加減か撮影してもらったらど

帳。活字は一字もなく ，全部墨書してあ
建 築，土木，交 通，都 市 計 画 ，環 境 衛 生

党の通り真白になってしまいました。

恐らく当時銀行利用者などはあまり
り，に関係のある記事を採集しているのです

: 写真 5 は明治16年 8 月19 日撮影の組父

大勢いなかったのでそれで足りたと思わ乙れはじっくり腰を据えてライフワが，

の写真で ，向って右が組父 ，左は不明で

れます。これも先の権威者に見せたと乙ー クの一つの積りでずっと修正増補して

当時関係していた開花新聞( 有喜
す が，

ろ，かなり珍らしいものだといっておりいきたいと思ってます。字数の関係で関

世 ，改進両新聞の後身) の幹部の 1 人 で

ました。西以外の記事も入れていく乙とがあるか

はないかと思われます。

写真 4 はm父 (須必南翠。作家 一編集註) の関もしれません。

し| 下年表は主として有喜世新聞の記事

係した 三 つの新聞の社名入り封筒です。

左端のイ f g世新聞のには明治11年 9 月 7

ついでに 写真五葉送ります。写真番号

また建築史的にも間接的
lζ 拠っており ，

1 と 2 は私の円 m父と大伯父で維新前後

な傍資料としての価値なら多少はあろう
また右端の白封

日の消印が僚しであり ，
の京都か大坂で写した写真です。乙ちら

(10月26 日。夜〉かと思われます。
刊の左 (1旬って右) 隅下に ，大阪市北区江戸と長崎のー権威者! L IlfJ いたと乙ろ ，• 

5  

欣藤5頁
(lI ! riI 郡北区 神谷2- 22- 13rll 之島 3 了目 ，村山合名大阪朝日新聞合

の写真屋はかなり古い所まで解っている

;，里
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の製品には・・・

員二一ヒミ ｊｾｪ
. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入

平 頭 角 型 ギ ボ シ 丁 番

寸 法 (")1m)

会 愉

日乎 名

1正 rl l  

A  B  

89' %. ( 3) 1 )  89 89 

102' %. (  4  )  102 102 

127' %. (  5  )  127 127 

- ド ア ー の 開 閉 時 に 音 を 立 て な い 。

・ 長 期 の 使 用 に も 摩 耗 す る 事 が な い 0

・注 油 の 必 要 が な い 。

・ 混 度 の急 激 な 変 化 に も 耐 え ら れ る 0

・衝 撃 に も 強 い

・完 全 防 錆 の ボ ン デ ラ イ ズ ; 焼付 塗 装 で あ る 。

ち外
プ

f耳巾寸x  
中反 y  らW A 鋼

厚 ク f韮 ュ/ GI NG  M 

J レ . 1  

C  D  E  F  G  

J I S  

G3 3 07 

2. 5 12. 3 4. 5  1. 6  29 S PH- 1  

2. 8  13. 0 4. 5 1. 6  32 S P H- l  

3. 2 14 . 7 5. 0 1. 6  39 S P H- l  

十 字 穴付 木 捻 子 J I S . B1112 

H .  1  本 数 太 サ 長 サ

10X  6  6  4. 5  25 

10.  5X 6. 2  8  4. 8 25 

12 X 6. 7  10 5. 1  32 

- 錐 でガ ダ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

木ネジの革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・ 全ネ ジ 式 で す か ら 密 着 が 良 〈 振 動 の た め に

f友 け て く る よ う な こ と は な い 。

・釘 状 の 音11分 で 木部 へ 安 定 し た 依 合 が出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 回定 出 来 る 。

・ 表 面硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少 な く反 復 作用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー トミ の ヒ ン ジの 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N  R - 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1 )  1こは:

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

ジス＿と ｊｾｅｗι シ究ター・米国 ｆｈａ 規格品
- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 1レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 j No. 5 5 - R

・ シ ャ ッ タ ー120・ 迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錯 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス γ キ リ と し た デ ザ イ ン中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 悶 の 吹 込 む 心 グ リ ル

配 が な い 。 N o. 5 5 - G

・ ソフ トシ ー ト に で 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タつきがなく、 完 全密 着 取 付 け 施

工 が出 来 る 。

.，) 1 5 規格表示許可工場 日本住宅公団指定メーカー

伺E砂
承 1陶 工 業 株 式 会 社
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取 付 部 分 切込 み 寸 法 "X. (吋 )

縦 | 償

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

260 ( 10つ

310 ( 12つ

360 ( 14 " )  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 " X. ( 吋 )

縦 | 償

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

260 ( 10つ

310 ( 12つ

360 ( 14")  

表 面 復 寸 法 ("X.)

綴 | 繍

195 1  295 

195 

195  

345  

395 

表 面 板 寸 法 ("X. )

縦 | 検

195  

195  

195 

295 

345 

395 

頭 鉄 筋 住 宅 の 台部 屋 の換 気 、 冷 暖房 設 問 の 通 風 口 に は 思 想 的 ♀

l吸入 、 排気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ ッ トし て 使 用 くだ さい 。

.  本 … … 社 一 一大湖 阪 … 市

工 1場 畢 大 阪 府 4他 宜 悶 市 布 市 町 5 0  T E L 牧 岡 (ωB引lけ) 5  5  6  6  

東 京 宮東旺京 都 中 央区 B 本橋本箇町T刊4一4 T E L 東 京 (何663羽) 6  7  4  8  

営 禦F所月 ( ワラウンピ Jルレ向)

司色

ヨ島、

• 

可'
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、. . .  

建 築 と 社 会

- コ.
ス

-・・・圃
-・・・圃・

ユ s ース原稿をお送りください。

. エア・ドームお目見え

大阪市福島区の野田プー J レセ ンタ ーが，冬場

のプーノレをスケー トリ ンクに乙ろもがえするに

あたって ， i エア ・ドーム」を採用した。乙の

「エア ・ドーム 」は倉敷レイ ヨンが東京のテン

トメーカーと共同で開発したもので，使った ビ

ニロ ンの布地は Ｘ 千 ｭ Ｒ ， 約 Ｖ ト ン ， 製作ｾ Ｇｬ は

2，反氾万円。スケ ートリ ングの犬きさは約3，α)()

m
2

，横88m，縦50m。ドームの高さは 7 階建の

ピルなみの約22m。設計倉敷レイヨン営絡部

施工 : KK大林組。

乙のエア ・ドームは， ドー ム内郎 lζ 送風機で

空気を送り込み ，外部より 1 ミリノミ ーノレ程度気

圧を高め るととによ り， 1.刷版形態を保たせるも

のでちょうどタマ ゴを半分に割った指 円形にな

っている。約 11時間でふくらませる ζ とができ

て，建設簡単で移動 も自由にできるほか 7 年間

ぐらいもっという 。また25m- 30mの強風にも

耐える乙 とができる という 。 価格も 3，3 m
2

当

り，2万- 3 万でできる由。

路とも iili 絡する。またビノレの両側には ，1II 13m く選んで使用しなければならない。その上，床

4 車線の車道と 6 mの歩道をつけ ，乙の下には 仕上材料としての性能を発揮させるには材料

地下鉄 4 号線を走らせる計画である。総工費430 性に合致した合理

億 円( うち84億円は阪神高速道路公団が負担) 。 的な施工法と 一体

. 工高生デザインコンクール表彰式

「博覧会場に建つゲー トJ という テーマで募

集した第12回工高生デザインコンク ールの入選

者の表彰式が，去る 11月12日( 土) 午後 111与よ

り近倣建築会館で行なわれた。

東京，新i(j ，鹿児島からはるばる参列した入選

者も含めて ，ｦｊ�沢文隆審査委員長の審査総書ｾ ，

「ーの会」より清水和弥氏のあいさつおよび教育

委員会副委員長Ｈ辛木貞夫氏Ｉより賞状とＺｮＺ ＩｾＱＡ

( ニケの像) 授与があった。表彩式後，懇親会

に移ったが，そのあと ，大阪ガスヒソレ( 僧築)

大阪化学繊維会館を見学したっ

. 西日本初 ? の30階建計画へ

となる必要がある

い 維 持 管 理 の 方

法も ，その材料に

合致したものでな

ければならない。

本主Fは，以上の

ような必味から ，

プラスチック系床

材の正しい使い方

・選び方，工法についてまとまった解説をして

いる。内容は ，新 らしい) ; ¥( ，JAミと立地 ，J;j ミと気

候，床と下地の乾燥床，床と色彩，床と建物の

構造， 1末材と使用場所 ，学校 ・病院診療所 ・事

務所 ・住宅アパー卜百貨応ー 等の床 ，j;¥ミタイ

ノレの材質，床貼の工法犯号と{ 上級J下細 ，床材の

施工，プラスチック床タイノレ，接..{f 如lの諸項目

lζ 分かれている 。

出版 ・) 1] 品応m化工KK ( 大阪市阿1:><，京IIIT抑 1- 74

屯441-5951) 0  :j'j; '望者には実'1'l ( 送料共300円)

で頒布している。

- 大 林 組 の 万国博会場

特設館モデル案

万同1寺会場1(. 大林幸11が数極の特設飴政J思をつ

くり ，デザイン競争lζ 名乗りした内

1  円筒形特設館一直従42mのアノレミかプラス

チックの円筒型の絡い ｪｬ ，ｾをつくり ， 天 ＩＱ ・を透明

神戸市と神戸i ui T会議所では ，神戸の象徴に な二重の ナイロ ンシー トでおおい，そのなかに

なる神戸商工貿劫センタービノレ ( 似称) の .1l'lihjを 圧さく匂気を入れて髭肢とする つ内向S(ζI ，，'J心円

もっている勺神戸港のIJl'j 地 l∞ 年 を 芯念して ((.沿 っていlる移動山市を& け ，li Q体はすわった

42年 5 月 lζ 着工，万博のIJf4催される 45年度まで ままで館内の全j反小をみる乙とができるべ 悠築

に完成させるもので，乙れができる と，州日本 IfLI 硝は 1. 5∞ m

2
。

-

・・圃圃・・・・・圃阻
t ..:; 造組品己て3拘，司明 初の Ｓ Ｐ 階建 ， 高さ ｬ ∞ ｭ の担ｾ ＺＺ￮ ｬ ｩＢｩ ピ ｊ レの山現と 2， スペース ・フレーム J型特設命日無数の鋼符

v  

なり ，早くも話題を呼んでいる。 を組み介わせて I i 大な六角形の椛造物Jをつく

り ， その ｦ ｬ ＨＮ 天Ｉ ｦＺを つりさげ ， 全体を外 ｾｉ ｉｊ の Ｖ

. 船場地区建設着工か ・E あかり ミ作家合同展 本の文住でささえる 。| 札 制m

2
。

3  三角形の集合体特設館ーアノレミ板のさまさ

大阪の市街地を東西にぶちぬく都rli 計聞道路 現代インテリアの構成斐ぷとして ， あかり まな大きさの正三角形挫築を組み代わせたも

= 築港 ・深江総の下 lζ つくられるピノレと道路の ( 照明器具) のデザインが，大きなポイント κ の。同2，7∞m2
。

建設工事が，乙の 2 月から万国博の45年完成を なるが，そのミあかりミのデザインを追求した 4  ショックベトン材特設館 P S コンクリ 一

目標にはじめられる。 展示会がある。その第 1回のミあかりミ展は多 卜を振動させて つくった新しいコンクリ ート

設計では ，有名な井池( どぶし、け) 問屋街を 田美波の作品が展示されたが，今回その第 2 回 板( ショックベトン ) を屋根lζ 使い ，乙れを 問

中心とした都心郎の延長 930mに巾 42mの高架 として ，作風の異なる 17人の作家( 植木未魚、子 じコンクリ ー トの 「字型支柱でささえるつ同

を走らせ ，乙の下 1(， ピノレをつくって ，会社や間 ほか) の合同展として ，去る 11月25日から 12月 2，ぬOm2

0

(写m

屋をここへ収容する というもの。

ビノレは ，地上 2 階建 2 棟，間 3 階建 1椋，同

4 階建 7 糠の計10棟で，地下はいずれも 2 階。

総面積は延 16万 6 千m
2
。地上の 1 ，2 階と地

下 は主1(. 繊維卸，小売，飲食サー ビス業の庖舗

と駐車場 ， 3 ， 4 階は事務所。中央の 4 棟K 荷

11 日まで ，京都G L インテリア相談室( 祇図石

段下) で聞かれた。

・ 「プラスチック

床タイル貼工事」発刊

最近，建築工事のなかでの内装工事で，プラス

さばき場をつくる。 チック床タイノレが使用される度合が多くなって

ヒソレの屋上には，両側K 築港・深江線( 無料 ・ きたが，それだけにコンクリー卜床か木造床か

各三車線) を走らせ，中央部の六車線は有料の阪 の床の種類，階段か厨房床か一般床かの使用郎

神高速道路とし ，市内を南北に走る阪神高速道 所，その他，交通量などによって ，適性材料をよ
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー 卜

言 ＢＢｉｾ レ ＱＱＱ ＧＱｾ

軽

断

量 (比重 0.5 コンクリー卜Mの重量 )

熱 ( コンクリー卜の 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポ レック スは工場、住宅から超高層ピ、/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

48 

東洋工業株式会社宇品工場

設計 白土建築設計事務所

施工 清水建設株式会社

株式会社竹中工務庖

使 用 場 所 屋 根，全面使用

唾至亘ｾ

:5-ポレ11/ ' 7ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16( 森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 E 京 町 堀 通 | ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581) 代 表 7 4  2  1  

司島

‘ ， 

• 

可'



e. 工 期

口写真と 概要を どしどしお送りください。

凡例: a 田所在地 b. 建築面積 c 延面積 d. 構造規伎

..... 

阪 神 競 馬 場 ス タ ン ド 叩改築)

設計 松田，平図，板本股計事務所

施工: 安 藤 建 段 K K 大 阪 支 底

a  兵 庫 県 宝 塚 市 鹿 盗 字 堂 前10

b.  5. 448. 78111' 

c. 13. 例 4.76111'

d. RC. B1. 3F，一部屋線のみ鉄骨造

e  昭和41年 5 月 ~ 昭和41年 11月

192. 県 立 体 育 館

設計 : K K 内 藤 建 築 事 務 所

施工 : K K 奥 村 組

a. 奈 良 県 栂 原 市 畝 傍 町 川 端

b  本 館 3.341. 762111' 

c .  本 館 5. 286.342111'

d.  RC. 昆岐鉄骨及び鋼管構造

e  昭和40年 10月 ~ 昭和41年 8 月

特 徴 外 装 ・静石煙込 P. C プロッ

ク鎧貼及び校倉式を形どった P. C

プロック貼観覧席・P. C.プロ ック敷

良

;zs; 

7Iミ191. 
イヨテツスポーツセンター

屋内 スケー卜プール

投計 ・監理 K K  三座建築事務所

施工 鹿 島 建 段 K K

a 絵 山 市 観 音 寺 2 3 0  

b.  3. 918. 37111' 

c.  4. 841. 54111' 

d. パラレルワイヤーによる特殊吊

昆綴方式鋼管締造，一部 R C造

e . 昭和41年 6 月 ~ 昭和41年 11月

190 .  

• 

生 命 静 岡 ビ ル

役計 K K 東 畑 建 築 事 務 所

施工 清 水 建 股 K K

a 静 岡 市 御 幸 町 2

b. 1. 241111' 

c .  10. 180111' 

d.  S R C .  B 1. 7F.  P3  

e. 昭和40年 5 月 ~ 昭和41年 10月

特徴 タワーパーキングを周蔵

( 28台〉

本日195. 
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徴
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7
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施

a
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e
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e
特
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「

、ン松浜194. 
教 天 王 寺 教 会

食計 : K K 松村組大阪本底段計部

施工 : K K 松 村 組 大 阪 本 底

a  大阪市天王寺区茶向山38番地

b.  650.880111' 

c .  1. 74.3. 547111' 

d.  R C.3F.  P 1. 納骨堂 RC. 2F

e  昭和41年 3 月 ~ 昭和41年 10月

特徴・曲面と直線の権威

光金193. 

司.

ｾ＠

寺 会 館

設計 : R I A 建 築 綜 合 研 究 所

施工 K K 近 畿 建 設

a. 大 阪 市 南 区 谷 町 8 の 7

b. 328. 30111' 

c.  1. 374. 60111' 

d.  R C. 5F  

e . 昭和41年 3 月 ~ 昭和41年 11月

特 徴 仏 教 会 館，年院Jl l 恒，ア パ ート

4 9  

D  S 邸

役割 : 回 避 股 計 工 務 K K

施工: 野 村 建 段 工 業 K K

a . 西宮市

b.  336. 150111' 

c. 411. 860 " ，'  

d .  R C. 2F  

e. 昭和40年 3 月 ~ 昭和41年 2 月

由
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2 $，生手責

3 段 積 可 能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に…

ｈ ョ ｲＣｉ ｉ，ｉＭ］ＮＮＮＮ，ｾ ぐ ｂ ヨｅ 菅対 ｆｊＩ

・お閉会せはー・ … 一

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案・意匠 - 商標) 申請中

. 400V級 配 電 の 変 圧 器 で す 。

く ブランチャ > は、 4 0 0 V級 配 電 を 100V級 200V級 に 円 滑 に

降圧 。三相 200V級 と 単 相 100. 115V の 同 時 使 用 がで きますので

ピル・ 工場 ・学 校 ・病 院 な ど の 40 0 V級 配 電 方 式 の 合 理 化 に

大きく 貢 献 し ま す 。

・ 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐 室 を 有効 に 使 用 す る た め 、 難 し い 条 件 の 積重 ね 式 と 結 線

方 式 の 技 術 を 解 決 、イ ンピー ダ ンス 電 圧 と位 相 角 を合 せて、

異種 容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 がで きます 。

・ 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。配電方式の合理化に

より材料費・ 工事費が減少。また、小形で取扱いが

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です。

三樹・乾式 ( H種絶縁) ・ニ港線変圧器容量 5 ・10 ・20 ・30 ・50K V  A  

一次電圧 440V (60Cfs)  4 1 5 V  (509'5) 二 次電 圧 210V - 105V 

結線方式ムー Y ノーヒューズプレーカ、防護ゴム取付可能

ｾ ｌ 帆 Ｈ 24 )  9271 東 京 (453) 3111 富 山 (21 )  8561 名古屋( 知 ) 6211 広 島 (41 )  5111 小 倉 ( 日 ) 5221 ｾｩ 、，ア日百 ｅ 望書
Illi 台 ( お ) 8111 綴 浜 ( 68 ) 0743 金 沢 ( 61 )  21お 大 阪 (抑 ) 5151 高 松 ( 2  )  11倒 鹿 児 島 ( 3  ) 飴71 市 ｾｲｅ 阜昌ヨ
宇部宮 ( 3  )  3235 静 岡 ( 54 ) 1241 新 潟 ( 45 ) 6386 神 戸 ( 39 )  8011 福 岡 ( 28 )  3331 
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クラスメート

20 (大阪市立都島工業学校建築科昭和 13年卒〕

fydzi 

( 敏称略)

"  

①上 平 宗 夫

( 尼崎市役所建設局述築部 建築指導駅長〕

②石 橋 久 雄 ( 千代田建設K K 専務取締役〕

③岡 本 豊

( K K京都新聞社施設部 施設部長兼管財課長)

④乾 亮 三

( 大阪府立今宮工業高等学校 正II 築科長)

⑤奥 山 清治郎

( 大阪市立都島工業高等学校 教諭)

⑤三 坂 実
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長

部

て

締

活

築

K

取

文

雄

)

表

届

庖

庖

代

古

支

理

名

阪

料

社

大

準

雄

K

E

中

創

K

U

(

設

日

日

闘

所

巡

回

随

務

勤

時

帥

・

事

不

民

阪

士

(

α

大

問

資

雄

級

↑

鴻

秀

原

川

平

安

⑦

@

 

大阪市立都島工業学校建築科昭和13年卒は ，幸か不幸か，在学中は同校の黄金時代でしごか

れ，卒業すれば戦争たけなわで苦労の連続。今なお苦労が続き，自営組は小企業のつらさを

か乙ち ，勤務組は「長J の字のつくパッキング役。師走ともなればその苦労は更に多く ，岩

崎忠雄( 兵庫県自治研修所次長) ，鹿山富士夫( 大成建設本社設計課長) ，梶正治( 浅沼組

資材課長) ，山本博( 銭高組福岡支庖長〉などは欠席し ，出席者 8 名とはいささか淋しい。

石橋は地味だが機を見るに敏，建設会社を経営するかたわら，セントラノレガラスの荷造屋

をしている。

乾は頭が切れ，研究心で筋を通す男。国鉄職員から戦後工高教師となり ，今や工高におけ

る建築教育界のホープ。大阪工大短期大学の講師も勤める。

上平は伊丹，神戸の職業訓練所を経て尼崎市の建築主事K 迎えられ，人の好い真面白な本

領を発揮している。

岡本 は小柄で、豪傑 型，新聞社の営繕屋としてもそつなく ，京都府建築士会理事として活躍

する。

奥山 は卒業後も母校 lζ 残って教鞭をとり ， 浪速工業会( 都工卒全体の同窓会〉や育32会

( 建築科卒全体の同窓会) の総務役など，高等小使 lζ 終始する ζ と35年。

平原 は不動建設が滝田建設時代からの子飼の苦労人。在学中から右 lと出ずる者もなかった

アホな話に最近とみに磨きがかかってきたのは支庖長の貫録か。

三坂 は紳士の旗頭だが，仕事連悪く ，i椅洲高岡組， 日建設計工務などを経て今は設計事務

所長におさまる。

安川 は良妻賢母型の真面白一方。卒業後鹿島建設一本で精進をしている。 ( 奥山記〉
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浦 辺 鎮 太 郎

nli 辺 l J l 築 事 務 所 長

金 多 潔

京 船 大 学 教 授 ・工 博

矢 野 豊 作

郎 藤 木 工 務 庖 常 務 取 締 役

桜 川 貞 雄

東 洋 陶 器 KK 顧 問

1 月号より 6 月号まで上

記の四人の執筆者で担当

してもらいます。

- 三 笑 主 義

建築の三役( 発注者と設計者と施工者〉が ，起工式や竣工式のと・きばかりでなくて ，末永く

笑顔で友好関係を保っていくというのが三笑主義。その反対は申すまでもなく三泣主義( ? )。

さて今日の建設界ではいずれが多いか，またいずれが社会から要求されているかと問えば答は

決っているはずである。いくら変骨やパカでも三役である限り ，仕事をして泣きが入るのを熔

ζ ぶ人聞はおらない。事の起りから見れば，みんな三笑 lζ 始まっている。それが，いつしか一

人が泣き出す ，他の一人も買い泣き。最後は三人が泣き合いとなってしまう。一一乙れではい

かんと覚ると乙ろがあって ，不敏不才ながらも ，わが身のため建設界のために三笑主義を旗印

にかかげる乙ととなった。施工業界の方 lζ 聞けば，三笑主義は昔からあったとの乙と。以後回

を追って筆者の眼がおよぶ範囲は ζ の三笑主義に限る乙とといたしたい。 ( U )

- 建 築 と 精 度

一般に日本の建築の施工精度は cm のオー ダーであった。 もっとも ，昔は何分何厘という言

葉もあって ， たとえば木造建築ではその精度で切り備えられた たるきが軒先を美しく飾っ

たものであ石。最近では建築のモジュ ーノレ化の効果も現われて ，新しい建材の寸4 法がm m単位

で正般に造られ，表示されているのは快い乙とである。

最近 ，公用で トルコ国へ出張し ，中近東諸国の建築現場を見る機会を得たが，地辺国であり

ながら地良荷重を考慮していない設計もさる乙とながら ，その施工精度たるや日本人の常識や

感覚をはるかに下廻った ，実にひどいものであった。とくにトルコの寒村では ，彼等は家を建

てるのに物差しも使わなければ ，下げ振りも用いない。器出しをするでもなく ，ただ彼等の慣

習に従がってコンクリ ー 卜ブロックや石や日乾し煉瓦を目測で積み上げていくだけである。古

代ぺ J レシャ建築が不3整形な建築平面をもつものが多かった理由も ， 乙の辺にあるのではないだ

ろうか。 ( K )  

国 博 覧 会 建 築 の イ メ ー ジ

われわれの若い乙ろ ，味も索っ気もない ，できるだけゼニをかけないようにした建物を評す

るとき1 ( . ， 、工場みたいグといわれたものである。それと同じような意味で， 、博覧会建築グ

といえば，チヨッ ト見は派手だがノ、リボテのお粗末な建物の代名詞となっていた。

と乙ろが，工場建築は最近はなかなかイカスものが多く ，むかしの工場建築のイメ ージを脱

している。と乙ろで，博覧会建築はどうであろうか。近く関かれる万国博がそれに答えてくれ

るはずだ‘ が，先日も ，安っぽいハッタリ建築を建てて天下に醜をさらすくらいなら止めたほう

がいいと無駄口をたたいたら ， I お前の博覧会建築のイメ ージは，地方自治体や電鉄の、大博

覧会 H からきている。いやしくも国家的事業だ。予算も時間もチャンとかけて立派なものが造

られる」と一笑 lζ 附され，大いに恥をかいたが，大いに安心もした。 ( y )

ーなぜ思い切って洋風にしないのか

便器 lζ は洋風の腰掛式と和風のしゃがみ式とがある。私共の会社の納入個数から見ると ，多

少洋風増加の傾向にはあるが ， 和風 ＸＰ ｾ ぢ ， 洋風 ＲＰ ＹＶ と断然和風が多い。洋風は和風 ｬζ 比べて ，

建築上からも ，保健上からも ，維持管理の面からも断然すぐれているのに ，どうして乙んな数

字がでるのだろう。その理由はいろいろあるかも知れないが，便所なんかどうでもよいという

惰性が大きいのではなかろうか。公共住宅部品審議会 ( K J ) では原則として洋風を採用し ，

最近の公共アパート はほとんど洋風であり ， しかも非常に喜ばれている。家庭では洋風で ，オ

フィスでは和風じゃ ，能率も上るまい。私共の会社は従業員が 7，500 人もいるが，全部洋風で

あり ，何の文句もないど乙ろか ，大変 ，特に女子従業員には ，喜ばれている乙とを付加えてお

乙う。 ( S )  
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26.3χ 

玄関広間等

3" 8.3%  

楽 屋 苓

25. 6% 

大ホーノレ面積割合

牢 席

13.4%  

玄関広間等

39.3 % 

楽 屋 等

39.3  :yo 

小ホーノレ面積割合

国 立 劇 場 の 基 本 設 計 に つ い て

( 株) 竹中工勝庖 設計郎長 岩
本 博 イ寸

同 設計郎 花
房 文 一 郎

国立劇場は ，わが国の伝統芸能の公闘をはじめとし ， 芸能伝不在; の養成 ， 芸能 l ζl 却す

る調査研究 ， 記録の作成資料の保存展示等 ， 芸能 l ζ|到するあらゆる施設を備えている。

配 置 計 画

数地は皇居ーをめぐる桜凹掴 lζ 面し ， 景観にめぐまれた三宅坂の旧ノ f レスハイツ跡で 3

万4000nf とjよい 面積であるが， 実際 lCは地下 {ζ 2 本の，: :: ) 速道路が， 南北，JR西 lζ 通り ，

北側 lζ は高速道路の換気絡が建っている。

ｾ物は一つのブロックにまとめ ， 高速道路を外して ， すなわち前面道路より 50m程後

退して敷地のほぼまんなかに置き ， 松の木立を配した前庭と後庭をつくって ， 三方をめl

で囲み ， お泌端の比; i j ' j ない景観 lζ 展開させる乙とにより ， 現代のあわただしい世の rl 'に

あって ，古典芸能を観目するみ1m気をかもしだすための j誌をつくろうと芯図した。 200台

の駐車場は北側の甥の外に配置して ， 大道只ｾ［の倣山入およびサ ー ビスの進入口は ， 西

側特別区道から地下道によるので ， 乙の広 ｩｾ 売を邪魔する ζ とはない。Ｈしかし乙れはそ

の後いろいろの条件でそうはいかず，以も作られなかった。)

平 面 計 画

まず所要新室の面積から l スパンを 7. 7mのグリット lζ 決め ， 東側 lζ 公開施設を ，西

側 lζ 資料，調査 ，養成を含めた管理施設を光l定を快んで・+f 機的につなぎ ，全体を約 100m

問方の方形の 1 ブロックにまとめた。

ｗｾｬｬｪ の公 ｲＩｬ ，ｪ 施設は大小のホ ー ルを併列させ ， その rml 乙共通の管理部門を設け ，大小ホ

ールから最も近い 2 階 lζ 共通の食堂 ，I喫茶がある。

西側の管児施設は ， 1 階に大小ホ ーJ レの楽屋を配 ;i !iし ， しかも床山 ， 次ｾ ， 小道ｾ ，

浴室，理髪室， 楽屋の食堂まで同じ階にあり ，床下 IIJ もjムく ， 舞台面と同一レベルで出

泌者の便利なように巧ー服した。 2 階 lζ は管理， 養成関係を lt L く乙とにより ，管理部I"J は

他の部門とそれぞれliX: も述絡しやすい rlJ 胞に位 l注することにな った。 3 1棒lζ は資料，調

査関係をまとめて[ 泣いた。

すなわち各々の施設が， もっとも連絡がよいように rLIJ じ隣において処理できるように

配位した。地階には ， 機械室および奈落と大道具製作| 対係を設けであるので，大小ホー

ル舞台とのr l ¥絡は良好である。諸材料は西側特別区辺から地下をもぐって搬入される

が， 乙の地下道は fJX地地盤面と特別区道の I:':j 低差を利)I'J して設けられているので ，楽に

搬山入ができる。

なお ， 乙の劇 j謁は終:J市部分 lζ 比して ， 舞台 ，楽).:i， Jぶ間45が広くとってあるのが特徴

である。( 区| 参照〉

断 面 計 画

平面の配置で， 内部空間の大きいもの ， 同種郊のもの天よ ｉＺｾ 与の同じものと高さ関 係の

4・

• 

• 

• 



.. 

4・

• 

調整を整理して ， 構造を簡明にした。劇場のポイントとなる観客席の床勾配は大ホ ーノレ

の場合 1 階では視差 3 cmとして舞台面をにらみ ， 2 ， 3  I和市は ，花道のスッポンの位

置を焦点として段床の勾配を決めた。小ホー J レの床勾配も視2 t 3 cmで舞台面を焦点とし

てある。

大小ホ ーノレとも伝統芸能のための劇場であるから ， その目的 lζ 合せて断面形も邦楽演

奏または台詞が明瞭に問えるように ， 残響時間を一般劇場より短い 1 秒前後を目標に 音

響計画をして ，空間 を決めた。

また舞台の葡萄棚までの高さも ， 大小ホ ーJ レ共プロセニアムの高さの 3 倍と非常に余

裕のある高さをとってある。

総じて ，動線関係は ， 垂直関係の行動を少くし ， 水平関係の行動を主として配置計画

をしたので，断面関係の処理は簡単である。

デ ザ イ ン

伝統芸能を保存仮興するために公開を行なう劇場であるから ， 伝統的な日本のかたち

と，底 lζ 流れる国民感情の階、j 明直11主な表現を根木として ， 現代的視野 lζ 立ってデザイン

しfこ。

すなわち外観においては ， 正倉院を想わせる壁面処理であるが， 人工軽量骨材を使っ

たプレキャス トコンクリ ー 卜で校合式を表現し ， 古建築の ![lF哀を想起する極型をもった

j氏と小壁， 柱もすべて同一仕上材料で中純にして密度の高い重厚な表現をもって ， 日本

の伝統的精神を表現した。

外部の色は ， 日本の風土 ｬ 乙 ｲｾ け乙んだ， あたかも年代を経た古い木の色の持つ重厚な

感じを出すために ， 特 lζ 研究に苦心し ， 特殊な化学薬品を何工程かに分けて塗り ， コン

クリ ー トのアルカリと化学変化させ ， 安定した素材としての色を出している。外部は乙

の Ｑ ，Ｈｾ茶色で全面的に統ーした。

内部 IC入っては ， 古典芸能を演ずる成 ｉｊｾｪ にふさわしく観客に対して舞台の感動をより

効果的に伝えるため ， 材料要素を極限にまで盤盟， 純制して日本的な簡明なデサ、インと

ーー した。劇場が ｉｊｉｾ かれたときを恕似した場合 ， 視党 ｬζ 訴える要ぷは非常 ｬζ 多い。人が入

り，美しい日本の着物 ， 人形， 家具 ， 絵画 ， 彫刻 ， N( 木， 照明 ζ れらの要素が調和し

て，劇場内の雰囲気が際成されて空聞が生きてくるということを期待して ， 建築の仕上

は派手にする乙となく ， fちをえ自にした方が，より効果的だと判断した。 ζ の思想で大小

ホーJ レ， ロビ ー， 食堂等一切を買いた。

すなわち杉征合板の天井と ， 日本的な ［ｾＵ 戸と格子を配した来落墜と ， 桧生地仕上の巾

木，壁と同色のカ ーペットを赦き込んだ床で空間を円 本的なものにデザインした。
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国 立 劇 場 の 舞

概 妥

i コ、

口 機 構

乙こにある大 ・小二つ の劇場 !Z ，と もにわが国の古典芸能上

泌を主体とした舞台機燐であるが，小康1) 協 は特 lζ 文 楽 の | 演も

考慮されている。舛台の制縁( プロセニアム〉は固定式で ，音

響 (IZJ!ζ も残特H寺間が短くなっているので ， プロセニア ムの必さ

が山 ｊ くな Ｚｊ ればならないものや ， 苛ｾｾがヒｻ本 となるものに は使

用しにくいが，その外のものなら，1，典芸能以外の泌尿i)t ζ も，で

きるだけ伎利なように作られている。例えば歌舞伎舞台の特徴

の一つである 花道 も ， 乙れがノド必 ＲＲ な泌 ｊｾｉＩ の切合 ｬζ は ｩｊｬｽ ｊＩｊ で床

下 lζ ドげ，その部分を答 JA5 とすることができるし ，明治以後歌

舞伎の富栄 Ｈ ，Ａｾ炎の場 とな った感がある ｉＧＮｔ Ｎ 下手の大臣聞も舞

台 flll (ζ 移動し iIJ 物肝| 待装 li i' l: で川り 1'. げ絡納しておくことが可能

である。そのほか ，既存の商業! 日1) 切に絞べ多くの長所を仙えて

いるが，抄くにそのヒな点について説明する。

舞 台 の 断 面 図 l 回り舞台 2. 大正l り 3.  j自り 4 ドプ泊り 5 チ ヨ ポ

6. t;; a  U E道 8 すっぽん 9. T主席 10. プロセニ 7 ムポ ー グーライト

11 プロセニ 7 ムプリ γ ジ 12 防火戸 13. とん帖 14 フライプ 1) ' /ジ

15. ボーグーライト 16. ス クリーン 17 ホリゾント 18 キ' ャラリー

70 

i.I! .i Y J ' i 営繕局監管
山 田 寿

回 転 舞 台

大 ｊ ｾ ｉ Ｉ ｪＭ ￟ の 回転舞 台 ぱ ＱＱ 苛係が ＲＰ ｭ あり ， 日本では一番大きく ，

界 fT問 1- 1，ζ 対する比ギも品も 大きい) J " である。乙れが大きいと

いう乙とは ，回り郷台上 lζ 2 料または 3 料、 lζ 装町を ftili り，回転

による舞台伝投を行なう ｊ ｢ｾ 合 ， -".1' . ・下手に飾り付けを継ぎた

す 部 分 が 少 な く て す み ， 場面をスム ース lζ 変 え る 乙 と が で き

る。ま たこ の同転舞 台 内 !ζ 16-hの j. Qりが組み込まれており ，同

'1日本内の数としては以も多い。乙れを阿す方法は 外周 lζ 刻11いピ

ッチで取り付けた ｊｌＡ 宗と ｷ 妙ｾｬａ ､ 乙 Ａｬ ，ｪｾ とさ れ た駆動機のギヤーを

かみ合せ ，J去についている 24例の ，!r: 愉で レールの上を阿転させ

る。 1"1伝舞台の日さはが013111 であるが， これは機jl I)I I_ 三桐 lζ で

てくる南側守の怯 jllJ のような 2 1特j l の民台をぷ洛で車11み ，迫 り

J- .げてくるような以介に ， この程広が必要となる。

小 ＱｾＱＩ ｪＭ ￟ の回転舛台は Ｑ ＱＧＨ係が約 ＱＳｭ であるが ， 舞台間 Ｑ ＱＱ ζ 対す

る1-1::. ':f l などは大限i) 場の jぷ介とほぼJ ，i ) じである。ただ小劇場のj - J . . j

合Ａ立文ｾｾを上演する関係で ， 人 ｪ形修を ｊ傑公る ｊ太 ｩ 夫の有荊ｲ，Ｇｩｊｬｽ動 ｊ する ｊ崩品とし

て型舛!庁1: 1介? 前方! にζ 幅約 2 mη1 {似伝を 3お6c I11叩1 卜げてある。 Ir口坤1

{は土 1，川，，-)じよう lにζ ドがつている。文来以外のときは ， この ;{i) 分 lζiii'i

リミを近いて伏 JTJ する。またそのえ:j  ＡｦｊｩｩＮ ｴ とＢＢ似 Ｉｪ Ｂｪ ｌ も λｊ ｾｉ Ｉ 切と

災り ，r!l 央に| 自11 2  ll1 のぷfJf TL7があって ， これに 2 倒の大きな

ベアリングを取付け ， IJ l I'!itJJ; y. f I "をえ:えている。駆動 ) j 法は ，回

1'l; ｩｾ ，＠ ｾつ外周 ｛ζ 取り ｈｴｪ たｉＡ畏本とこれにをき ｻ、 ｝Ｍ Ｑ すたワイ ヤーロー

プとの フリクションに よっており ， このような点作向転方法は

1I ，［ｪｾではもちろん初めてであるが ， 111 : 界的[ こもあまり例のない

ノ!ji l、であ ろう。

大 ・小劇場とも ， I] .Ai f.ヤ 11二と 180 IJJI 転による哀山り LIこの j品合

: 立微調盤装 置で停止{ 立川を! I ..Mi( と似つ乙 とができるが， 乙れは

符 f? 而! と臨時のレ ールを j泣き ，lul'!i _ i 非合の臨時レ ールlζ ，車 輪

{、j の屋台を 沼' り込ませたり ，引き 11¥したりして舞台転換を計る

出合 !ζ 用いられる。もっとも尾台 の停止位穴があまり正確な必

要が11!t ぃJ封合や ， Ｑｉ ＨｾＮｉｉｾｩｾ で伴 ｉｉ ＺＮￚＯ Ｎ［［Ｇ｜Ｇ の 修 ｬ ｆ が白山 ｬζ 行なえる組合

[ζ は， レール世話しで 'Il 愉 iJ の屋台( ステージワコぜン〉を移動さ

せても十分場面 Ｇｉ ｩ￯Ｎ［換は行なえる。乙の点ここの大成 Ｑ Ｉ 湯はｾＺｦ［台袖

が相当 jムいので ， ステージワゴンを多数セットしておき ，次々

に短時間で簡1 ) i.( 乙舞台を変える乙とができる。

4‘  

• 

• 

.. 
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• 

• 

.. 

小 劇 場 迫 り 装 置

迫 り 装 置

ａＡｾｉｊ 場は向転舞台 Ｑ Ｐ Ｖ 台 ， 下手大臣聞前 ｛ζ Ｑ 台 ， 花道迫りの

1-111ζ 2 台，大小段々な迫りが有り ，そのうち ，大迫り 3 台と CIJ

迫り 8 台は ，それぞれが 1 組になっており ，単独で‘ も昇降する

が，高さをそろえたり ，いろいろに高低去を付けたりしたもの

を屯般クラッチで拘束し ，同時にす1-1峰させるとともできる。乙

れはA きな道具をぷ終から上げたり ，1云合作り Iζ 伎利なばかり

でなく ，演出によっては ，演技者の山入りなどにもいろいろ変

化をりえる乙とができょう。

小劇場の道具迫り 6 台も同様に

ｱｩ｟ＱｾＱ または拘束立Ａ｟ｩ転が可能である。

大 1-¥l IJ 以は大迫りとI j 1  j J J りがスクリ

ユー駆動，その他はワーヤ ー ロー

プにより駆動伝達をする。小劇場

は辺只j J J りがチェ ーン駆動，その

他はワイヤ ー ロープによっている。

迫りに来り込んだ泌技省の衣服な

どがスクリューに巻き込まれない

ようにスクリュー! 日i 1 i i は鉄板で覆

つである。また九j J J りの出入口付

小劇場吊物装置

近は LT. V. カメラて弘視しており ，その状態を舞台の総合操作

盤にあるテレビで受像できる。出入口にある安全体は人の乗り

降りや ，道具の積み降しの際は上げておかねばならぬが， ζ れ

がトーっていると ，tif 台の操作盤では運転できないようになって

いる。

花道jJJ りにある「すっぽん」は 2 台 l 組であるが，歌trf 伎の

仙台荻で鼠が花道 lζ 逃げ込んで来て，入千寄りに仁木 iJril 正が下か

ら迫り上るような場面では ， i すっぽん」床が下に降りて仁木

弾正が乗り込んでいる姿が 2 階席から見すかされないよう可動

式の蓋ができるようになっている。乙の場合 ，鼠が逃げ込む方

の「すっぽん」も可動蓋をしておく。

吊 物 装 置

照明 ，幕，背景，道具などを昇降させる吊物装置は大劇場ーに:

90数本 ，小劇場 lζ 50数本あるが，それぞれ乙の程度の奥行の鋒

台としては最高の数で ，そのほとんどが屯勤昇降である。吊物

を 'f1'降させる舞台の高さはプロセニアムの丙さの 3 倍で舞台面

からが ｾ Ｑ Ｘｭ ある。

と‘ ん*ii は大 ・小劇場共それぞれ 3 本あり ，正倉院にある図柄

や，桃山1 I ! y 代の図柄を綴織したものである。日降速度は 2 段ま

たは 3 段 lζ 変える乙とができる。舞台と客席を仕切る防火J J i 1 は

火災の| 療に自由 lζ 排艇ができるように下の方 K 排灼扉を備えて

いる。

舞台の仙の方 lζ はよ天然で製作された fT去を舞台 lζ 吊り上げる

大道只搬入装置と「どぶ」械があり ， ｾＱ］ｉ ｾＱζＱＱｉ の広いものでも

川り上げる乙とができる。その奈昨年 lζ は外部からトラックが自

由lζ 出入できる。種々の色の照明を当てて舛台 iζ f 1 空の感じを

出すには ，ホリゾン卜パックを用いるが，当劇場! 立大 ・小劇場

共昇降式のホリゾントパックである。( ほかに巻取式のものと

か，球形の曲面を持ったものなどがあるが，巻取式は布 l乙しわ

が寄りやすいし ，球形面であると ，他の" ｲｾ 物装置が使いにくい

という不便がある。)

大劇場の場合法 ， 乙のホリゾントバックの前に継目無しの沙

幕があって一層自然の空の感じを表現できる。乙の沙幕の使用

大劇j品舞台板張りおよび吊物装置

は日本では初めてであるが，欧米の一流劇場では常識化してい

るものらしい。小劇場は阿 'Ii 舞台の外側を半円筒形に閲んだ大

ホリゾン卜の外 lζ ， 舞台の前方だけを困む中 ホ リゾン トがあ

り，演出上で小廻りの利くようになっている。花道の突当りに

ある場幕の内( 鳥屋) には奈落から大道具を吊り上げるための

ホイス トカ王ある。

映写拡も車の付A いた可搬式で普段は横 lζ ずらして昇降装置で

吊り上げておき ，必要ーなときだけ降して定位置に移動する。ス

クリ ー ンの映写商は大劇場は幅 と高さを自動調整でき ，小劇場

は幅だけ調整できる。乙れらの吊物用の巻場機はすべて舞台袖

のキャッ トウオ ークと「すの乙 J の上に取り付けられており ，

上演 rt の操作は舞台面の総合操作盤において，迫りや回転舞台

と共に行なわれる。
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国 立 劇 場 の 舞 台 照 明 設 備 に つ い て

国立劇場は ，周知のとおり ，わが国伝統芸能の公開上演を主

目的として設立されたものであるが， 乙のほか伝統芸能の伝承

者の養成，資料のし ゅう集 ，広報活動などを行なったり ，貸劇

場として使われたりもする。 乙のような多段な使用法を考慮

し，またわが国 l唯一の国立劇場として，そして国際的な建築物

として地位を考え ，本劇場の舞台照明設備については ，極めて

高度なものを設備している。

以下本劇場の舞台照明設備について紺介する。

1  . 設 備 内 容

1- 1 大 ホ ー ル

イ) 舞 台 面

本フッ トライ ト

フロア コ ンセン ト

舞台前 i 口用

両 サ イ ド 4 口用

11 1 口用

盆 中 3 口用

4 口用

辿上中 2 口用

11 4 口用

舞台奥 4 口用

ロアホリソヂン トライ ト

30 A  

30 A  

50A  

30A  

30 A  

30 A  

30 A  

30 A  

20 0 W 

20 0 W 

ロ) 舞 台 上 部

プ ロセ ニ ア ム ボ ー ダライ ト 20 0 W 

プ ロセニアムスポッ トライト 1000W 

tl1 1 ライ トブリッジ

!:f5  1 ボー ダライ ト 20 0 W 

第 l エリヤライ 卜 1000W 

コンセン ト 50 A  

第 2 ライ トブリッジ

ｾｾＲ ボ ー ダライ ト I  20 0 W 

第 2 エリヤライト I  1000W 

第 3 ボーダライ ト I  20 0 W 

ボ ー ダ コ ン セ ン ト 20 A  

第 3 ライ トフ リッジ

気14 ボーダライト I  20 0 W 

第 3 エリヤライト I  1000W 

サイドホリゾントライト周コンセント 20 A  

中 ホ リ ゾ ン ト ラ イ ト 50 0 W 

第 5 ポーダライ 卜 I  20 0 W 

ボーダコンセント 20 A  

第 6 ボーダライ ト I  20 0 W 

ボ ータP コンセン 卜 20 A  

サイドホリゾントライト用コンセント 20 A

ｪＺｦｾ＠ 4 ライ トブリッジ

知 7 ポーダライト I  20 0 W 

第 4 エリヤライト コンセント I 20 A  

サイドホリゾントライト周コンセント 20 A  

特殊効果器

7 2  

h  

1000W 

1000W 

1000W 

30 A  

60 W  

20 0 W 

20 A  

50 0 W 
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第 2 エリヤライト

ｴ￭ｾ Ｓ ボーダライト

ボ ダ コ ン セ ン ト

サ イ ド ホ リ ゾ ン ト

ライト mコンセント

rjl ホリゾントライ 卜

ｾｾ＠ 3 エリヤライト

サ イ ド ホ リ ゾ ン ト

ライト用コンセント

iT) 4 ボーダー ライト

ポータ。コンセント
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ｴ￭ ｾ＠ 4エリヤライト
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〆ノ

平 r'_1_r レ ン ズ

スポッ トライト

t/Cf (j フレネノレレンズ

スポッ トライト

平 1

11

1 レ ン ズ

スポッ トラ イト

1000W 40台

20 0 W 72灯

20 A  12ケ

20A  8ケ

500 W  96台

1000W 30台

20A  16ケ

20 0 W 72灯

20 A  J 2ケ

200W 64灯

20 A  20ケ

20 A  16ケ

10台

50 0 W J 84Ei 

1000W 16台

1000W 16台

1000W 12台

50 A  

1000W 

1000W 

50 A  

1000W 

12台

24台

1000W 

1000W 

150 0 W 

28台

50 A  

1000W 

75A  

75A  

60 W  80灯

1000W 4台

50 0 W 10台

1000W 2台

50 0 W 10台

1000W 20台

20 0 0 W 10台

50 0 W 10台

1000W 10台

1000W 20台

フ y トライト 500W 

ストリップライト 100WX 12灯

100WX  8灯

/ 1  100WX  4灯

• 
純白ス トリップ

ライト

附 属 品

へ) 出 待 照 明

楽屋出待照明

40 WX  6灯

10本

20本

5本

5本

1式

6 0 W 48灯

1- 3 総 稽 古 録 画 室

イ) 稽 古 用 照 明 設 備

第 i ポーダライト 150W 56灯

第 2 ボーダライト 150 W  56灯

第 3 ポーダライト I  150 W 56灯

ホ リゾントライト I  50 0 W 48灯

フロアコン セ ント 4 仁l用 I  30A  2ケ

20 / 1  

12 / 1  

6"  

8 "  

24"  

20 / 1  

12 / 1  

6 / 1  

12

"  

10 μ  

40 / 1  

8 / 1  

8 / 1  

ＧＩｾ＠
】 】

3台

' ) 2入

ム tコ

12 / 1  

14 "  

ム

ロ

ム

ロ

ム

ロ

ム

口

4

O

O

A

q

A

q

 

ム

ロ

ム

口

内

4

n

ノ

】

5 A  
ロ

8回路

8回路

8 / 1  

8 / 1  

8 / 1  

8 / 1  

上，中，下，

別 昇 降

8 / 1  

8 / 1  

8回路

? ノ〆
】

1 / 1  

第 l フロント

サ イ ド 下 手

〆ノ O. 4K W  2"  

一般灯コンセント 3S. 34 K W  54 / 1  

b ) 舛 台 J ¥日明

i  ) 負 荷 回 路

選 択 回 路 1205. 8K W  610回 路 選択調光回路

A C アー ク回路 54. O K W  18 / 1  直一選択調光切替回路

ピンスポット回路 J 8.  O K W 18 / 1  

花道!I日明回路 36. 76 K W  2711 固定調光回路

万能効果探回路 30. O K W  3
'
〆 直 回 路

i  i ) 操 作 方 式

選 択 回 路1

} 回 路 分 岐 屯 般 開 閉 器 途 方 操 作 方 式

花道照明回路J

ピンスポッ 卜回路1

A C ア ー ク 回 路 } 配 線 用 し ゃ 断 器 分 岐 開 閉 器

万 能 効 果 器 回 路j

選 択 回 路l

A C ア ー ク 回 路 ) 回路全選択方式

ピンスポット回路J

ハ) 調 光 方 式

a ) 客 席 回 路

半導体調光方式

本民15ダウンライ ト S C R 6 K WX 6台 市 ill }J訪i光

旅 席 回 接 灯 S C R 6 K WX 4台 H  

客 席 残 置 灯 S C R 6 K WX 3台 ノノ

抑ボタン操作 ー照明操作室 ，映写室の 2 ケ所操作

b ) 舞 台 回 路

i  ) 半導体調光方式

花 道 ! 照 明 回 路

ロ) 録 画 用 照 明 設 備

移動パンタグラフ 2 口周 30A  

首仮りバンクグラフ 2 口JH 30A  

壁イJ コンセント 2 口用 30 A  

4 日用 30 A  

ホリソントライト 500W 

けい光灯ホリゾン トライト

40 WX 3灯

けい光灯ペ ースライト

40 WX 3灯

ハ) 移 動 器 具

ソーラースポットライト 50 0 W 

/ 1  

1000W 

2000W 

50 0 W 

1000W 

15台

25台

20回路

25 / 1  

8 / 1  

2 / 1  

マグノカラ ー

18台付

マグノカラー

16台付

r

，r

f

，r

 

f

/

r

，
F

 

A
U

T

A

A

T

A

q

4
・

2
11 

2 1 1  
組立可搬式

スクーフ。ライ ト

ノノ

パンクライト 300 WX 6灯

ストリップライト 100WX 8灯

/ 1  100WX 4灯

効 果 器

間-t } ，罵品

1- 4 回 路 操 作 調 光 設 備

A ) 大 ホ ー ル

イ) 電 源

屯 気 方 式

主 幹 容 i;i

ロ) 負 荷 回 路

a) 客 席 照 明

客席ダウンライト

客席間接灯

客席残置灯

不 滅 灯

非 常 灯

A  C ， 100V 

60 0 K V  A  

19.  8K W  17回路

18.  9 K W  14 / 1  

9. 2K W  8 / 1  

3. 4K W  6 / 1  

18 / 1  6. 45K W  

5Ei  口
y

r

r

 

'
'

a
，

 

「

3

A

q

p

H

U

1台

17ム

J 6台 8 / 1  flj J!I 潟節付

4回路

2 / 1  

5 / 1  

第 2 サ イ ド

フロント上手

客席大天井

20台 10 "  

15台

15台

10台

10台

15台

6台

J  oti' 

5Ei  

1台

I 式

3 ね14 線式

A C  

A C  

A C- D C- E C  

A C- D C- E C  

調光回路

上，下，入口

各24灯 1 i組

ノノ

/ 1  

A C- D C  

D C  

A C  

/ 1  / 1  

/ 1  

S C R 6 K WX 2台

S C R 3K WX 7台

S  C  R  1 K Wx 9台 / 1  

固定調光

/ 1  

ii ) 調 光 操 作

プリ セット フェ ーダ 200ケ 4 段

グノレーププリセッ トフェダ 6組 2 段

グノレーフ。7 スタフ ェータ U Jl. 

クロスフェ ーダ l 組

〔手動 ，@IW) ( 3 分 - 30分自動操作万能 ，11寺| 間設定式) )

システムフェ ーダ l ケ

O S C Rユニットとプリセットフェーダはエクスターナノレプラグ lζ

よる選択方式

O プリ セットフェーダは調光 gl! 照フェ ーダ式

7 3  

/ 1  



0 グルー ププ リセ ッ ト選択 は 3 段記 憶装 置付 押 ボ タン選択式

0 卓上プリセ ッ トフェ ーダのグルー プマ スタ選択は P F Gスイッチ

切 替式

iii ) 操 作 設 備

回路制御盤

選択 回 路，花 道照 明回路用操作ス イッチ ・ .. 回路点滅

負荷配置表示灯 鍍 ( モニ ター盤)

エ タスタ ーナノレプラ グ

計 器 類

プ リセ ッ 卜主主

プ リセ ッ トフェー ダ 200ケ X 3段 分

グループプ リセ ッ トの選択 押 ボタン 200系統 分

照 明 操作 卓

プ リセ ッ トフェーダ 200ケ X l段 分

直調切替用スイ y チ 200ケ

グループプリ セ ッ トフェ ー タ 12ケ

クループ 7 スタフェ ー ダ 4ケ

ク ロスフェ ータザ i ケ

花 道照 明用プリ セ ットフ ェー ダ

11 ? スタフェータ駈

直 回 路 用 プ リセ ッ トスイッチ 20ケ X 4段

直 回 路，調光回路プリセッ 卜段 切 替

7 グノカラ操作スイッチ( プリセット 2 段方式)

どん板， スクリ ー ンカ ーテン照明操作スイッチ

客席調光操作スイッチ

調光モニタ ー ランプ

映写室付操作盤

客調抑ボタン

どん帳， スクリ ー ンカ ーテン照明押ボタン

揚 幕 操 作 盤

本 花 道照 明用調光操作盤

仮 花 道照明用調光操作 盤

B ) 小 ホ ー ル

イ) 電 源

屯 気 方 式

主幹符{;i

ロ) 負 荷 回 路

a ) 客席照明

ACI 0 0 V ， 3 相 4 線 式

350K V  A  

客席ダウンライト

客 席 間 接 灯

6.  2K W  9回 路 A C  

A C  

調 光 回 路

13.  5K W  10 "  

客 席 残 置 灯 3.  6K W  5 "  

不 滅 灯 1. 38K W  4 "  

非 常 灯 4. 39 K W 16 "  

11 O. 4 K W 3 "  

般灯コンセンス 20. 24K W  38"  

b ) 舞 台 ! 照 明

i ) 負 荷 四 郎

A C- D C- E C  

A C- D C- E C  

A C- D C  

D C  I  

A C  I  

選 択 回 路 680. 32K W  378回 路 選 択 調 光 回 路

11 

11 

A Cアーク回路 36. O K W 8"  直 一 選択調光切答回路

ピンスポッ卜回路 8.  O K W 8
11 〆'1

花道照明回路 15.  8K W  12 "  固定調光回路

万能効果ｾ同協 20. O K W 2 "  直 回 路

i  i ) 操 作 方 式

選 択 回 路1

ｽ 回路分岐Ｇむ磁 ￟ｬｪｬｾｬ ｬＪ 主主方操作方式

花 道 j照 明 回 路J

ピンスポッ ト回 路1

A C ア ー ク 回 路 } 配 線 用 し ゃ 断 器 分 岐 開 附 器

万 能 効 果 回 路j

選 択 回 路1

A C ア ー ク 回 路 } 回 路 全 選 択 方 ず

ピンスポット回路j

ハ) 調 光 方 式

a) 客 席 回 路

半導体調光方式

客席ダウンライ卜 S C R 6K WX 2台

客席| 間接灯 S C R 6K WX 2台

客席 ｾｊｗｉ 灯 S C R 6K WX l 台

仰ボタン操作… ... 照 明 操 作 室，映写室の 2 ケ所操作

b ) 舞 台 回 路

11 

i  ) 半導体調光方式

花道照明回路 S C R  6K WX l 台

S C R 3K WX 3台

S  C  R  l K WX 5台

固定調光

11 

11 11 

74 

選 択 回 路 l

A C アー ク 回 路}

ピンスポ ッ ト回路 j

ii ) 調 光操作

S  C  R  6 K Wx 80台 選択調 光

3K WX 25台

プ リセ y トフエー ダ 100ケ 4 段

グループプ リセ ッ トフェーダ 6組 2 段

クルー プ 7 スタフェーダ U Jl 

クロスフェーダ 1組

〔手 動， 自動( 3 分- 30分 自動操作 ，I時間設定式) )

システムフェーダ l ケ

O S C R ユニ ッ トとプリセ ッ トフェーダはエ クスタ ーナノレプラグlζ

よ る選択 方式

0 プリセ ッ トフェー ダは調 党 自照 フェー ダ式

0 グルー ププ リセ ッ ト選択 は 3 段記憶装置付押ボ タン選択方 式

0 卓 上 プ リセ ッ トフェ ーダの グルー プ 7 スタ選択は P F Gスイッチ

切 替 式

i  i  i ) 操作設備

回 路制御盤

選択回 路，花 道照明回路用操作 スイッチ ・- 回路点滅

負荷配置表示盤 ( モニター盤)

エクスタ ー ナJ レプ ラブ

計 器 類

プリ セ ッ ト盤

フ。リセットフェ ータd

グループプリセット選択押 ボタン

照明操作卓

プリセットフェ ーダ

直調t J J 替スイッチ

クループプリセットフェーダ

クループ 7 スタフェーダ

クロ ー スフェ ー タ

システムフェーダ

花 道!照明mプリ セ y 卜フェ ーダ

11 ? スタフェ ー夕、

100ケ X 3段 分

100系 統 分

100ケ X 1段 分

100ケ

12ケ

6ケ

I*Jl 

l ケ

直回路用プリセッ トスイッチ 20ケ X 4段

直 回 路 ，調光回路プリセッ 卜段切替

7 グノカラ操作スイッチ( プ 1) セ y 卜2 段方式)

どん帳， スクリ ー ンカーテン照明操作スイッチ

客席調光操作スイッチ

調光モニタランプ

映写室付操作盤

客席調光操作押ボタン

どん帳 ，スクリ ー ンカーテン照明操作押ボタン

揚幕操作盤

花道! 照明用調光操作銚

C ) 総 稽 古 録 画 室

イ) 電 源

氾気方式 A C ， 100V 3 相4 線 式

主幹容E 150 K  V  A  

ロ) 負 荷 回 路

a ) 稽古用照明 57.  2K W  40回 路 全 選 択 調 光 方 式

b ) 録画用! 照明

白熱灯照明 122.  O K W 60回 路 全 選 択 調 光 方 式

けい光灯照明 12.96K W  18回 路 一指 7096調 光 方 式

ハ) 調 光 方 式

半導体調光方式

白熱灯用 iJld)t :ili
S S S  1  6K W× 40台 | 山 光

けい光灯則前i光: i l i S  S  S  I  F  L 4 0 W50灯 X 3台 十市調光

調 光 操 作

プリセッ トフェーダ 40ケ X 3段

グループフェーダ 4ケ

クロスフェ ーダ l 組

けい光灯用フェ ーダ i ケ

0 プリセットフェーダのグルー プ選択は P F G スイッチ切符式

操作設備

! 照明操作卓

白熱灯負術 l白調切醤操作スイッチ

負荷友示灯盤( モニタ盤〕

けい光灯回路点滅スイッチ

計 器 類

プリセットフェ ーダ

グループフェーダ

クロスフェーダ

けい光灯調光フェータ

直回路点滅スイッチ

100ケ

18ケ

40ケ X 3段

4ケ

l 組

l ケ

15ケ

4・

• 

• 

4凪
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2. 舞 台 照 明 の 特 性

国立 ｉｾｉ ｊ 湯で舞台照明設備として ， 特 ｬζ 設計上注意し ， 従来劇

場においての欠点および不備の点を考慮し ，条件のゆるされる

範囲で設備したと乙ろを概略説明いたします。

2- 1 舞 台 照 明 器 具

(1) プロセニアムボーダライト およびプロセニアムスポットラ

イ卜

舞台上部照明設備で，いつも問題となる所はプロセニアム附

近における各種設備の寸法，取合いで ，特 l ζζ の部分 lζ は，

照明上からも最も! 照度を要求される所でありながら ，他設備

の防火シャツタ ， どん帳などが優先する場合が非常に多く ，

またとくに木劇場のように歌舞伎を主体とする引幕，虹梁な

どが，乙の場所に設備され，照明設備はど うしても後部 lζ 追

込まれてしまい ，そのため舞台前部の演技面のベ ースライ ト

が不足する乙とが非常 lζ 多い。したがって， 乙の欠点をでき

るだけ補うため ，防火シャツタとプロセ ニアムア ーチとの聞

を利用して設備 した。

(2)  ボーダラ イ ト3 区分昇降

従来，劇場ではボ ーダライ トは l 列昇降式になっている。乙

の場合鍵台函における大道具組立の状態 lζ より ，いつも一様

な高さからの照明では不都合な J易合があり適当 l乙高さが調節

できる ζ とが望まれていた。しかし全ボ ーダライ トの必要は

なく ，特 lζ 舞台中心より前郊において，その傾向が多く ，歌

舞伎においては ， 屋台等の紘l立がぴんぱんに行なわれるた

め，照明の調節が微妙に左右する場合が多い。 ζ の点を考慮

し， 大ホ ーノレは第 2 ボーダライ トよ り 第 6 ボーダライ トま

で，小ホ ーノレでは第 3 ポーダライ ト， 第 4 ボーダライ トを 3

区分した。

なお ，小ホ ー J レ)1' ) 2ボーダライトも 3区分 lζ 昇降する乙とが最

も望ましいのであるが，大道具吊物との兼用ノイ トンとしての

利用を考える乙とになったため，やむをえずU !J l 昇降とした。

(3  )  ライ トブリッジとボー ダライト の別昇降

従)jそ ， ライトブリッジ lζ はエリヤライトとボ ーダライトを取

イ、J け，一括汗l降するような構造ーになっていた。しかし ，照明

の性質から見るとエリヤライ トとボ ーダライ トとは ，その目

的が災なり ，従って ，その! 照明! 日さなどは必然的 l乙変らなけ

れば十分な効果が得られないものである。 乙の欠点を考慮

し，ボー夕、ライ トをライ トブリッジから別 [ζ 昇降するように

し， ライトブ リッ ジはエリヤライ ト用操作ブリッジと考え ，

吊下げスポッ トの操作が間1 ) 1にでき ， しかし通路として利用

できるようブリ ッジの構造および吊下げ方法を従来と変え

た。しかし全ブリ ッジに乙の方法を採る必要はなく ，m4ブ

リッジは共吊りとした。

また ，小ホーノレの第 2 ブリッジの部分，すなわち大臣後部は

同ホ ーノレの使用目的から ，文楽 ，歌舞伎，新藤IJ 等多目的 lζ 考

えられるため ，大道具，吊物照明が互いに必要とする場所と

なり ，従ってl照明だけの理忽とする方法は取り難く ， ライ ト

ブリッジの rjJ も小 さくして大道具パトンを吊下げるようにし

た。また岡場所にある第 2 ポーダライ トは大道具バトンとし

ても 利用できるように昇降式とし ，文楽などの背景が吊 下 げ

られるよう考慮した。

(4)  アッパーホリゾントライト

当劇場は大小ホ ーノレ共曲りホリゾン トであるため ，その照明

方法も ，とくに正面と両側面を均等にしかも平市にするよう

考慮しなければならない。したがって正面部分はア ッパーホ

リゾン トラ イ トとし ，できるだけ等距離から照明できるよう

なラ イト バ トンで 500W4 段吊りとし ， その各々の灯具の投

射角度が自由に変えられるよう設備した。また両側面 {ζ のび

たサイ ドホリゾ ン卜 に対しては簡易方法と正式方法の二重設

備とした。

簡易方法としては ，他の吊物に障害にならないような方法で

照明する方法と し，各 エ リヤラ イト， または ，ホ リゾン トラ

イ ト等の両端に電源回路を設け ，簡易的 lζ 照明ができるよう

に設備した。

正式方法としては ，サイ ドにのびナこサイ ドホリゾン 卜の弧の

内の吊物は照明パ トンを除いて使用しない乙とを前提とし

て，利用できる大道具バ トンlζ 可搬式配線樋を吊下げて ，照

明器具を 3 段吊下げられるよう設備した。なお ，照明器具は

沃ぷ屯球とし ，その効率を高め，数量からも従来にない方法で

設備し ，十分なホ リゾン卜 照明効果をえようとしている。

(5)  タワースポットライト およびギャラリコンセント

サイ ドギ ャラリ は従来固定式とし ，一定の所からしか照明で

きなかったが，当劇場では上下昇降式とし ，照明の高低がで

きるように設備した。

(6)  シーリング‘ ライト

客席フ ロント照明として ，シー リングライトは前舞台のベ ー

スラ イト となるもので ，舞台照明の演技面 1C : : は必要不可欠の

設備である。従って ，できるだけ強力に ，かっ ，滑らかな照

明が必要となってくる。当劇場では ，従来劇場のシ ー リング

ライ ト設備より多く設備した。 しかも ，その大半をオ ーバノレ

レンズスポッ トと し投光面が焔円になるよう特殊設計したも

ので ，舞台床面 lζ 投光した場合 lζ 円形になるようなスポッ ト

ライ 卜としてある。

(7) センタース ポ ットライト

大ホ ーノレセンタ ース ポット室は建築設計上，また場内音響に

よる天井カ ーブのため，十分な照明効果が得られないため ，

第 2 シー リングライトにフォロ 一周ピンスポット 1500W16台

の灯具を設備した。
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(8  ) 花 道 照 明 設 備

花道は客席の一部が舞台として使用されるため ，当然客席内

部よりの投光が必要になる。しかも一般観客 [ζ 目立たずに逆

光または観本の目! と入らないよう考慮しなければならない。

照明はその目的 lζ 対し ，あらゆる方向から投射されるのが理

怨とされているが，それぞれの条件に伴い ，ilj lJ約はよさなく

されるものである。

プロセニアム内の一般舞台のように一定方向よりしか見られ

ない湯合と異なり ，周回全部が観客:の円となる花道の場合に

おいては ，その照明も当然理処! とする所は得難く ，従来の康IJ

j詰では ，せいぜい ，サイドフロン トよりのフォロ ースポッ ト

と床面からのフットライトを設ける乙とですまされてきた。

当 ｉｾｉｊｊ 留では客席大天 ｪｬ ニよりのベ ー スライトおよびサイドフロ

ントスポット室からのベ ースライトおよびフォロ ースポッ

ト，それにフットライトを設備した。なお，天井| 二スポットとサ

イドフロントスポット室からのライトは全部オ 一円 J レレンズ

スポットとし ，花道方向に長く花道 IIJ プ'jlft] ，ζ は，その投光 li !Iが

炊くなるよう矩形投光される特殊スポットとして設備した。

(9) 総 稽 古 録 画 室

乙の部屋は総稽古および録画室として伎川するため ，その両

) j が可能なよう照明設備をするととを条件として設計した。

すなわち ， 劇場での稽古 lζ 必要な照明として ， ポーダライ

r  ，ホリゾン トライト ，その他にフロン卜照明屯源回路を設

け，舞台ーとのお囲気を一応出せるようにした。また同室を録

画 j 日として使用する場合は ，テレビスタジオとしての設備が

必まーであり ，その セ ッ ト状態によって任意に仕込みができる

よう ， 自社!な回路構成，およびスポットライ ト， ベースライ

トの設定ができる乙とが必要である。従って一般のテ レビス

タジオとしての設備をするためにはいj 宝では裕古上不便であ

るため両朽の用をなすべく設計されている。すなわち ，投射

投光の角度が自由にできるよう首振りパンタグラフを設け ，

一点吊りでその可動範囲を大きくとる乙とにした。また ，移

動パンタグラフにより必要に応じて レー ノレの上を走らせて任

立の場所 lζ 各種ライ トが設定できるようにした。

移動探具には ，テ レビスタヂオ用としての器具を主に考え ，

1000W スポッ トライト でも ，I剥易anJ と異なり ，投光距離の短

い同室において適当であるよう jよ:tLJ 朋スポッ トライトを設け

た。一般用ベ ースライ トとしてバンクライ ト，スク ープライ

ト等テ レビスタジオ用に必要な器具も設けるよう考慮した。

なお ，けい光灯 (4 0 W3 灯用〉を36台設備し ，内20台をベ ース

ライト用とし ，16台をホリゾントライ トmとして設備した。

2- 2 回 路 操 作 調 光 設 備

(1) 半 導 体 調 光 器

大小ホー ノレおよび総務古録画室とも半導体調光器を用い ，大

小ホ ール は S. C. R ，総稽古録画室では S S S 半導体調光器

を使用している。

76  

(  2) 仕 様

従来の半導体調光器の欠点、を補うべく新しい方式をとってい

る。調光特性カ ーブは I向山ζ プリセットフェ ーダでは目盛 lζ

対する照度特性を 2 采カ ー ドとして設定し ，視感度曲線上か

らできるだけ l直線 lζ 近似するようにした。

また ，クツレ ープ設定および令般セッ トによるクロスフェ ーデ

イング lζ は0- 10096を放射状になる掛算カ ーブ ( 従来の半導

体調光器のカ ーブを改善したもの) とし ，また ，グル ープマ

スタ ーフェ ーダによる各設定フェーデイングは単独特性カ ー

ブの 2 来カ ーブの総をたどって ，名設定% で止まっていく加

算カ ーブ( 従米のオ ー トトランス式調光器の改良カ ーフ〉と

の 2 極類が得られるような機構として設備されている。

(3  ) ク ロ ス フ ェ ー ダド

クロスフェ ーデインク lζ 対しては歌舞伎等の場面変化 lζ 対す

る時間の長短 lζ 任志にできるように手動と屯i J i)J とを設け ，特

lこfG動の場合は変化H守聞が 3 分- 30分間 l ζi 菌、引ζ 前間設定が

できるようになっており ，その動作はラチェット式によるク

イック動作によりフェ ーダの接点間の誤差のないような構造

となっている。

(4)  グループプリセットの選択

従- * の半導体調光設備では ， プリセッ トフェ ーダのグル ープ

プリセット選択は各場面共一定のグ J レー ピングしかできなか

ったが，当劇場においては ，その各易商が任意のグル ープlζ

セットできるように設備した。特 lζ 操作盤の大きさ等は小さ

くするために ，そのプリセット選択は l 点押釦式とし ，各段

共別々にクソレ ープセットでき ， しかも記憶チェックができる

よう ，プ レビュ ー ランプを内政させる構造とし ，操作卓上の

チェックボタンにより ，オキグル ープの選択状態を確認できる

構造とした。また ， グル ーププリセッ トの解除も一点押釦式

とし ，完全引外しができる構造とした。

(5)  プリセットフェーダ

プリセッ トフ ェーダは ，そのフェ ーダ目盛板が自照式として

各調光皮にもとづく ，モニタ ー ランプを内蔵させ， しかも使

用段のみ点灯として一日で確認できるようになっている。

(6  )  エクスターナルプラグ

半導体調光器と操作信号 Iill 路との接続について任主主に選択で

きるようエクスタ ーナノレプラク選択) j 式となっている。エク

スタ ーナノレプラグを設けた 11 的はつぎのとおりである。

① 将来半導体調光器が地設された場合，操作系統がこれ以

上はん雑になることは誤操作をまねくもとになるため ，操

作系統の増設はせず ，半導体調光器のみの応' 設K より任意

lζ 調光操作ができるように選択接続方式をとった。

② 現状調光設備においても ，半導体調光i . : ; { 2  - 3 台を操作

信号 1 系統で操作しなければならない場合のためである。

③ 将来自動制御を行なう場合，同プラグにて外部信号を導

入 で き る よ う に す る 目 的 で き る 。 ( 以 上)

.... 
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録 音 録 画 ・ 中 継 装 置 に つ い て
辿設省営繕局設備課 佐 野 義 人

1 . 舞台機構監視用 I T V 設 備

舞台機構監視用 1 T V  ( 工業用テレビ) は舞台のまわりに設

置し ，回転および迫り舞台 ，鳥屋迫り ，花道迫り( スッポン)

などの機構の状態を遠方恥視するものである。

なお ， 乙れにより出演者の危険防止とより効果的な舞台操作

を可能にするよう意図されたものである。

I T V カメラは ，奈落の迫りの乗口を ，大ホ ーノレ の場合計 8

台，鳥屋述絡路およびスッポンを各 1台で監視しており ，それ

らの出力画像は舞台下手の舞台機構操作盤において自由 lζ 切替

え， 1 台のモニタ ーで監視する乙とができる。映像信号切替器

は10個の映像入力から任意の 1個の出力を選択でき ，その切替

操作は綴構傑作盤 lζ 設けられた選択ボタンを用いて行なわれ

る。乙れらのボタンは舞台機構操作グラフィック ・パネノレ上の

各機構操作器の位置に直感的な対応の得られるよう組み込まれ

ている。乙うする乙とにより，所要の機構の状況を碓・認し ，次

いで機構操作 !ζ 移るととができる。なお ，同じ映像は監督室で

も視られる。

I T V カメラは 1 インチ ・ビジコンおよび映像入力段を除き

半導体化し ，簡易同期信号発生回路， 自動感度調鐙回路，通話

回路を含めて ，小型軽量である。カメラの調整は操作器によっ

てタ ーゲッ卜屯圧 ， ビーム屯流， ビーム焦点などを行ない ，な

お，電源の入断についても可能である。

1. 舞台機構監視用 I T V設備主要機器

口

口口

I T V カメラ

名

モニタ映像信号切替器

ピクチュア ・モニタ

2.  主要機器の定格

a.  1  T V カメラ

数 足

12 

3  

摘 要

操作機を含む( 小ホーノレ 4 台)

10入力 l 出力操作ボタンを含む

9 形

カメラは 1 インチ ・ビジコン ・カメラで ，主要同路は ト

ランジスタ化したものである。走査方式はランダム ・イン

ターレー ス電源同期方式で，性能は被写体照度30- 100，000

exである。

b. ピクチュア ・モニタ

笹休は金属製で外形寸法は r11240mm，高さ 260mm，長

さ 219111m程度で ，カードラックおよびタリ ーラ ンプ付で

ある。水平解像度は400本以上である。

1 舞台進行監視用 I T V 設 備

乙の設備は各ホ ーJ レにおける舞台進行状況および客席の模様

を監視し ， 劇場の運営の円滑化を図るための I T V設 備 で あ

る。すなわち ，ステージ上の状体は舞台上の移動カメラ ，客 席

内の状体はホ ーJ レ側面 lζ 設けたカメラにより織像し ，その進行

状況などマスタ ー内の選択切替機構を経て，それぞれの楽屋，衣

裳，音響，照明その他哀方関係諸室のモニタ ーによって報知し ，

ステ ージの進行，ホーノレの管理を理怨的 lζ 行なうものである。

各カメラの山力は ，マスタ ーの I T V操作卓 lζ 設けられた映

像分配ユニットによって 3 分岐され， うち 2 本はモニタ ー映像

信号切替器，1 本は I T V操作卓前面のモニタ ーに供給される 。

I T V操作卓には I T V カメラ操作器 ，旋回装置およびズ ー ム

レンズのリモート ・コントロ ール操作器が組込まれている。

I T V カメラの定絡は舞台機構監視用と同じであるが，ただ

その出力が放送規格の信号と等価 lζ 扱かえるよう ，マスタ ーの

同期信号の同期分配ユニッ トtc よる出力で駆動されている。こ

れにより V T R ( 録画〉も可能である。また，レンズはズーム

レンズを使用し ，旋回装置を有する乙とも舞台機構監視用と異

なる。

ピクチュア ・モニタ ーは次のとおりである。

a.  " スタ ー用 19)彰 7 台

b. 裏方， ビノレ監視等用 19形 40台

]1[ . 録 画 ， 中 継， 広 報 用 設 備

1  .  サブ 1設備 は大ホ ーJ レの音響調整室内に設けられ大ホ ー

ルにおける催しの録画あるいは放送局による中継の際使用され

る。

将米はイメ ージオノレシコンカメラを専属し ，後 lζ 述べるサブ

3 設備と同程度の映像，音声調整装置を設備する計画で，当面

はサブ l の入力および山 ) J t c 関する コンセン ト盤およびジャッ

ク鍛 lζ 限り設けてある。

放送局の中継 lζ 供用する場合は ，第 V 項T V放送中継専用設

備で述べるとおりであり ，音声信号の取扱についても T V放 送

中継専用設備の項で述べるとおりである。

録画の l易合，大ホ ーJ レlζ 移動された録画室常備のイメ ージオ

j レシコン ・カメラは ，大ホ ーノレ ・カメラ ・コンセント板 lζ 接 続

され ，サブ l のカメラ ・コンセント盤 および 3 項に述べるサブ

3 のカメラ ・コン セン ト盤において適当な接続を行なってサブ

3 のカメラ制御器に接続され，あとの映像切換操作はサブ 3 の

設備で行なわれるものとする。
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録画総稽古 ・サブ3 ( 副調整室)

音声信号については ，大ホ ール音響調4控室 iI '，) j がその送山盤

を経 l却し ，サブ 3 音声調整 l;工lζ 接続され，適当に混合調整され

サブ 3 の山ノJ となる。

2.  サブ 2設備 は小ホ ーノレの中継室内 lζ 設けられ，小ホ ーノレ

における催しの録画あるいは放送局による '1' 継の際使用する。

サブ 2 Iζ 設けるカメラ ・コン セ ント盤の作 lE 以外はサブ 1 の

場合と| 司政今回はコンセント盤のみ設け ，機器は設備しない。

3. サブ 3 ( 録画室副調整室) の設似l は，録同五( 総稽古室〉

において行なわれる演技の婦像，映像，音声信号の混合調整を

行なうためのものであり ，主として爆I] J 品設立の主斤である古典

芸術保存育成のための録画 lζ 使用する。

録阿室のイメージオノレシコン ・カメラは録画室内のカメラ ・

コンセント板 lと接続され， カメラ制御器により 4. a 項テレシネ

設備 ，4.  b 項テ ープ録画設備よりサブ 3 Iζ 供給されるテレシネ

山ノ'j ，V T R  山ノJ とともに映像信号切換器に接続され，適当な

切換 ，i混合の過程を経て ，演出効果を含んだサフ 3 山力となり

出ノ」映像ジャック板を経てマスタ ーに送られる。

背}
i5

1ζ 関しては ，録画室内 マイク ・コンセント 板あるいは ，

7 イク吊下装置に接続された マイク ロホンの山ゴJ を録画室内の

マイクコ ネ クタ盤を経由しサブ 3 内の入 山分屯盤 lζ 現われる。

乙の入山分屯盤にはその他テ ープ録音再生機，円板再生機 ，ホ

ー J レ音響，テレシネなどの出力が上げてあり ， 乙れらの適当な

接続によって音声調整卓 lζ 入力を与えるようになっている。音

声調態卓で混合調整された山力は ，再び入111分屯盤からマスタ

ーを始め録音室 ，試写室 ，テープ録音再生機などに送られるよ

うにしてある。本設備はアナ ウン ス ・ブースを含み ，放送形式

の番組作成が可能であるとともに ，ステレオ用テ ー プ録音再生

機も備え ，録音室の補助としての機能も有している。

4. マスター設備

a  テレシネ設備は マスタ ーに設置され，主 lζ 録画および広

報活動 lζ 使用するテ レシネ関係素材をサブ 1 - 3  ( 当面サブ l

のみ) ならびに録画中継用および効果調整朋の選択送出機構 lζ

対し供給するための設備である。

録画総稽古 ・主調室

b . テープ録画設備は 7 ス タ

ーに設置され，ホーノレあるいは

録画室における演技を保存記録

のため録画し ，養成，広報の目

的で必要 lζ 応じ再生するための

設備である。

可搬形テ ープ録図装置は主 lζ

専用ビディ コン ・カメラと組み

合せ ，泌技の練習J f J i ζ 使用され

るが，他の映像信号も録画可能

である。

日/ ホ ー ル 内 お よ び 録 画 室 設 備

1. 大ホ ー j レにおける催しの録画あるいは放送局による中継

のl燃に使用するカメラ ・コンセ ント はホ ーj レ周辺に 8 カ所配置

されている。

録阿する場合はサブ 1 Iζ 調整設備がないため ，I![ 4 項 7 スタ

ー宝 lζ 信号を送り ， 乙乙で V T R ICより録画する。

2. 小ホ ーノレは大ホ ールに準ずる。

3 録画室( 総稽古室) ，ζ 首位使用されるイメ ージオ J レシ コ ン ・

カメラはカメラペデスタノレを用いカメラワ ークを容易にしてい

る。使用レンズについては ，録画室内では80- 540 mm( f  4. 0)  

80- 54 0 mm ( f  7. 3) である。

音声 lζ 関しては ，床および吊 マイ クロホ ン ・コンセントを室

内 lζ 設け ， これらに接続された マイク ロホン 出力はサブ 3 側壁

lと設けられたマイク ・コネクタ盤に集められ，接続 コード によ

る適当なノ f ッチンクーによりサブ 3 の入山力分電盤を経て ， < ス

ター室の音声調3差点 lζ 接続される。

v . 放 送 中 継 専 用 設 備

大ホ ーノレ用放送 rlJ 継専用設備。 乙の設備は テ レビ放送局所有

の中継卓 ，録画車などの局外中継設備 を用いて大 ホーノレで公演

されている演技を中継し ，ある いは 録画する際 に供用さ れる。

放送局持込の T V カメラは ホーJ レ周辺 8 個所 lζ 配置し で ある

カメラ ・コンセン トlζ 接続し ，音響調整室内( サ ブ 1 ) のカメ ラ

・コンセン ト板を経て中継車 コンセント 盤に至り ， ζ 乙で中継

車内のカメラ制御器と接続される 。中継車内で処理された本線

山プJ は同車内の F P U送信制御部に供給され ，24心カメ ラ ・ケ

ー ブルにより中継車 コンセン ト盤経由で屋上 コンセン ト維 に 至

り，乙乙で F P U送信機によりそれぞれの演奏所 l乙伝送される。

音声についてはステ ージ袖の コネク タ盤よ り音響調整室入力

盤を経由し ，中継室音声コンセ ント 般に至り ζ 乙で持込みの音

声ミクサで混合調整され，サブ 1 の出力 コンセント 盤を経て 中

継車コン セ ント盤 lζ 至り ，中継車 と接続する。なお ，中継室音

声 コンセン ト盤κ は音響調整室出 力 も入れてある。

7 9  



国 立 劇 場 建 築 工 事 の 施 工

限られた工費で建てられる現代建築では ，その芸術性は技術

的裏づけを待たなければ発揮する乙とは困難である。

現代技術においてはそれによる生産性の高低がその評価のE

要々索である。

建築生産の技術的方式には設計段階できめられるものと ，施

工段階で決定する余地のあるものとある。

そして建築技術の生産性で在来の方法と比較して向上してい

るかどうかは ，部品の工場製作を多くし ，現場での手聞を機械

化し ，総作業時聞を減少させ，工期を短縮し ，工費を削減し ，

精度を高め得たかどうかによって判断される面が多い。

国立劇場工事で設計段階において，在来の平均的工法と比較

して生産性を高めるように考慮されたと結果的 lζ 認められるも

のは ，

1. 外装用として，外面大部分を被寵する工場製作可能な総重

量 1500 t  ! 1 : : およぶ校倉組型軽量 コンクリ ート ブロック工事

2. 内装材料の種類のてい減による工事の単純化への指向

の二つである。

乙れに対し ，施工段階で決定された生産性向上への努JJ とし

ては，

1. 駆体その他の個所 lζ 使用されるコンクリ ート 打設に コンク

リートポンプを使用し ， コン クリ ー ト搬送を機械化し ，短時間

lζ 大量の搬送を小人数で行ない ，その品質管理を容易にした乙

と， 乙れは同時に コン クリ ート 打設の際に配筋を踏み荒される

乙とも少なくしえた。

2.  内装工4J]: ，と最も多く使用されたセメン トモ j レタノレ塗りにお

いて，調合ずみのモルタ J レの搬送および下塗 ・中塗段階での塗

付 けをポ ンプ操作によって行ない ，工程を簡略化し ，手聞を省

き， モノレタ J レ接着力の増強 lζ 役立てた乙と。

3. 主要部分 とみなされ，特 lζ 精度を要し ，また大量に必要で

あった庇，極の コンク リー卜円型枠を工場製作し工費のてい減

に役立てたとと。

ζ の他 既 lζ 』出j有されて いる部品の工場製作 または機械化工法

もととでは多く使用されたが，設計段階，施工段階で考えられ

た建築の生産性の向上への配慮を工賀的にすべて合算すると ，

建築賀( 除設備工事費) の総額の約8096におよぶ。

8 0  

建 設 省 営 繕 周 監 督 課 課 長 補 佐 永
安弘田

.. 

さて次に本建築を特色づけ ，かっ手法としては手工業的では

あるが，施工，維持管理の点では極めて経済的であるという将

来への技術発展 の指向性を含むとみなされる 校合組ブロックの

行色の概要を示そう。

まず コンクリート ブロックは

セメント 終日人工細' 円材 経由人工粗fi' 材 W/ C A E tf! J  スランプ

125kg  7.51;1J  7.5切 30
0

6 50cc 2. 5cm • 
の割合で調合されたが， 乙れを成] 彰後表面をサンドブラスト儲

けし ， その日荒しされた I討に Mi 緩応一鉄と硫酸マンガンの混合

水前f伎を塗布し ，十分以透せしめた後，やや湿った状態で，更

にj[fll マンガ、ン酸カリ ウムと 苛性ソ ーダの混合水溶液を塗布する

と酸化第二鉄と二酸化 マン ガンを主成分とする黒褐色のとt 打色

系が得られる。乙の反応を完結させた後，水洗により過剰な，¥' j

性ソ ーダと水溶性生成物を除去する。

i X 着色ぷは極めて安定したものであるから ，将米一般塗料の

ように一定期間後再塗装する必要はない。

( なお，詳しくは 「技術の京」欄のケミカル ・ステイニングを怠烈のこと 編集苫注)

一 般 工 事 概 要

1. 地 業 J: 'jT 

P . C コンクリートノマイ ;1ノ400φ

杭長 9 - 21m 総本数約 1， 270本

• 

ディ ーゼノレハン 7 ーにより打込み

2. 鉄筋コンクリ ート 工 事

コンクリ ー ト打設総旦 : 約 22，000m
3

型 枠 : 約 24，500rrf 鉄筋 : 2，150 t  

コンクリ ート ポンプ性能 :

故 大I比出品 : 25m
3
/h  (4- 25m'/ hの範囲で可変)

輸送距離 (;K平) 400m 

( 垂直) 50111 

践コンクリ ー ト排山方式. 水洗式，圧気式いずれも可能

輸送管径 150111m 175111111 

3. 鉄 骨 工 'H

鉄骨総泣 : 約 1， 000 t  

移動ク レー ンにより組立て

主な鉄骨

大ホ ー J レトラス &=26. 950m W = 8. 000 t  

‘  
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名 J;lミ 巾 木

ラウンジ側廊|フェノレ卜下地 lモルタル塗 杉征合板

特別室 |カーペット敷|会生地仕上|サノグレード吹底目地張生地仕

玄関広| 閉山 |  淑 |付 l  上

有孔リードボ ー

ラテックスエ 7

ノレジョン

ペイント塗

杉征合板

底白地張り

生地仕上

1' / / 7 1 ト張

川 角 タ イ 峨 :3J5スエマ

ペイント主主

主 要 各 室 仕 上 表6.  l 台

2 台

W = 12. 000 t  

W = 14. 000 t  

& =23.  100m 

& = 19. 250 m 

大 ホ ー J レプロセニアム

ロー デP イ ン グ ト ラ ス

ｾｉ 二壁 天

中

古

アスファノレ卜防水 : 一 般 屋 根

コこ;J( 防4  .  • 

塗ロ
AV

 

Aγ
九
一

J

勺々

/
レ

化

ニ

張

塩

ビ

ル

山

出
のそ

室

室

室

継

送

聴

巾

放

試

光庭 ，JJt 

ＮＱｊｾ＠工

シ ート 防 水

片

岡

口左5.  

1:i. 同

モル タノレポンプ性能

客用男女使→l

化粧室その他|大型石張

モルタ j レl比出. w: :  Ｐ ｾ ＴＰ ＦＯ 分

大理石張

搬送距離 . 水平 135 m，垂直 4 0 m

極化 モノレタノレ塗

ビニーノレタイモノレタノレ塗ラテックスエ 7

J レ; i - - /" V . P塗 ノレジョン

一一一一，_二一一一 一 一 一 ペイント塗

ひる石プラスタ

ー主主 桧板打上

V. P塗

プラスタ ー塗

砂オクラテック

ラテックスエ" 杉紅合板猿り

ノレジョンペイン

ト塗

フェノレ卜下地 モノレタノレ塗

ヲーペ γ 卜敷桧生地仕上サングレード吹杉征合板猿

さ ポ 「

機 械 と 手 仕 事 の 比 較 例

工 程

下地処J l . . i l

吹 付 l

清 和}J

- 市 塗1

定 規 ず り I

上塗，定規ずり 1

金ごて抑え j  

小 計

合

比 率 ( 人1m
2

)

上同

便所，劇 団 法 イ ク タ イ

ｾｗｩ 皇室
ぶ務室他

〔壁 モルタノレ塗 仕 上 の 場 合 ( 100nf) J  

一色 且_ ( t リ三二11 塗 F 一一

一主宣L人) 手元( 人: 翫 天7 手元【天了

5jlj 極

• 
桧フローリン除

グ張 V .  P 塗

脱衣室
2.0 

3. 0  

5. 0  

7. 0 

0. 5  

4.o 0. 5  

6.0 0. 5 

O.  5  

8 1  

畳敷き屋

大小ホ ーノレ

客席

2.0 

7. 0 

0. 29人1m
2

29. 0  

10. 0 

22.0  11. 0  1. 5  

12. 5  

O.  125人1m
2

計ー
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国 立 劇 場 の 紋 章

デザ、イン : 吉田五十八

8 2  

国 立 劇 場 の 運 営 に つ い て

国 立 劇 tP . i 理 事 長

寺 中 作 雄

徳川末期に ，江戸の目抜の場所にあった中村 ，市 村，河原崎の三座が出火焼失したとき ，芝居小屋

なぞという風俗壊乱の巣窟ともいうべき悪所を「御城近き市rl l( ζ 差し置き候ては御選立にも桁もとり

候 事lζ 候」というよ うな次第で，問題の三座はお上の命令で，浅草の装 田岡， 浅茅が原ともいうべき

場所へ転座仰せつけられたのであった。 水野忠郊 の天保の改革 ( 天保13年 ，1842年) である。劇場は

遊廓同様の悪所と見られ ， 俳優は乞食か犬 ｾＱＧｬｩ 扱いにされて ， 編笠な しでは 表も歩けなかったのが ，丁

度今から百二十年前の乙となのだ。

今や政府自ら ＳＸ ｻ なという巨貨を投じて ， ＱＲ 居の長観をまん前 ｬζ 望む場所 ｬζ ， 国立劇場をｾて ， 政府

.. 

の手で歌舞伎俳優を集めて興行をわとうというのであるから ，百二十年の変選 まことに皮肉なものが .  

あるといわねばならない。

国立劇場法第 1条 lζ は「国立劇場は ，主としてわが国古米の伝統的な iJJ 能の公1m，伝承者の益 j此 調

査研究喝を行ない ，その保存および仮夙l を図り ，もって文化の lilJ 上 lζ 寄りする乙とを目的とする J と規

定されている。世界 l乙国立劇場を持つ国は三十数カ固におよび，一国数館をもっ国も少くないから ，

恐らくその数五十館lζ 余るものがあると思われるが，わが国立劇場のごとく ，その設立目的が占米の

伝統芸能の保存，振興にある旨を明記したものは珍らしい例であろう。従って乙の乙とが ，わが国立

劇場の基本的性絡をなし ，他国の国立劇協に比して大きな特徴をなすものといえるであろう。

わが国ほど長い伝統を持った古典芸能を今口 lζ 伝えている国も ，他 lζ は多く例を見ないであろう。

雅楽の歴史は平安初以来実[ 乙一千三百年におよび，鎌企室町の武家時代文化を代表する能楽は六百年

の伝統を誇り ， また人形浄瑠Mと歌舞伎は約三百五十年の古い伝統をもっ占典演劇lである。それらが

相互に干i 機的なつながりを持ちながら保存継承されて今日におよんだというのは世界の芸能火上lζ 煩

例を見ないと乙ろで，実 !ζ17j -重なわが同の文化的資産である乙とはいうまでもない。

国立劇場は ζ れらの貴重な伝統芸能の公開と伝承 pf の養成，その調査研究等の・jム業を併行して行な

うとともに ，それらの事業の余裕を見て ，劇場) J f Q設の一般利用を図る ζ とも燦1J 頃の副次的な 11 的とし

て述営されるのである。

1. 伝 統 芸 能 の 自 主 公 演

何といっても自主公演のE 要なものは歌舞伎公演というととになる。歌舞伎は半年度年n日大劇場で

九回，小劇場で一回位を企画しているが，予算その他の都合で，大劇場で九間以上の場合も J5 えられ

るし ，またその内の数回は古典歌舞伎以外の新歌舞伎または新作物の上演という乙とも考えられる。

また次代国民の巾 lζ 歌舞伎の愛好者をnてる怠 l沫で ，rll ，高等学校生徒のための歌舞伎教主的公出と

いう乙とも企画される予定である。

歌舞伎公演の方針としては ，(1)できるだけ原典を尊重し ，原典のもつ l沫わいを山す乙とを本行とす

る ζ と。 (2) なるべく通し狂言を也前とする乙と。要は ，従米の歌舞伎が俳優中心主義 lζ 流れすぎてい

た点、を反省し ，俳優の演技とともに ，脚本主義( レパー トリー ・システム) を加味して演口選定に当

る ζ と。その意味で ，(3) 意 欲的古典作品 の復活上演を研究企画する乙と。 (4)つとめて観客に分りやす

くするように努め ，歌舞伎を親しみやすいものにすること。 (5)配役は適材適所を旨とする乙と。 (6)俳

優の仕勝手を排し ，演出の統ーを図る乙と。 (7)伝統的な歌舞伎の技法を基盤とした戯曲のお1J 作を史励

し，将米とも歌舞伎レパー トリ ーの拡充 lと努める乙と。

• 

• 



以上のような一般方針に従って ，初開場の公演演目 lζ 選んだのが，11月，12月の 2 カ月 1mを辺ずる ，

「管原伝授手習鑑J の通し上演で・ある。 11月が，勘三郎，栴幸，仁左衛門 ，府治郎，三津五郎を rll 心

{ と大序大内の場から率引まで ，12月が幸四郎 ，ct l j! ，梅幸，勘弥，三津五郎を中心 lζ ，車引から切の

乙と tま あ ま いが

大内山までを上演する乙とになるが，その内大序 ，道行詞の廿替 ，切の大内山などは歌舞伎で初めて

上演されるものであり ， 乙うした完全通し上演は今まで企画された乙とがないのである。

興行迎営の面では ，従来商業 j剥湯では一日 2 0;;]の 2 部興行が行なわれるのが普通であったが，国立

劇場としては原則として夜だけの 1 [ i ; i ] 公演( 土 11?j ) 日のみ昼夜 2 回， 日曜日昼間 1 回) に踏み切り ，観

・F 客の佼利とともに ，俳優の休養と修紋時聞を取る乙とを考えた乙と ，また普通月の公演は 1 日から 27

• 

日頃までびっしり行なわれていたが，国立劇場では ， 6 日初日 ，27日終演の22日間 ，25回公演にし ，

前月末から稽古にはいって ，月の 5 口まで ， 1 週間の舞台稽古をみっちり行なわせるように計岡した

ζ と，そのために収入が減ずる犠牲をあえて忍んでも ，公演には充分絞り上げた演技を見せるように

配慮した乙と ， さらに ， 乙まかい点では開演時刻を午後 511'! j とし( 将来は 6 時，あるいは 6 ｬｉ ｾｪ 半とし

たい) できる限り観客: の昼間の会社勤務 lζ 支障のないように配lむした乙となどに ，国立 l担IJ 以公訴i の特

徴を出したつもりである。

なお観客動員の方法として ，会員制度の国立劇場観成IJ 組織「あぜくら会」 を出発させ ，入会金五百

円，毎月五百円 ・千円の月初会出を納める A . B 会員 と，年に一万円 ，二万円 ，三万円の年額会1lj:を

納める C ・D . E 会員の五種穎で会員を募集したが，都内十三銀行の協力も手伝って ，既に六，七千

人の会員組織ができ上った現状である。会員の特典は入場料を二割 引にする上 1<= ，電話 rli 込による俊

良座席を確保してあげようというサービスである。

歌舞伎以外の自 主公演としは ，文楽を小劇湯で年間60 1- 1 上演するほか，邦楽邦舞を大，小劇場で各

6 回位 ，3響楽，能楽 ，管弦，声明 ，狂言，民俗芸能 ，IJ1t球舞踊などをそれぞれ 2 日ないし 4 日ぐらい

上演する ζ ととなるであろう。

2. 伝 統 芸 能 伝 承 者 の 養 成

明年度あたりから実施の目 ｴｾ で ， 目下準備段階であるが ， 大体の計画はまず主として歌舞伎宮古川の

養成から手をつける乙ととし ，初等科および研究科の二科を置いて ，初等科は中学卒 ， 1 級30人位，

修業年限 2 年位，研究科はUi 後教育修了朽の専門教育 lζil l 点を置いて ，修業年限 3 年位のものを考え

ている。

.  なお ，与A { 技者の養成のみならず ，伝統芸能 lζ 関する作者，演山家，作曲家主号:の育成保護についても

具体的な方策を考慮している。

3. 調 査 研 究， 資 料 収 集 等

自主公演上演修補演目の基本; 台帳の作成，整備 ，台本の校訂，定本作成等の調査研究に併せ，伝統

芸能 ｬζ 関する図書 ， 台本 ， 小道具 ， 衣裳 ，レコー ド ， スライド ， 写 工ｾ 等の収集 と ， その展示を行なう 。

また文1! ? ，写真 ， レコード映画45: による必要な記録作成にも j J を入れるつもりである。

4. 劇 場 施 設 の 貸 与

劇場施設を自主公演に使用する以外の残余時聞は ，一般に貸与する乙ととなるが，その貸与方法は ，

使用目的 lζ 応じて次の三種別に分け ，使用料もその穂別によって差をつけ た。

第一種は ，公聞によって演劇等を上演する場合である。入場券などを発行して，不特定多数の! i . の

・観覧を許すものはすべて乙の種別にはいる。国立劇場の信用と品位を保つ乙とを配慮して承認制度を

取り ，新l長IJ などの場合は ，再演物で芸術作品としての国民的声望をおさめているものを rll 心として伎

用を承認する乙ととしている。

第二障は非公開を建前として ，芸能の試演などを行なう切合である。この場合は芸能研修の立 l沫で

なるべく広く使用される乙とを期待している。

第三種は芸能の理解と普及 lζ 役立つような講演会 ，講習会として使用される場合で， ζ の場合は使

用料も等しく低額に配慮している。

8 3  



国 立 劇 場 建 設 計 画 年 表

昭 和 年 月 日

30. 7. 2  

31. 3.  8  

31. 4. 17  

31. 5  

31. 8.  21 

32.  6. 12 

32.  7.  10 

33.  11. 12 

33.  12. 22 

34.  4. 21 

34.  5.  29 

34.  6. 26 

34.  9.  8  

34.  9.  30 

34.  9. -

34. 12.  8  

34.  12. 19  

35.  9.  22 

36.  2. 10 

36.  2.  16  

36.  6.  30 

37.  4. 

37.  7. 7  

37.  7.  16  

8 4  

設 立 経 過 お よ び 設 計 ・建 設 経 過

芸能施設調査研究協議会設置

同協議会答申 一 国立 劇協 としては理 想とし て次の案が考えるが ， さしあたり ， 古典大 劇 場 ， 古よｾｾ小 劇場を建設

(1)  大劇場( 占典中心) 2，51∞人 (2) 小劇場( 古典中心) 1，∞0人，

(3)  音楽大ホ ーノレ 2，5∞人 (4) 音楽小ホ ーノレ 7∞人 ，

(5) オ ペ ラ 劇 場 2，∞0人 (6) 能 楽 堂 500入

国立劇場設立準備協議会設置( 附議決定)

敷地交渉はじま る。パ レスハイツ 案大宮御所案等検討

協議会第 l 次中問答申

(1)  大劇場( 古典rll 心) 2，500人 (2) 小劇場( 古典中心) 1，000入

国立劇場設立促進同会議員連盟発足，当面敷地決定の促進にあたる

衆議院文教委員会において ，国立劇場の早期実現方を次議する

ノマレスハイツ跡32，7∞ m
2

( 9，909坪) が国立劇易敷地 lζ 決定( 国有財産中央審議会答巾)

協議会第二次111
問答; 巾ー( 現代芸能界の修正意見強硬〉

(1)  第一劇協( 占典[1二l心現代も可) 2，∞0人 (2) 第二劇JJ 易( 現代中心古典も可) 1，3∞人 ，

国立劇j易lζ 対する ill 築家会議より ，文化財保護委品会および準備協議会 [ζ 対し 25望111促山

協議会修正答 rj 'l

(3) 能 楽 700人

(1)  第一劇 場 ( 占拠 I-r
l
心) 1，500人 (2) 第二成IJ 脇( 現代111心) 2，000人，

協議会は修正答 qllζ 第三劇騒を追加答 rll

(3) 能楽堂 700人

(1)  第一劇初( 占典rl] 心) 1，500人，

Ｈ Ｓ Ｉ 能楽ｾ 71∞ 人，

(2)  第二劇協( 現代中心) 2，∞0人 ，

(4)  第三劇場( 占典111
心) 8∞人

上記の四劇場集については ，財政および. i J ! 築基準法士号の問題で凶劇協を同H年{ζ 建設する乙とは不可能との結論を得，準備

協議会で符: FII の調絡を審議し ，次の突を得た

113一案 第一次 計 画 第一場劇( 古典I j l 心) 1，5∞八，Z15二劇場( 現代仁11
心) 2， C∞人 ，関係施設

第 二 次 ｾ ｪＭ ｩｊｉｔｩ ( 新たに数地を求めて) W三劇財( 占拠[1. 1心) 800人 ，能楽堂700人

ノ マレハイツ跡敷地 Ｇ￩Ａ［Ｈｾ 二 劇協を建設する乙とが不可能な場令は

第 二 案 第一次 計 画 第一成IJ 湯( 古典1-11心) 1，5∞人， !; n三政l防ri (古典中心) 800人，関係施設

第二次計阿 ( 新たに敷地を求めて) 第二劇場( 現代11" 心) 2，∞0人 ，Ii 日主主 7∞人

文化財保後委民会と ｸｴ 設行との間 ｋ 業務分担の ｊ ＱＺ ＱｾＺ 交換

日本建築家協会長より準備協議会 lζ 国立劇場建設に| 苅する要望S を提山

文化財保護委員会は特定行政の内立を伺う

文化財保説委口会は笑施要綱決定

(1)  ?j"; ー劇場( 古典中心) 1，3∞人 (2) 第二劇初( 現代 rll 心) 1，8∞人 (3) 関係施設

西側民有地約 1，310坪ら敷地 {ζ 追加する

準備協議会で実施1 E 制の現敷地における実施 について検討した結果 ，日JI:日 ，ＡｾｉＺｴ 巨樹 ， ｬｩｔ ぺいネ亡す ［ｸｴ 築云 ｬ ｩｬＡｉ ｩ 上困難が多い乙

とが確認され ，その実現が不可能な乙 とを確認し同東を修正検討する乙とについ て了解

文化財保護委員会修正安綱決定

現地 lζ 次の施設を設立し ，芸能 (ζ 関する調査 ・研究および公IJFJ 守: を総合的に実施する 1-11心機関とする

(1) 劇場( 前山 rll 心 1，ωoノ'，) ， (2)  関係施設( 資料 ・調査 ・養成 ・1:' 理〉

準備協議会で文化財保護委員会修正 ， 実施要綱了 ｉｾ される

文化財保護委日会修正 実施要綱の 建設案につ き ， ｾ築基準法上の特殊処分 ｭ 築許可Ｉにつき東京仰の内誌を得る

建設符 lζ 国立劇協設計競技事務局を設ける

建設案について大蔵符と折衝 ，建 設規模 ， 実施ｾ綱概裂を内定する

(1)  1剥窃( 古典rl] 心) 1，800人 (2) 資料 . ｾｪｩ､ 査 ・ 養成 Ｈ ＷＰＰ 人程度収容の小ホーノレを合むＩおよび管理関係

建築延面約約23，5∞111

2

，建設工事政約23億円 m築工事1!i ，造図 ，駐車場 ，ｾＺｾ台機緋 ， 音 Ｔ 問 。 ｾ ，照明設備' t i )

建設省より国立蹴IJJあ設計競技審査員を次の 9 氏K 委嘱

伊藤 ｾｾ朔 ， 内在 ｬ 祥 三 ， 河竹繁俊 ， 岸田日山刀 ， Ｑ Ｑ 桁 誠 一 郎，

谷口吉郎，細川設立 ，村野jl;長714，吉田五十八

司.

• 

"  

• 



昭 和 年 月 日
設 立 経 過 お よ び 設 計 ・建 設 経 過

.... 

37.  7. 19  

37. 8.  4  

37. 9. 1  

37.  10.  31  

38. 1. 14  

38. 2. 28 

38.  3. 5  

38. 3.  23 

38. 3. 26 

咽ι

38.  4. 24 

38. 4 - 8  

38. 10. 28 

38.  12. 2  

38.  12.  18 

39.  1. 24 

39.  2. 13  

39.  4  .  

• 
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「国立劇場設計競技審査会」設置 ・第 l 回審査会

「務査規定J i 設計競技募集要項」決定( 第 3 回審査会〉

「国立劇脇設計競技募集要項」配布，登録1J 11始

登録締切登録者数2. 3ω 名 . i tH 1巨l質疑応答書」審議 ・決定質疑594問( 第 4 回審査会)

i ?l' S  2 回質疑応答書J ｾ評議 ・ 決定 ， 質疑 Ｑ ＲＴ 問Ｈ第 Ｕ 回審査会Ｉ

応募作品 ，受付締切 ，応募作品 . 307作品( 内 10作品外国より出品)

応広作品選考開始( 第 6 回審査会)

入選作品決定( 第 11 回審査会 . ｾｾ＠ 6 次選考)

設計競技入選作品発表

1等 岩 本 博 行 ほ か13名 n金 350万円 ， 2  ｾ号松本陽 一 郎 立金 150万円 ，

Ｓ ｾ＠ 山本俊介ほか 6 名 賞金 80万円 . 3 等 梅 原 武 美 ほ か l 名 1.1・金 80万円

{ 凶， 5 点，吉村順三 ・佐々木健| 到ほか 4 名，宮谷重雄ほか 5 名，牧野良一 ・田中俊良 n金各30万円

入選作品展示会 ・東京国立博物館 4 月24- 26日

文化財保護委員会は大蔵省 K 面積その他改訂袋求を行はい迫加折衝をし ，一郎面積増の内諾を得る

1  '等入選者岩本博行ほか13名 lζ 設計顧問 として設計協力に閲する業務を嘱託する

白木放送協会技術研究所に国立劇弱音響調査および設計 f[ 関する技術協力を依頼

舞台機構. jJ:日明の設計コンサノレタントとして設計協力を次の 7 氏lζ 依頼 ，trs 1回打合せ会を行なう

舞台機構，伊藤政郊1. 金井俊一郎，菅原卓 ，竹柴蟹助 ，長谷川 三之助

舞台! 照明 ，穴沢喜ー美男 ，遠山的'Mfr

N H K の音響設計コンサルタン トとして俳優 . ｾｆｦ ｩｩｬ￭ Ｎ 音曲士号実技者 Ｘ 名 ， 評論 ・ 演出家 Ｕ 名 ， 音響学者 Ｓ 名 ｦ｛ 設計協力方
を依頼 ・打合せ会を行なう

音響関係 コンサノレタン卜 . N H K . 設計関係者と共 lζ ，歌舞伎座にて演技を見て実施検討会を行ない ，音響 ・視覚等の調

査 ・討議を行なう

実施設計( 主体工事関係) 完了

大劇湯( 客席数1，746) . 小劇場( 客席数630) . 資料 ・養成関係諸室 ，管理関係室

地上 3 階，地下 2 階，延面積 26. 988 m
2  

主 ｾ築主体工事施工者に竹中工務応が決定 ・ Ｊ￭ 工Ｈ工期約 ＱＴＮ Ｕ カｊｊＩ

国立劇場建築工事起工式文化財保護委員会主催

国立 劇 場設立 ＺｩＡ ， ｴｾ Ｑｉｩ 会および‘国立 劇 初設立準側 ｬ 室の設置

術生工事者工( 工JUl 約 14カ月 施工者須賀工業株式会社)

空気調整工事活工( 工期13. 5カ月施工者株式会社竹中工務応)

受変fU設備工事者工( 工期 13.5カ月施工者株式会社l児市会)

fE気工事着工( 工期約13. 5カ月施工者株式会社竹中工務底)

通信工事者工( 工期約 13. 5カ月施工者三t1. 1' ，G: 気興業株式会社)

エレベ ータ工事活工( 工期約 14カ凡施工者日本エレベータ製造株式会社)

ガス工事者工( 工期約 12. 5カ月 施工名東京瓦斯株式会社)

建築仕上工事石工( 工期約 12. 5カ月株式会社竹中工務} ，5 )

fE話交換機設備着工( 工期約12カ月施工者;'1' 屯気工業株式会社)

音響設備工事活工( 工期約 11カ月施工者株式会社竹中工務庖)

舞台工事者工( 工期約 11 カ月施工者株式会社竹中工務庖)

映像巾継その他設備工事れ工Ｈ工 ｊ 山手 ｾ Ｘ カ月施工者東京芝 ｩ､ ￬ＧｾｇＺ気株式会社Ｉ

特殊法人国立劇J易発足

外梢その他工事者工( 工期約 4 カ月施工者株式会社竹 '1

'
工務応)

文化財保護委員会より ，劇場附子 ，じ申うたん ，家具 ，大道具関係調
& . ;;¥n兵士事を発注

建築 ， 設備 ， 舞台 ， 音響 ， 映像 ＧＱ Ｇ 断その他各工事竣功 ・ ｾｉ 波

外構その他( 植樹，舗装 ，工作物等) 工事唆功 ・引波

ｂｾ Ｎｬ� ｪ 式Ｈ乙けら落しＩ文化財保護委員会主催 ， 内閣総理大臣 ， 文部 ｩ 大臣 ， 建設大臣 ， 衆参両議長 ｾ ｾ［多数参加
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日 本 の 国 立 劇 場

泉 嘉 四 郎

1966年の秋，Si 居の泌端1 I ζ 国立成IJ 易Jが唆lぷされた。すなわち ， 日本の国もはじめて国

立劇場を持つ ζ とになったわけである。

そもそもの乙と ， 乙の国の国立劇場設立五IJ 動は ， 明治初年の頃から l 部の識者の間で

m"日されて以来 ， その運動としての消長が数民: 繰返されてきたものである。私がいまだ

学生の身で劇場通いをしていた頃( 昭和10年前後〉にも ， 故中村吉政博士を rl l心とする

辺動が盛り上った ζ とがあったが， その当時のわが国内での実感では夢か処空的とでも

いったような印象を拭い切れ得なかった。 そしてやがて乙の盛り上りも Ｑ ＱＡＺ￭ Ｎｉｉｾｪ の後 ｬζ 勃発

した文 IRi'H変のためにけし飛ばきれてしまった。

乙のようなものであった舞台芸術愛好行の設が， たまたま明治百年を迎えようとする

ときに当って現実のものとしてやっと結実したのである。 乙のたびできあがった国立劇

場については ， その運営方創設定の問題なり ， ｾ築基本設計採用方法の問題 ， 実施設計

舵進方式の問題などについて ， 究局的 ｬζ は実 Ｑ 療にできあがったものの ｪ 担 ｉ ｊ ｾｪ としての使い

具合について種々と検討すべき点もあることだろうが， 私は先ず， n木にも国立劇場が

生まれたというその乙と自体 iζ 大きな立義を見出したいと思っている。

しかしてまた ， 国立劇場ーというものは ， ただに首仰の一地点 l乙一位1処だけできあがっ

ただけで， それで能事了れりというものではなし、。 ヨー ロッバの諸国に徴しでもそれぞ

れ国内の主要都市に分布して数劇場が維持運営されている実状である。

ヱアたびの第 1 番 目 の 国 立 劇 場 の 存 在 時 が 良 時 揚 さ れ る な ら ば ， さ ら 口 の 第 1

の鰍を改良進歩させて，第 2 ， 第 3 の国立成IJ幼の建設が推進されることを期待したいの

である。

私慌にわ たるが … ris築と社会」から乙の原稿執筆の依頼を受けた後になって ，思

いがけなくも海 外 旅行のＺｩｬｾ機が生起したので ， 近く渡航してつぶさに世界の国立劇場を

実見調査すると とができる ζ とになった。 それで日本の国立劇協についての内容の評価

は，すべて帰朝以後の乙とにしたいと思っている。

そ乙で， 原稿締切日の 1 カ月も以前 lζ ， 約束枚数の半分にも足りない一文を急速 K まと

めてi !iーを塞さがせていただく次第である。

(1966. 10. 11)  
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技 術 の 頁
53 材 料 部 門

国 立劇 場 外 壁 コ ンク リート に用いたケ ミカル ス テイ ニ ン グ

.... 

1. は じ め に

• 

あぜ〈ら

国立劇場の外壁 IC用し、られた校倉i隊式のプレキャストコンクリ ートブ

ロックは，建物j のもつ古風なイメージにマッチした仕上げをどのように

して笑現した らよいかが肖初の大きな問題の一 つであった。乙の建物の

デザイン上のモチーフとなった正念院の校合は ，千数百年の風雪を経た

その占さからくる独特の風合いを持っており ，われわれに強く辿ってく

るものがあるが，近代的な鉄筋コンクリートに正倉院の校倉のイメージ

を再現させるには ， もはや在来のペイント塗装や顔料混和や' 同材露出仕

上げなどの手法ではどれ一 つ設計者の主主を満たすものがなかった。設計

において打立てられた思恕を如何にして実践するかにはいろいろの考え

方 があるであろうが ， ｾｴ ￮ＧｪＮ＠ ，c技術的な背景がそれを可能にする湯千? と然ら

ざる場合が生ずる 。 しかして設計におけるオリジナリティというもの

は，既存の技術の集積のみに甘んじていたのでは新しい思想も芽生えな

いであろうし ，また技術の進歩もとEまれないと恩うのは独り筆者の慾見

であろうか。 ζ ζ で述べる国立劇切の校倉 lζ 取り上げられたケミカノレス

テイニンクの手法は ，設計において怠図された思想2が新しい技術の誕生

を促し，その発展が逆 IC設計者の芯図する ものにフィートノミツタして笑

りを与えた一つの例として ，筆者ら関係者一同にいささかの満足をもた

らした ものである。

。

40 e  

吸 3.0-

2.0  

率

( χ)  

情 ) 竹::122?:;? 久 保 田

:! :t 

J 口 典

l ー+ ー+ ー 未 処 理

2 ー ← →ーケミカルス子イニンク (A)

Ｓｾ ー←ーケミカルステ仁ンクＨＸ Ｉ

4 ー+ 一一←ーコックリートハードブー (Al

5 - ー→ーコンクリートハードブー( 8 )

10  

時

20 

間 ( hrs)

図- 1 ケミカルステイニングによる吸水性低下の一例

。
示

λ 士 λ を コ コ

J? j力、レ
J-' 力j‘-b  ハ ｾｇ 己

J¥ :: 

処

1 7  1j 

クY  クλ  

7ド l  ; !  

王室 (A )  ( B)  ( A)  ( B)  

図- 2 ケミカ ルステイニングによる耐摩耗性向上の一例

(T aberJ' t- H 試験 機1000サイクルの結 果)

8 7  

• 2.  ケミカルステイニングというもの

• 

ケミカノレステイニンク (Chemi cal St ai ni ng) とは ， コンクリートの

表面に化学反応 (C hemi cal reacti on) を利用して色づけ ( St ai ni ng)

する乙とからそのように呼称したのである c 筆者らは種々研究の結果乙

の手法を合理的に行なう多くの原理と その方法を開発することができ

た。国立劇場 lζ 取上げ られたのは乙れらの成果の一部のものである。乙

の方法は乙乙で詳しく説明する余裕を持たないが，原理的にはコンクリ

ー 卜なりモ j レタノレなりのいわゆるセメント硬化物中の水和反応生成物と

ある磁の薬液( 複数〉とが化学反応を起すことによって色素を作り ，き

わめて微細な色紫粒としてセメン卜硬化物j の表団組織内 lζ 沈活させると

とによ って達成 される。

一般に セメント硬化物を着色する在来の手法は ，ペイント塗装か，顔

料を混和するか ，有色の骨材による骨材露出仕上けとなす等の手法があ

るが，ペイント塗装の場合にはまず塗! 院の耐久性と ，下地からくる水分

やアノレカリ成分による塗l供障害が問題になる 。顔料混和の場合 K は高佃i

な顔料を内部の不必要な領域まで多五Hζ 分散させる乙とになり ，無 駄 で

ある 。 また多くの顔料はセメント硬化物の強度発生に有害であり ，同時

[ζ セメントのアノレカリ IC耐えるものが乙‘ く少ない。什材の琢出仕上げは

所望の骨材の入手の問題がつきまとい ， 乙れが経済的な問題にからまっ

てくる のケミカノレステイニングは顔料混和 l法と異なり ，表面だけの着色

タ 2

( 9)  

重

5 ・

A

斗

磨

耗

量 3

;%.主

仁 二 コ 麿 H 厚 み 減 少量

仁 二 ゴ 磨 耗 重 量 減 少 量

1. 0  

麿

0. 8耗

厚

L06 み

i成

L04 少

(mm)  



表 1  ケミカルステイニングの促進耐候性試験の一例

東洋理化( 附製サンシャイン型ウエザーメーターによる

wheatheri ng  test  ( 国立滋IJ 溺で用いたもの) 。

平 均 放 電 屯 圧 50V  

平 均 放 :FU 屯 流 60A  

降 雨 18 mi  n/2Hr s  

ド ラ ム 回 転 1  r .p.m 

ブラックパネノレ温度 63:!: 3
0

C  

供 給 源 水 圧 0. 9kg/cm
2  

P .Hキ 7

! 照 射 1I寺 閲 1000 Hr s  

結 果

)' (: J1; I感作用 lζ より ，若干顕色化され， 表聞の劣化は全

く認められない。

表- 2 ケミカルステイニングの凍結融解繰返えし試験の一例

A ST M- C291- 61  T による 300サイクノレ後にお ける相対

開性係数

ケミカノレステイニングを行なったもの 9796 

無 処 理 の も の Ｙ Ｔｾ ぢ

なお ，ケミカノレステイニングを行なったものの表面組

織の劣化は認められない。

写真一 1 ケミカルステイニングを施した校倉ブロ ックの現湯取付作業

写真一 2 スチームク リーナーによる現場洗練作業

8 8  

で，者i色屈は薬液の浸透する表面組織内 lζ11良られる。またとの処理はセ

メント硬化物が十分1<:: 強度を発現してか ら施されるので，コンクリ ー ト

の強度には何らの影響をも与えないばかりか，使用する薬液の種類によ

ってはむしろ表面組織を級密化し改賀するので耐摩耗性や耐 l汲水性が向

上し ，凍結融解の繰返えしにも抵抗性を示すようになる。また発1 0 . 生成

物はセメン トの水利1生成物によって発色するのであるか ら，当然 セメン

ト成分によって惚色なり変色を起す乙ともない。

3. 国立劇場のケミカルステイニング

国立劇場で行な ったケミカノレステイ ニングはその対象物がj 三郎分プレ

キャストコンクリ ー トブロック で，一部分現場打ちコンクリ ー トに対し

でも行なった。プレキャストコンクリートブロックは校合様式同点形し

た人工軽品骨材( ライオナイト) を用いたフロックで，中の新I i 強鉄筋に

は防金! ? 処理を施 しである。乙のブロックはケミカノレステイニングの仕上

げ効果をよくするためのいろいろな配慮がなされているが，ζ れらは総

て工局内の比較的管理された条件下で行なわれた。 しかし郎材の迎倣中

または躯体への取付中に汚れたり欠損した部分あるいは躯休へ取イ、j 後色

ムラの目立つもの等には現易で手 l立しを施した。現場打ちコンクリー卜

K 対してはもちろん現溺施工で総ての処理を行なった。乙の場介の色づ

けは l情褐色で ，あたかも桧の校合が長年の風雪を経て独特の l沫をかもし

出したと きに似た感じの色彩と tex tur e を狙いとしたので ， とt 成色素

は赤茶色と黒色の布I i 色効果を利川し ， 系地の textur e は特殊な方法で・

ラフ lζ 仕上げた。

ケミカノレステイニンクは紋柊工程として水洗による不安生成物の除去

工程があるので，現場路工の場合 lζ 水洗作業の段取りが恋かったり ，25冷

j切の作業で乾燥に1時間がかかるときは能率が低下する。しかし n然の降

雨による洗総効果の期待できるときは無理して洗糠しなくとも済む。乙

の洗い落すべき不要な生成物はエフロレッセンスとなってコンクリート

のぷ l自に吹き出すが，乙れはコンクリートの内部から徐々に IL¥る遊出IE石

灰なとの本来のエフロレッセンスと見なり ，7J<て‘ 容易に (1なける。したが

っておい、落 しやすいものであるから必配はなし 、。国立劇以ではボ l耐 ζ 十

分吹き山したときを見計らってホ ースか らの圧力水で洗い落す乙とがで

きた。寒冷期や多可の洗椴/ J < の佼川を主主まないときにはスチ ームクリー

ナーを使うと一倍効果的 ICエフロレッセンスを除去する乙とができる 。

4. お わ り に

ケミカルステイニングは ill 築物のコンクリ ー トばかり でなくセメン 卜

二次製品や土木方面のコンクリー卜 T eれにもその応用而が見山され，筆

者らはすでに石綿ス レート ，テラゾーブロック ，万代腕その他のコンク

リートブロック ，ヒューム竹ーな どのセメン ト二次製品にもその適JTIを試

みている。また土木工事における道路や法I国保護 コンクリー卜 に適用し

て風致の維持や，反射光によるドライパーの障害防止に役立てたり ，護

岸コンクリ ー 卜IC適用して漁業権の紛争問姐に寄与せしめる乙とが望ま

-. 

• 

• 

れている。 ζ のようにケミカ J レステイニングが意外な方向にそのJTI 途が @  

見山されたととは ，新技術開発の余録とでもいうものであろうか，とに

かく拡がった風呂敷の破れぬ乙とを念願して乙の杭を終る乙とにする。

終りに ，本研究の准進 lζ 吋り終! t ht' . l : 重なアドパイスをu易った当社:e，. 木

設計部長はじめ関係者名位 ， 1同立忠11以ー作業所佐藤所長ほか作業ifr 日各

位，現場作業 1<:: 直接協力していただいた中外商工附に深い謝怠を表し ，

併せてケミカノレステイン開発研究の巾心となって努力した阪口 ，坂根の

j 1 1 i j 研究所員の労苦を称える次第である。
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日本建築協会

. 月間の動き .  

. 昭和41年11月 分 .

定 時 評 議 員 会

28日 4 11与- 5 11寺 於 会 館 集 会 室

出附者( 評議員) 利11). ，森川 正日IJ議長ほか

4 名

委任状山席者 62名 計68名

( 理・J]:) 白JI' . ，Jfl 巾( 政) ，福中各氏

議 事 ( 1  ) 昭和42年度評議員選出数決定 lζ 閃す

る件

( 2 ) 名fF i正会 員抗準 1<::1刻する件

理 事
.6ー

ココに

10日 4 11与- 511寺 半 於 会 白i!{ 集 会 宝

山 席 者 塚 本 ，鷲尾高IJ会 長 ほ か 6 理 事，

;11'1三京都，符飼 兵JoiI 1ヰ文郎長

議 事 ( 1  Ｉ定ＱｉＡＮｦＺｬＧｾ議員会 Ｑｭ 催のｦＡＺ

( 2 )  i 建築と社会」大型化の件

( 3 ) 名谷正会員舷挙の件

( 4  ) 忘年怨・2見会 IJ!JHli のftこ

( 5 ) 図ti制集日)j 手-I*mの 件

( 6 ) 会館耐l徐夫採JTI の 件

( 7 ) 大阪市街地再開発促進協議会調査研

究専門委員会委員推せんの件

( 8 ) 入退会広永認の{ ' J :

( 9) 報告 'H.!Ji

主計理事会

2 日 4 11与- 5 時 於 会 館 集 会 主

i品川; お rnrll( _f<) ，ｾｾＮ［ｪ｜Ｚ ， 伴 ， Jrl1 j I c 政) 各理事

議事i . i l l 築とト1: 会 」 大 型化 の 件

事 業 委 員 会

忘 年懇親会小委員会

2 日 正 午- 2 11与 於 会 飴 集 会 室

山 市 右 尼1[1. : 1: : 査ほか 6 委 員

忘年怒親会の企画 |付終検討

若い会員の集い小委員 会

14日 6 11"1' - 8 11与 於 会 館 集 会 室

出席 .(ij IT川副委員長ほか 3 委員

気; 6回 (421:1'- 2月) 'JJ; 長企図について協議

委 員 会

15日 5 1時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 耳1"1) J : 委員長 ，尾1U，政 岡 ，山本高IJ

委 口 長 ほ か15委 員

議 事 ( 1  ) 忘年懇親会企画について

( 2  ) モ ン トリオ ーノレ万悶時規察凶の募集

について 出席者 佐野委員 長ほか10名

( 3) 昭和42年 1月 - 2月 の事 業について 議 事 「基準法改正案J ( 大阪府建築士 会 案)

( 4 ) 建 設 資 材 デー タシ ート の準備委員会 の 検討そ の 他

について

( 5 ) その 他

若い会員の集い

18日 6 1時- 81時 半 於会館 集会 室

出席 者 ゲス ト森 口徹弥氏( 大成 建設)

ほか30名

「モ ン トリオール万国博建 設 工 事 の 見IlA談」

16協 映画 ，ス ライドと 併用 してのX J t 設工事

のお話 しを きいた。

各種説明会小委員会

28日 5 1時半 - 8 11寺 於 会 館集会 室

出 席 者 岡 本 副 委 員 長，松村 幹 事 ほ か5委 員

0l 設資 材デ ータシ ート lζ 関す る 4 委員長

会議の報告を 中心 lζ 検討 した

住 宅 委 員 会 |

委 員 会

9 日 5 1時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷，野々村両副委員長ほか 11 委 員

議 事 今 後 の 'jC業 活動について

住 宅 小 委 員 会

25日 5 11与半- 8 11寺 於 会 館 展 示 室

出 席 者 黒 谷 副 委 員 長 ほ か 6 委 員

議 事 ( 1  ) 欧米の住宅関係資料蒐集! と関するf ' j ' .

( 2 ) 住宅委忘年会企画 の 件

編 集 委 員 会

委 員 会

11 日 4 11寺- 7時 於 会 館 集 会 宝

山内老 長 谷川 委以長ほか 61<，

議 事 ( 1)  12月号 - 公 害 と都 市 ・建 築 特 集 経 過

報 告

( 2 ) 正 月 号= 同立劇場; 特集経過報告

( 3 )  2 月 号= 0 l 設険械特集経過報告

( 4 )  3 月 号= 50周年記念号経過報告

( 5 ) 大型化の問題

( 6 ) 特集テ ー マについて

表紙小委員会

12日 12時半- 2 11与 於 会 館 集 会 室

出j市街 深谷委員ほか 3 名

; ! 去年の表紙についての具体案の検討

出 版 委 員 会

建 物 及び設備の保全改訂版打合会

146 正 午- 211を 半 於 会 館 集 会 室

ＯＱ｜ ｲＮ Ｑｾ＠ .(j' 榊 ，清 水 ほ か 4 委 員

執市について打令せた

鉄骨のデザイン編集幹事会

28日 2 11寺- 5 時 於 役 口 室

l出品川!席市宰者; 】伐iほ常尾委員長 ，木 旧 ，7宮占訂j川l川|いt斡巴jμL  

l出品却j版坂工程の調整を寸中1心 lにζ 検 討した

法 規 委 員 会

委 員 会

24日 3 時- 5 11年 於 会 館 集 会 室

士法改正打合せ会

30日 31時- 611寺 於 会館 集会 室

出席者 佐 野委員長ほか 6 名

議 事 ( 1  ) 建築行政 協会 (11月25日〉 の 報告

( 2 ) 建 設省 よ り 提示の 「現行建 築 士法 の

問題 点J について ，意 見書作成のた

め協 議した

| 建 材 委 員 会

委 員 会

25日 3 時- 51時 於 会館集会室

/ l J 席者政問委員長ほか11委 員

防露対策について( 第 2 回) 協 議

会 勢 委 員 会

5 日 111与- 311与 於 会 館 集 会 室

出席者 ｾｾｾ尾委員長ほか Ｙ 委員

議 事 会 勢 の {III 展について

50周 年 記 念 総 務 委 員会

モ ン トリオール万国博視察小委 員 会

2 日 5 11与半- 7時半於会館t R 会室

山J/I; 者矢' l ! f委只長ほか 4 委 口 ，交 通 公社

カナタ航空より 21ノ:

議 中 ( 1  ) 視終問の企阿細部について

( 2 ) 回日必集のスケシュ ーノレについて

( 3 ) その他

特 別 見 学 会小委 員 会

10日 正 午- 2 11寺 於 会 館 集 会 室

LUJI !;' ;者 [1 1/ ぷ委凸 j乏ほか 3 :ti口

特別見学: 会について協議

祝 賀会 小 委 員 会

11 日 5 時- 7 時 於 会 館 展 示 室

山席者 山本委員長ほか 4 委 口

50周年記念祝釘会について協議

展 覧 会小委 員 会

14日 511年半- 711与半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 ，谷 口 斡 札 上 野 委 員

創立記念、以覧会の合間について打合 せ

運 動 会小委 員 会

21 日 6 11与- 811与30分 於 会 館 集 会 宝

山席者 注目委員以ほか 4 委1. 1

特 別 見 学 会小委 員会

24日 51時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出山者 [1 1
山委員長ほか 4 委凸

議 事 ( 1  ) 特別l見学会の企画内科について

( 2 ) 乙んごの小委員会巡常 について

表 彰式 小 委員 会

25日 51時半- 711昔 於 会 館 集 会 主

wJm必 ｬｾｩｊ ＴＺ委員長 ，中 原幹 ＧｊＱ ほか Ｓ 委員

議 事 ( 1  ) ボ 1汚名' の選) 5 1 &準，純 凶に つ い て

( 2 ) 記 念 品 ，表彩状について

5  0周 年 記 念 号 座 談 会

15日 311与- 5 1時 半 於 会 館 集 会 室
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出 席 者 西山卯三氏ほか 8 名，

司会 : 滝沢 ，政問

「附和後期( 終戦後~今日まで) を語る」の

テー7 で座談した

日本万国博コンストラクション |  

ガ イ ド 作 成 委 員 会 |  

28日 正午- 2 1時於レストランパレス

出席者鷲尾副会長，溺I辺委日長ほか17委日

日本万国博覧会協会で印刷 し た 日 本 丸 英 @  

文を配布懇談

グ ル ー プ 世 話 人 会

29日 51時半- 71時半於会館集会室

山席者木村義雄氏ほか 14名

議 事 ( 1)  i建築と社会」持廻り配布方法につ

いて

( 2 )  i建築と社会」合本ファイノレ利川に

ついて

( 3 ) その他

見

ふ..... 

サー

4

Z

 

• 
奥能登見学会

奥能受の風yt と民家を訪ねて

6 日， 7 日

ゲス ト 林野全孝氏

参加者 15名

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表彰 式

12日 2 時- 3 1時於会館集会室

出席- f ! i ' 丙沢審査委員長，清水 「ーの会」

代表 辛木教育副委員長

入選者18名ほか

入選者 !C対し白状，日! 仰をまた最優秀作に対

して 「ーの会日」を授与した後 ，入選手? を III

心にした茶話会を開催 ，続いて大阪ガス ビノレ .  

テJ ィング ，大阪化学繊維会館を見学した。

人選 ・以優秀11

太岐口定51ほか 5 名共同作 京京」こ業尚校

人選 回rl l同栄ほか 3 名共同作

新 潟 県 立 ｾ Ｇ ｇｉｊｉ 工 業両校

11 大崎正直ほか 2 名共同作 向 上

11 前}II 行47
名占屋市立 に芸 l' ｾ校

11 加 藤 友 夫 同 上

11 北岡 俊夫 大阪市立占 ￭ｬ ｬ ，｜ん｛業 ｉｾ Ｚ ｓ 校

11 正ｾ［ｊ 十 実 同 上

11 市川博章ほか 2 名共同作

早稲川 大学: 工業，:=5校

11 1当l忠 徳文

鹿児島県立鹿児μ 工業同校 .  

H  小 阿 久 雄

村 ｉ ｾ 矢川 ｉｾ 主立神奈川工業刊校

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I11  



• 

• 

• 

• 

信用ある技術と伝統の

7X 771Lトエ

ビ J レ言5t イ罪者の補修は

補 修 専 門 の

ロ ボ イ ラ ー や 冷4州 慢 の J攻 防 の と き

‘12 グ〉とき

ロ ポ ン プ や 7 ア ン の 欣 附 の と き

とき

シ ー ズ ン オ 7 町 千 入 札 や+1;:1t

シ ヤ 7 ト や ベ ヤ リ ン グ の 取外 的

ロ エ ン ヂ / 的 。怯ド惜の と き ヂ - - t ! ' J レ エ ン ヂ ン ガ ゾ リ ン エ ン ヂ ン

可＿の ｉｾ ｩ｣ 怖のとき

ロ 給水ぺ Ｇｍ 水 Ｑｾ［ のＢ人ったとさ ｩｾｴｬ 水したとき

ロ 作Ｚｩ ＧｉＺｾ 品 ｈＭ のｾＢｬｉＺ附ｦｖ ｈｈ のとき ｾＶｾ 総や令 Ｑ ＱＮＺ の 取 ｦ 干 のと

ロ 窓 H1 : やシヤ y タ - ' n' ，人 11 の 欣 附 め と 5 サ ソ ン ユ ・ ド ア ー チ

エ y ク ・ ブ ラ イ ン ド 何 故附 の と き

ロ タ ン ク や ピ y ト ーi' ( ' 化村'1の ω除 の と き

ペ ン キ 柄 。) の と き

j :.H1Ji タ ン ク の 品1ti 品 し ゃ

d二=tgama

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

専 業 大l吉

誓言矢保面白

内 装 資 材 専 門 庖

株式

会社

本 ネ土

出張所

I - LI  

J芋:

.-'-:市

二民

本 社

支 庖

倉 庫

谷 商 事 株 式
A 、

ｾ＠ 社

神戸 di' l 川|メ .ltLと伏 jili 4 ー } ( !HI I ピル )

1(( 泊屯，;，r j 1'lj!戸 ( 33) 0881- 3  

ＩＨｉｧｾ､ｩ＠ 北l文総i牧IHT50( 立 ビ ル 51; 符 502 1;. 毛)

ｬ￼ｪｩｬｩＧ ，ｬＡＺ， Ｏｪ 大 ｗｾＨＳＶＴＩ 203} - 4  

flllFidi 日介1'( 八1jJi!¥j1f1} - 5  (' ，l!: J j @ 2923)  

工 作 所 . . / ' ，、
3  

大 阪 市 旭 区 今 市 町 1 - 2  6  2  

T  E  L  95 1  - 7  1  9  2 ・ 951 - 0870(仮設 中)

大阪市北区堂島浜通 1 - 25 新大 ビル C 階

T  E  L  36ト3225・341 - 5819 ・( 夜間 ) 951- 0244 

• L  A  ｆ ｾｉ ラ 、ソ ト ロ ー ド送 j瓜 機

. T A F 汗妥 "r 変 式 illlJj 流 送 風 機

. s  L  ｊｉ ｾ＠ ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 胤 機

営 業品 目 . c  L  71ヲ セ ン ト リ ー ラ イ ン 送 風 機

- フ。 レート フ イ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之町 二 7 目 一番 地

ｩＳＺｾ孟大阪 ＨＹＳ Ｑ Ｉ 代 Ｗ 8  0  3  - 9  

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 + 七 号

日 誌 東 京 ( 8 11 ) 3 4 3 5 ・ 3 4  4  0  
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演 止.

1  9 6 7  

ラ員又凡
業 者 有

ゴコ

J じハ

ネZZ朱L  Z  

式

?受 ?召 組社

取締役社長 j菱 沼 5者 之
τ 士=

1=1 

本 社・大阪市天王寺区東高津町 8 番地 の l 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋 ・札! 悦・仙台・福岡

営 業 所 ・秩田 ・水戸 ・千葉 ・立川 ・横浜 ・新潟 ・北陸 ・静岡 ・岐阜 ・津 ・

奈良 ・京都 ・郡山・和歌山 ・神戸 ・高松 ・広島 ・新居浜

株 式

新
ア タラ ン

工 務 所ムA 、
社

取締役社長 新 )1原

本 庖 ・大 阪 市 北 区 曽 他 崎 中 一 丁 目 四 三 屯 話 代表大 阪 (341)9151番

支 庖 ・東 京 都 千 代 I-U区神 川 猿楽町 二丁 目 七 電 話 代 表 東 宗 (291)3741番

営 業 所 ・神 戸 市 葺合 区八 幡 通 五 丁 目 六 松 井 ピ ル 内 電 話 神戸 (22) 3316番

・名古屋 市 中 区 錦三 丁 目 十 七 番 十一弓 タイガ一計算総ビル内

電 話 名 古屋 (971) 2253番

安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支j占長 鎌 田 幸 二 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 辺 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 (441) 3788 ・9365

本 社 ・東京都中央区八 重川 四 丁 目 七 番 地 電 話 大 代表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ j L )+1  . 広 島

営業所 ・千葉・横浜 -水戸 ・盛岡・新潟 ・;j: lt 戸 ・沼津 - 札l悦-宇都宮 - 北九州・熊本

中米 式

大 林 組メz〉z、
社

取締役社長 大 林 芳 郎

本 自 ・大阪市東 区京杭 三丁目七五番地 電話 大 代表 (941) 8  6  1 番

支 庖 ・東京 ・札1胤 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・高松

株式会社 奥 村
手E

社 長 奥 村 太 四 郎

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 Ih奇IIIJ 1 の 5 1  屯， ￬ ，ｾ Ｎ 大阪 Ｈ ＶＲ Ｑ Ｉ 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・尚 松 ・北 九 州

• 

• 

• 

• 



闇
鹿 島 建 設 株 式 会

鹿 島 守 之 助

社

ム

耳 長

社 長 渥 美 健 夫 美EE22 長井策一郎

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七一 (瓦町ビル ) 電 J古大阪 (202) 代7461・8166

• 

e  室主 神 崎 組 大 阪 支 応

取締役支届長 佐
イ自 武

日ヨ

ブコ

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

本 庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6 ー 3 電話代表姫路 (23) 2021- 3  

• 
@  

式

社

株

会 熊 谷 組 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 辿 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表 )

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町二 二番 地 電 話 (260) 2111番( 大代ぷ )

支 広 東京建築 ・東京土木 ・北関東 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福|泊] . 札 I]J )t . 仙台

<te  
株式会社 鴻 池 組

取締役社長
話島 池 藤

イ丈 広 大 阪 市 此 花 区伝 法 IIIJ 北 3 - 6  7  電 話 代 表 (462) 1  6  3  1  • 
l占 東

尽
支 名 古 屋 福 |司 J玄 J詰

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

以締役社長 佐 藤 欣 治 ・大阪支，g 長 山 本 良 勝

本 社 ・ 東京占 ｉｾ 中央区日本陥本 ｉｉｉｊ 4  - 8  屯J吊 点 京 (661) 1231  ( 代表)

市 山 市 似 木 IIIJ 1 番 1 1  ｾ［ーＧ，Ｇｉ，￭Ｚぷ［屯 ｉ LJ (31)  6531  ( 代ぷ)

大阪支 ｊ ｾｩ . 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  屯，ｾ ， ｔ￭ 大阪 ＨＲＰＳＩ 7221  ( 代表)

支 出 ・ 東点 ・ 名古 ｬ 五 ・ 市山 ・ 札 ｉｾ ＩｉＡ［ . 悩 I; Ii] . 仙/ 台 ・出 品

• 清 水 建 設 株 式 会 社

会 長 清 水i : E /i佳

社 長 吉 川 清 一

本 社 . J . I ミボ行15 中 央 区 A : IIIJ 二 ノ

常 務 取 締 役 幻l=， 1* 白 井 周

大阪支出 ・大 阪 市 凶 区 L : W. . t J 記述り 二 ノ - 心，;占 (443) 5  4  3  1 大代 ぷ
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⑮ 
島藤建設工業雲霊大阪支庖

支 I，ii 1三
月 野

p ム-

疋

τ と

仁3

本 社 東京 町15渋谷区大和山町 7 7 番地 活 liR東京 (462) 2  1  2  1， - 8  

支 広 大阪市北 区茶屋IIIJ 3  1 番地の 2 屯ぷ大阪 (371) 8001 ・9814 ・8848

(313) 4853  

• 

+  
住 友 建 設 日 大 阪 支 応

取締役支 l占j去 宮 1易
日三乞

月 美

大阪市東区北浜 五丁目 二二番地 ( 祈住友ビ ル2i f 館) 電話 (202) 代 ぷ7421書

本 山 東 京 郎 新 市 区 北 本 IHJ 一 三 昏 地 屯llli・ ( 353) 代ぷ5111ffi:

。
株 式 発

会 社 主お

I=t  

I司 組 • 
取締役社 長

ノ生王己

主文 高 輝 之

本 I古 大阪 市 西区阿波座 上 通 Ｓ 丁目 Ｒ ｴ￟Ｚ 地 Ｑ もｾ ， ｲｩ 大阪 Ｈ Ｕ Ｓ Ｑ Ｉ 6431寄(大代ぷ)

支 J占 札 l悦 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 似 Iti J

営業所 苫 森 ・秋 出 ・盛 岡 ・前 崎 新 潟 ・千 葉 ・備 浜 ・静 岡 ・沖

京 郎 ・，Nl 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・必 111 ' 北 九 州、1 ' 熊 本 ・長 崎 ・大 分

⑤ 
大 成 建 設 株 式 会 社

常務取締役

支 庖 長

平田 田 芳良日

• 
大阪支庖 大 阪市東区南本町 4 丁目 2 0 番地 T E L 大 阪 (252) 1131大代 表

@  
大 銭 工 業 株 式

代表収締役社 長 伊 藤

A

Q

B

恵

社

正

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8 番 地 電 話 ⑩ 0 1 7 1- 5 番

支 庖 天 王 寺 ・ 津 ・ 名 古 j云 ・ 米 子 ・ 福 知 山

⑧

 

大 日 本 土 木 盟 大 阪 支 応 • 
取 締 役 文 I，Li ｬ ｾ＠ 山 田 豊

大 阪 市 北 区 堂 ，1;，j ｾｴ＠ III J  ) L 徐 地 γ立川 (341) 代ぷ 5 9  3  1  

東 京本社 東京行15千代川 l豆半111山総ノk lllJ 1 9 佐地

本 山 111克 中 市 長 ft  IUI 二 r Id 三 自主地 従 前 11皮 中 ( 2 )  (¥:ぷ6141

支 ! 占 点 京 ・ : j ; 古 l五

企 業 所 村1 I  i ・ょ;r 荷15 ・(i 'f ｬｾ ・ 羽 Ｑ 秋 Ｑ Lt '  ｉ［ ， ｾ＠ 山 ・悩 ‘ IIJ 
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庖務工中今今

式

社

株

会

パ?、

てV

竹 中 錬

阪 市 東 区 本 町 4 了目 2 7  i'lI，l，Tj 大阪 (252) 1201  (s: ( 大代ぷ)

札 似 ・仙 台 ・東 京 ・ 横 浜 ・l移 /i{i] ・名 古 屋 ・富 山

京 自/1 ・，ff[ 1 )  I  '  /判 ILI ・lぶ JU ・ ( 11) 松 ・北 九 州 ・福 岡

取締役社長

本 山

'j;:; 業所

銭 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

⑧ 

• 

春京員田日券市415取締役支 J，i i k

'ι J j  (358)  0321 ( 代ぷ)

1仏l，fj !-RJ;r (263)  3411 (代N )

大阪市大法区) ( . f l/I 橋筋六 f Rμ ffi:地 しんa〈阪急ピル)

>1ミ京自11千代川区fl/I 川三崎町二 Ji 1六書地本社

大 阪 支 庄

三壬凡 株 式

員又 会 社田 建戸。

切

納 秀

大阪市北/ : > ( ｴｾ＠ (i少 III J ｾ 砕地 γｵ ，ｬＮｦ ｪ (364 )  1  6  5  1  (代ぷ )

本 社 ・* 点 打11 '1' 央 l天 日 本 柿 本 IIIJ 1  f  11 1  6  m= 地の 2

大阪支 J，Ii 'i::; 業 所 ・ 京 行11 .  州1 I  i  .  li ，¥ )j: ， <ii: ｩｉｾ Ｎ＠ ;包 ILI

t佳力日
取締役，k ' J，ii k  

• 

飛島建設株式会社大阪支庖

I T、
てコ

雄幸島手庁
j i543取締役，k ' J，li ，[，毛

屯 J，rj (942)  2  4  8  1  (代 J主)高ニ I也8  r  11 2  大 阪 1/1 *  /丘，I;，'j IlI f  2  

東 京 行11
8  2  3  2  序i段) L |又111 ｉｾ＠千4上-ー

西松建設株式会社関西支庖@  

円

刀

U

ト田上
i以締役立川j i k

屯 Ｎ￬ ， ｦｪ 東京大 ｉｾ N  (502)  0211 佐
J;! U; (  nJ li 住区之 l遁久保桜川 IlI f 1  3 岳地社+  

'ι  
大|仮 rli 京 区 約 鈍 IIIT2 f /d 4 1 岳地

jζ ー

応支阪大組

日

E

s

i

 

日
「

t

式

社

株

会@  

遠 藤 巌

大 |以 Ili * / 孟陥功]¥l lI f _::_ r  //じ O 吊:j 也'，'ll，l，Tj ( 203) 代 長 2 8 2 1  

J，i; .  * 点目11港区赤坂 Sl l Jri i l l l j - r  11 一吊: 地 γu: ｉｾｉｾ 点以 Ｈ ＴＰＲ Ｉ ｉｾ＠ t 8171  

J，ii 仙 介 r， ，ｾ｟＠ Jゼ ・ 大 11反 . f，'，¥ I，ii ]  

取締役 JどJ，i i k

イ"

支

• 
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@  

株 式

会 社
藤 木 工 務 庖

本 庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 電 話 大 阪 (942) 1461  ( 代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 電 話 東 京 (357) 1611 (代)

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O 電 話 倉敷 (22) 3330  (代 )

香 川県高松市丸ノ内十一 番地 ノ十二 電 話ー高松 (51) 7272 ( 代)

出張 所 ・福 岡 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳、 島

• 

告惨

株 式 会 社 藤 田 組 大 阪 支 庄

支 j吉 長
古 賀 文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 丁 目 三 八 番 地 電 話 (362) 代 表 7 6  7  1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 四 ノ 六

支 出 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・ 札 幌

⑧ 
前田建設工業株式会社大阪支庖 • 

常務取締役女防長 島 田 光
官

田

支 I，tf 大 阪 市 東 区 石 11f T 2 丁 目 7 番 地 徒 約大阪 (942) 1301  (代表)

本 社 東京都千代田区日士見町2丁目 10番地の26号 泣話東京 (265) 5551番 (代表)

+  
真柄建設株式会社大阪支庖

ア伊2 漆 村 重

大 阪 市天 王 寺 区 生 玉 寺町ー六昏 地の七 屯 ， ￬ ，ｾ Ｇ 大阪 Ｈ Ｗ Ｗｬ Ｉ 代 表 ＱＲＷＲ 昏
本 社 金 沢 市彦 三 Ill J l 丁目 1 3 昏 4 Ｓ ｾＮ＠ '4i:.:，fj 金沢代 表 (31) 1266番

支 山 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋

話 業 所 金 沢 - z;5 山 ・悩 J1二・大 津 ・京 行15 ・li司 崎 ・神 !- '

• 

。 株 式 会 社
松 本サ 手E

取締f支社 長
不公 ネナ 雄

= と

にコ

イ本玄 社 . 大 阪 市 北 区 空 心 111町H町町J 一 丁 白七 O 番 地 '，'仏'

j支支ι正 /凶占 . 東 京 . 中札L I帆悦 . 名 古 l凶云 . 広 品 . 悩 |ド附i尚刈品川l  

⑥ 
三 井 建 設 盟 大 阪 支 庖 • 

常務i伐締役

支 /，!i J主
竹 内 慶久

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 11f T 一 五 番 地 YE治大阪 (361) Ｈｾ ￀ＷＶＵ Ｑ＠
本 社 東京自1I中央区日本崎室IUT二 ノー (三井ピル) 心ぷ東京 (270) 大代ぷ86S1

:*: ｉｾｩ 所配 地札 Ip)it ，備 浜 ・名 古 屋 ・広 仏 ・福 間 ・大 阪

大阪支出管，ｾ 古 営業所京 伺1 . 神 戸 ・和 歌 ILI ・滋 賀 ・徳 島
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。 株式会社
森 組

取締役社長

オてこ

ｾＧＪ＠ 幸
ム

口

J

J

・

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7 番

( 支庖) 東京 ・名 古 屋 ( 営業所) 奈良 ・和 歌 山 ・尼 崎 ・神 戸 ・岡 山

• 

⑬ 
株式会社 森 本 組

代表取締役社長 森 本 積 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営業 所 松 江

出 張 所 神 戸 ・奈 良 ・紀 南 ・河 合 ・米 子 ・椎 田 ・興 津 ・上 松

伊 勢 ・木 曽 川・ 安 芸 ・八 王 子 ・下 北 山 ・和 天日

• 。。
株式会社

あ め り か 屋

制服社長 前 野 慶 太 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 上 二 丁 目 十 一 番 地 電話 (344) 8  2  3  1  ｾ＠ 9  

⑨ 

式

社

株

会

主

目

日
山 工 務 応

代表取締役
湯原 来

• 
守 口 市 八 雲 西 町 2 丁 目 1 5 0 番 地 電 話 大 阪 (993) 3  9  5  1  - 4  

@  
株 式 会 副

新 井 ｾｬｬ＠
本 社 西 宮 市 池 田 町 9 番 1 8 号 電 話 西 宮26- 3111 ( 大代表)

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 7 2 電 話 大 阪 341- 5109 ・5891

知書 ・営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・fl ll 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松

• 
①

 

株 式 会 社 近
畿 建

'::']l， 

肩又

代表取締役 )  11 崎 敬

本 社大阪市西区制本町 Ｔ の Ｑ ＰＳ 電話大阪 Ｈ ｻｾＩ (532) 0081- 5  

滋賀支社滋賀県栗太郡栗東町字上鈎中教凹171 屯 訊 近 江 守 山 3 5 6 5
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• 株

会

式

社 井

収締役社 長

上 組

井上 ネ高 蔵

本 社 大 阪 市 飢，1; 五区東n 川PI r二 f EI一五番地 大阪 (351) 0530 (352)  4031- 4  

出張所村， }  I 市生川 区 JJ U納 町 三T bI 二番I也 市 ぷ 神 戸 (33) 1  7  8  0  

6宅号、

ｾＪＮ［＠

式

社

株

会

メ入

7  

収締役社長

• 
西 組

A  

7  

喜
一

吋

西 t佐

本 社 大 阪 市 天 玉 寺 区 上 本 IHJ 七 「目二 番 地 ノー 屯，i，fj (772)  1  2  5  1  

文 山 東 京 郎 新 市 区 内 j淡 町 一 書 地 屯 話 (354)0581- 5

n!J'J 長所 1' 111 )  i 市 生 IU区 FIU  ｔ ｾ 通 凶「 日 Ｑ ＱＱ Ｑ 岳地 ノ- i'li:ぷ (33) 6 0 6 0  

1'1'，張所 l/. J  ｉ ＺｩＮ 県所沢 市 大 ι 中 山下 北川 ［ｌＺｦ火 ｩ Ｂ ｾ 分 ＹＹ Ｐ ts:地 主目，iR所沢 (22) 6263

@  
株 式 会 紙 風

取 締f支社 長 岡

組 • 
良日

本 社 大 阪 市 北 区 堂 III IH]" 8  9 ι 治 (312) 0456 (代ぷ) 0777 ( 代ぷ)

点 点 支) ，i;' 点点的港区南 ，'t111  4  r  1=121  昏 ＲＵｾ ｽ 屯， ｊ ｩ (404)  6111 (代ぷ)

名占国文 !J; 名 古 Ji rI " 中区求 3 r  f-l 23 (s: 14 り '，'!j: ，J i  (251)  9  7  0  5  

業 )i片 付1 )  i  • J  t . 崎 . R，¥ li {i ]  . 和 :炊 111 ・ 北 九 州、|

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 中

主

目

、

手

小

L

治

本 社 大 |仮 "，. ｉＩ ｾ＠ 1孟北 均! ?じ辿 l の 3 1 仏jl i・大阪 ω 5 8 0 1 代ぷ

n'， 1) 長 所 点 以. j : I j I }  i ・ 松 1LI ・ 凶 山 ・ ，f ll 秋 山

• 

⑩ 
株式会社

坂 井 組

{( ，&l 収$i #f 立
小 坂 井 正 夫

本 )， i; 大 阪 市 北 区 太 似 ! ザ 111]"μ 六 酢 I也 '，'Li:，J i ｻｕ ｾ＠ (341)  9331  

'd- 業 J好 点 目15 "j  I)Lj '，':"- "，. 

。
株 式 会 社 大

取締 役社 長 山

求 組 • 

円

M

o
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大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社。
義信口戸木

収締役社長

電話大阪 ⑪ 代表2672 ・3880大阪市天王寺区北村I堀町五四番地)

 

・
5
r
'
 

(本

(出張所) 泉大津 ・河 内長n( 営業所) 東京 ・京 都 ・J $平日;f大IU )

 

」
比

d

r
'
'
 

(支

唐務工田西

式

社

株

会
G 〉

• 

良日

岸 和 ru 市 加 守 町 6 2  6  電話岸和 II I貝塚 ③ 2881代炎

大阪市浪速区 ;[: I"J 4 丁目 2 2 7 電話 (632) 4  0  0  1  代 ぷ

和 歌 IU ・東 京 ・堺 ・名 古 屋 ・神 戸

義田西
取締役社長

本 社

大阪' 出- 業所

出 張 所

ビル経営

お長谷川工努盾
総合建設

《。• 

(203) 5661  ( 代表)

(463) 5451  ( 代点)

(20) 7 9 5 6- 8  

(23) 7  2  3  8  

T E L  

T E L  

T E L  

T E し

大 阪 市 点 区 予 n 町 5 の 4 0  

東 京 都 渋 谷 区 栄 通 l の 5

名古屋市中区fJ 1- 倉町 4 の 1 (illJ 越ピル)

神 戸 市 立 合 区 坂 11 通 7 の l

本 社

東 京 支 l占

名古屋出リ長所

神戸出リ長所

式 会

勝

γ0: 11吊 大 阪 (27l ) 477l  

1立 話 点 京 (567) 1751 

Ｇ ｉ ｾｬｴ＠ ，11i 名 古 屋 (251) 7551  

￭ｾￛ＠ I問 中L 中IJl (26) 6526 

'.'lt  Jli 仙 台 (25) 4257 

7底 抗 八 幡 (68) 5867 

村I )  i ・ 新 技 ]

社動 建 設 株

取 締 役 社 長 j主 里子

大 阪 市 南 区 凶 作 { 中 之 町 5 7 岳 地

点 京 自1$ 中 央 区 銀 座 西 4 丁 目 l 番 地

名 古l主 市 中 区 南 大 津 通 5 丁目 1 1 番 地

札 帆 市 北 問 条 西 4 f 口 l 番 地

仙 台 市 - * 一 番 f 1 1 tB: }也

北 九州|市八崎区| コ川町 1 r 目 21: !H也の l

千 葉 ・ 愉 浜 ・ 茨 木

不
④ 

本 社

J . ! ミ京支社

名古屋支1，1;

北海道是正 1，1:;

仙 台 支 1，1;

) L 州 支 I，Ji

営 業 所

• 

庖支阪大

株 式

会 社

吾凡

邑又建野].1< 
内 、

マV
野 正 三

'1' U: 11{ i 大阪 (341) (代) 393 1- 3 9 3 3

75訊 寝 屋 川 (21) 0  3  9  5  

'，'IJ:，11i ( 37) 8052 ・8277 ・5360・7422・7425・

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 1 2  0  

工 作 場 校 屋 川 市 大 'f: 尚' 点

本 倍 点 目15市下京区西七条市部町77

営 業 所 横 浜 市 ・ 予 塚 市

常務取締役支出長

社

之〉

Z 五f式株設建月望
⑬ 

望

• 
良日

屯 話 (341) 614 - 5 ・ (363) 95代炭

屯話 ( 392) 4  8  3  1  - 2 番

太月

大 阪 市 北 区 堂 島 上 ー ノ 一 八

盟 中 市 島 江

取締役社長

本 社

E 作所 目丁
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⑩ 
株式会社

金 岡。 組

代表取締役
金 剛 手リ R陪久主

大 阪 市 天 王 寺 区椎 寺 町 6 6 番 地 電話 (779) 代表7731 ｾ＠ 5  

• 

⑮ 
東海興業株式禽壮大阪文定

常務取締役大阪支 眼 小 士位ム:八 英

大 阪 市 北 区 梅 田 町 2 7  ( サンケ イビル) T  E  L  (313) 代表0451番

神戸出張所 T E  L  (23) 5  1  0 0 番 京都出張 所 T E  L  (35) 6  7  4  7 番

鞠
日 東 建 設 株 式

b  

社
エ三 • 

本上 長
長 久 保 俊 夫

取 締 役

榎
，玉--'--. 

大阪支庖長

本 社 東 京 音1) 千代田区平河町一丁目二ノ 卜二 電 話 大 代 表 (265) 4281  

大阪支出 大 阪 市 北 区 末 広 IIf J 1  2  ( 新末広ピル) 電話 (351) 0  6  2  3  - 6  

③ 
日 本 建 設 株 式

左〉

社
エ三

本土 長
生 田 重 政

，f;; 社 大 阪 市 東 区 安 t 町 4 - 5  T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 6  

• 
メ乙ー 広 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・仙 台 ・札 幌 ・四 国

⑪ 
長 谷 J  11 手E 株 式

.d怜

社: z4 

収締役社長 長
'ノ口血、

]1 1  為

イ= 社 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 r 目 一 三 O

1tJ. ，l，Ti (771)  ( 代ぷ) 4  1 4 8 ・4 1 4 9 ・4 1 4 0  

工 作 場 大 阪 市 生 野 区 撰 lι| 条 町 l  
。

3  σ〉 2  

q仁w巳
前 (791) 2  7  4  4 番

が 、

》

阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社 • 
取締役会長

収締役社長

泉 谷 平 次 郎

藤 原 正
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社

芝〉

エヨミ
式株設建

ー--・・.

不

z  
良日

大阪 ( 06) 541- 5534代，9301代

東京 ( 03) 377- 5171代

五
ロ

口

7立話

電話

山

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 - 8

東 京 都 新宿 区 淀楠 4 4  1  - 4  

名 古 屋 ・広 畑 ・京 都 ・大 垣

取 締f支社 長

本 社

支 届

出張所

之〉

ｾ＠
取締役社長 矢 島 浩 三

東京町15中 央区銀座七 「目五番地 ＧＴｴ ， ｾ ， ｔ￭ 東京
大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪

2締 1官 吋 仁 平 信 也

仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・浦 郡 ・和

社式株設建島矢。

号

• 

代 1436

代5837

(572)  

(271)  

本 社

大阪支出

l iJ ヰ大

支! 占 ・'i i-l;・業所

応務工田
米

株式会社

⑮ 
郎 兵 衛

良

Y台田

田

米

米

取締役会長

• 

男

(771) 代ぷ 7 7 7 1  T E L  

代点取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ J!l J 7  

1' 111 I  i  '  N，¥ 同 ・凶 1  

本 社

首 業 所

止.安

-=i: 

4也、有者

9 6 7  

業
結

附

1  

設材建 • • 

レ ヂ ン 工 業 所
コ二ノミ株式会社

⑥ 

阪市東区 ｾ ｴ ｩ Ｉｾ 2  T  1325 (j 武111 ピル )

γむ占 (203) 7  0  7  1  - 5  

東京町i中央区日本橋村総凹f32山中ピル

「泣，:.ri (851)  8  8  0  8  (866)  4  8  8  9  

社

所業

υ

八

日J

束

本第 ＴＲ ＱＰ Ｕ Ｑ ｾｽ

ェパレヂン合成樹脂防ノJ<剤

特許

製造販売及| リj /J， l 事 胞 じ

各 種 冷 暖 房 用 機 器 専 門 製 作

。
• 

ネ土
〈
云式株機エヰす木

、土と

，0  

必，:，r; (761)  6921 111= ((¥: b. )  

'，'li ，l，fi  (862)  07411存( 代 ぷ )

T江川 (211) 5048 111= m点 )

妊 治 (77) 0628許 ( 代 ぷ )

心，lfi (:3 )  0621111= m 炎 )

，[党

大 阪 市 * J>{ 1:  ｾ医師 ｦｬ ＱＧ ｬｬＱＳ ＱＱＱ］ 地

点 点指1I千 代 IIII>{ r'l' 川 和 以 IUfl 書地ノ 1 ( u'.!: i [ ピJ レ)

名 山 l;l "， '.1"  I:>{ %: 1  r  LI 4 信27 ｾｽ＠ ( 仙型f ピル )

1'1，¥ l; t. J  市 大 r，1  l' 1-1  12  lfI: 52 り ( JAJ II，長ピル )

大 阪 府 八 11$ rli - l ヒ久半. ' i ' 2  r  11  2 侯 7 ; ;

ホナ木
代 ぷ l[)( 締 役

本 社

*J 芦 'i:¥' ;{i ji ，斤

名 古lil ，LH'J 長所

有1¥I，Yi J  L'P. ')1五戸斤

じ #'1
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⑧ 
株 式 会 社 清 水 工 業 所

取 締 役 社 長 清 水 愛 明

大 阪 市 北 区 堂 山 田T 5  8  包括った阪(313) 2691- 6  ( 代表)

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 北 砂 町 6 丁目 1 番 23号 電 話 東 京 (646) 6511- 4 番

群馬 出張 所 群 馬 県 邑 楽 郡 大 泉 町 大字下小泉2110番 地 包 括 大 泉 ( 6 ) 3394- 5 番

山陰出張 所 島 根 県 出 雲 市 今 市 本 町 屯3舌 出 雲 1 2  8  5  

鳥 取 出 張 所 鳥 取 市 立 川 町 5 丁 目 3 の l

• 
d 冬、

、キジ7

' l - ' - D 風 呂

代 表 者 田 中
刀

ロ

h

門
口

ハ

雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 四 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

防水にはブルーフテックスブルーフコートの併用を

何れも合成ゴム、合成樹脂系のエマル ジ ョンで簡単に施工ができ完ふ

防水の目的が果せます。

• 

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 8 0 電 話 ( 361) 0  1  7  8  

鉄 筋 ラ ス ・ 親 子 ラ ス ・ ダ イ ヤ ラ ス

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者
中

l

 

l

 

p

E

E

，
J

 

安 蔵

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但 し十合百貨府北ノ辻東へ人ル南側

電 話 (271) 5  2  2  8  - 9 ・ 8 2 4 8  

• 

アスフ アル ト 防 水 工 事 ( 日本アス協組員) • 
ゴ ム プ ル ー フ ( シート ) 防 水 工 事

N . S 塗 膜 防 水 工 事

。 社

日

会

績
巾

式

問

株

場
7

材

井心

エ

鰍
川

y

L

新

-

F

l

長

「

庁

l

t

区

立

ホ

f

西市

門

口

阪大

⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー

ホイス卜 ・リフト ・クレーン ・エスカレータ • 
設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K. K.  

本 tI 大|以バ i ) (  iii::[. ，(  X. ｾ ｉｉ＠ f，r:; Ii万六 rl l 大 J ィw.x:: .;_，‘ ビル "江川大|以(351) 4927間

以 ｽ ｊ ｉｾ 件ＺＺｴ ｩｬｩＩ￭ ボ J;( nli fi ｾｾ＠ 1メー U' [' 3  r  11  1  0 係 1 0  ｾ ｊＧ＠ H!: ，日 以J;( ( 832)  524 H術

工 場 大 阪 di ｾｾ＠ 淀川 l正 小 絵 '1' ;凶 5 1・ 11 Ｖ 係地 Ｇ､ ｬＺ ｉｾｉｾ Ｇ 大 ｗｊ (  328)  0363(IU 
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•• ••••• φ［Ｒｅｦ 官守＿窒 ｾｩ

l ¥¥¥ 

空 間 設 備の 頁

斎 藤 省 三 商 庖

底 * ; j( 駅 前 九 ピ Jレ 6 Ilf. 6  7  6 区

ｾＮｵＺ＠ ，fli 点 以 (201) 3  7  6  1  - 4  

大 阪 市 西 区 上 位 線 通 大 l函l ピ ル 616; }

Ｇｾｮ＠ Ui 大 阪 ( 443) 3  3  6  1  - 6  

札 帆 市 北 1- 条 西 1 8 丁 目 3 6 番 地

旬 以 札 帆 (61) 4  3  7  1  - 3  

名 古1" 1 1 市中区栄 3 - 5 - 2 9 千代旺l ピル514 号

沼， Ｑｾ 中応 ＨＲＶ Ｑ Ｉ 0  6  4  1  - 3  

嘘 冷 房 ・ 換 気 ・空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・給 排 水 - 衛 生

創 業

大正二年

‘

.
t

-
尽

】

エ

+

↑

株

会

東

設 計 ・施 工

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

后

庖

名 古 屋 庖

阪

幌

大

キL

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 田J 3 5  7  

大阪支社 向 上

* 京 支 社 東 京tm港 区芝浜松田T 2 ー 7 i' lt ，l古 ( 434) 6171 ( 大代)

文 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 占 嵯 ・広 島 ・悩 l珂

蛍 業 所 盛 |出] ・釧 路

国 " 白 ( 30

冷 暖 lガ y  6 S サ ッ シ

給排水、持i'l 二本jli n  ｾ段境衛生施設

屯 主i. 1 =、何 役 巡 搬 機 械

/YJ 房 T ' " ーー可? イヒ Iξ 鉱 山 機 械

= 幽 T 盤 株 式- 1 - 1l J ; ; 士・rl : : '

- ー句曙. . . . . 現号 会社ノ、防災. . x . . J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役 二幻志長 t通 1 1  JJ 券 栄

大阪 ｲｲ ｊ，Ｏｻ区北浜 号 ｔ ｬ［ ｬ ＿｟＿ ，世，ｾＡ｜ＧＮ Ｎｾ，一 司ｾｾＡＡｾ一大阪 ｟ ¥?O写) _ ＨｾＮＦ Ｓ ＰＷ Ｑ＠
平 1・1 県吊' 〓ー1に111 1lS. 11 究 開 J 1  J  i =I l 1J /I¥' S也

支'，Ii ・出現主F斤 % 占Iせ、 加.il 湖、 牛L中見、 /)_; 品、 ｦｌｉｊ ｦＢｾ、
閉山、金沢、的l出l 、 I¥' ，ij 怯

じ 場相十英、六郷、 r:':it税、中J 1 . 、古賀

A

Q

一

A

空 気 調 和 ・ 術 セ 設 ( i i i!

設 .11 施 仁

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 ( 451) 3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・八 戸

株式会社

-f 

• 

支 j苫

出 張 所

空 気 調 和 - 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 1:' ; 111 阿 1 6  o'lJ:，!，f; ( 制) 代ぷ7031

支 出 点 京 郎 千 代11:1区 f'lilU小 /11回[2 r 口1 '，' U:，!i; ( 税) Ii: . &7751  

広 島 市 紙 1'l1町 l 了口 2 IJI: 2  2  ;; 屯 ，!Ii α1) 代 長4535

1/，11出l 市 大 名 l T l d 8 1J1: 1 2 け 沼 ，lli (76)  I¥: . &3795 

名古屋市中村区1ム小路 凶通3 f 円9 γ目，!i; (浦1) 2  9  4  8  

U 山 市 掘 川 小 泉 町 三 8 6 γ山昌 (31) 2  2  7  4  

金沢市下 ｾｦｲ 田 ｔ 8 γ U:，!吊 ( 34) 4  0  8  9  

M 井 市 西 li 永田r 2  r 日 1 1  3  γU:，lli (22)  1  5  9  6  

総江市 点 本 ｾｲ 4  r 目 1 4 7 ，包，!，'; (21)  5  0  9  8  

設計施工

大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水・衛

/ 1f ・換

排

冷

ｾＶＭ
守口

!I是

株 式

会 社

• 

出強所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 尚 垣 間T - - 'o' l):.l1i大 阪371局7151 ( 代 点)

)i¥ l i I l 市東山区大和大路正面上ル '11):，1li 京1i I l 56局4945 ( 代ぷ)

神戸市生旧区下山子i ! T ! 六ノー ・屯 話 神 戸34局 5 8  9  2  

社

え〉、

A  
業 株 式工賀須

水 道 ・ 衛 生 設 備

施 工

電 気 ・ |暖 冷 房

設 ｾ ｉ ー

衛 生 設 備

屯. l i i 441- 5171  

空 気 調 和

大 阪 市 凶 区 仁 { 主 綴 J並 1 丁目 1 4  

会 社

取 締 役 社 長 ' t 芥 三 氏11

大 阪 市 凶 区 江 / ;  Jt:P. 1  - 6 0  '，!J:ぷ (- 111) 8231 大代

* ボ 名占 ｬ ョｾ fi' ，，， 1if. 1  

h( nlS ' ドl' /' '  1:t. 1 山 ・ruJ 松 ，/ よ仏自民本 ・横 浜

札ＮｾＩｯｉ ，仙 台 ， ｾｉｩ＠ ｩ 幻 ・ ｾｾｾ 11 J 金 沢 川 } ド

暖 房 株 式

信
一
刈

巨畏S

E g  大 阪

本 J，li

1ピ Jt!- i

ｴ ｟･ｾ 長所• 1，1; 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 - 京 郎 ・. f l I . 戸・福岡
支

治 業 所 一 広 仏

冷 房 ・暖 房・; 且湿 度調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・衛 生 設 備

設. 1 I 施 E

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 l孟 北 同 心 開T 1  r ト1 5  7  

'o'tJ: ，1/;  ( 351)  ( 代 必 ) 2  8  () 8  

社 東 京 高11 文 京 区 本 郷 l T IJ I 2 - 5

γtJ: .1吊 (811 ) ( 代表) 6  2  9  4  

支 底 出 張 所 名 古 l五 - 1，'，¥1出1 ・ 札 幌 仙 台 ・尚 伐 ・lぶ 山

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庄

ノ，1;，' ，二 r 11 Ｈｾｬｲ Ｇ［ｩｉｊ＠ ＱＱ ピ ｊ レ Ｕ 貯ｾ )  

宿 泊 大 阪 (203) 3  7  2  1  (代)

点京高11'1' 央区銀I.:!U附 6 f 1d 3 ( 制 U ピル 8 附)

名 古 l五 市 中 | 孟 鈎 2 r  I1 2 ノ 1 3  

札 側 広 刈 ， ｾｴ 陀， r，1J 台

キオ建

株 式

会 社

本

rI， ｾｴ＠ 1反 '1'

本社技 *J j ( ｾピフ， Ｑ［

営 業 所

出 張 所

大 阪

j昆 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設，. l 1 、IE ニ !l lli [  

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 『市ｼ行 ￮ｾ 北 ｴ 区計抑 ｭ削川Ｇ九川川 ･パＱＱＱ 川 ＱＱＱ 例川 Ｂ

4本又 社 』点』収主 s点i江E 白郎11 千{代1: 11川1I[区茎 J九L ノ内 3 一 2 ( 幸新1斤fJ点』反主 J;点i江E ピJルレ)

1也 '!I号 ( 211) 8  5  1  1  '  8  5  6  1  (( 1(: )  

r，1J f1 rli ｾ斤 ｦ ＮｩＺ ｴｬｾ 開 ｲ 6  0  

γ自 治 (21) 4  4  9  1  

: y，己. . /-rl ，打 点 |正 点 川 内iJ IIJ T  3  - 6  

γ也 J 丹 ( 971) 3  6  2  1  

ノドi l 1 ・待:j'I '， Ｇ ｉｉｾ 冷 ｲＱｽ - J  I; f也作 [ '1>

設 計 J E /j 也 仁

( 旧斎雌久孝 'J>1' 主所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市北区治安 ｾｉｔ 1  1  Ifi:!也

Ｇｾￛ ｉ Ｑｦ 号大阪 ＨＴＴＳＩ 5  0  4  1  - 5  1'fi' 

J.J u; r  ' " 社 51.[ J;r 初i 千代川区大予削 f 2 の 8 孫'J 也( 11 本 ピ Jレ)

'，'0: ，ｾ， ｲｩ 東京 ＨＲＷＰＩ 7  4  1  1  IJI: (f¥: .&l 

札制ｯＯ ￯ｬｾ￮ 大 ｪｩｬｬ 内 ｩＱ J' JJ ｕｌｾｊｾｪｬｬ ｩｈピル Ｂ ｬｬ ，，｛［札幌 ｾ ＵＷう Ｖ
金 山 市 川 ; 1出J ｾｦ＠ 2 砕 1 Ｖ り屯，ＡＮｲ ｩ 金沢 ｾｬ 2071 

ｾＮｩ＠ )1一 o/ i i剖I 帝 2 の 1 "II ，![; ｾ｜｜ｊ ｉＧ＠ ｾ＠ 2' 136 

ｴｩｾ＠ t/ i  2  I詐 r 9  '，'(U.ri  r:':j 怯 ω Sl95

1尚1 ，1. t/ i 大 ()t 3  8  ( ) の 1 "II ，!，r; 1品] 山 4喧' 1' 186

• 

f山 f1 ｾピ ＱＮＧ ，

Ｔ 凶Ｉｉ Ｇ， ［［ｩＧ ｾｉ［ 庁

ｾ［Ａｾ Ｎｾ ＺｾＮ・ ｾｉ［ 庁
ｴＧ， ｜ｊｉＺｉＧ ｉ ｾＧ［ｍ ｬｩｲｲ＠
， ＺＧＺｪｾ￭ｾ ， ＧｉＧ ， Ｇ［ｍｬｩ ，庁
l:t. lIIIH'dMl

i
庁

名 古 川 主 1，1;
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冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

暖 - 冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

空 調 設 備 ・ 電 気 設 備 の 頁
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1恒，:，f; (911)  3  9  4  1  
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H
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市
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川
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T

i

f

-

-

阪

応

古

円

五

大

東

名

神

広

社

所
日

院

本

山

業工田山

品主ｾ

一←

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 市 北 区 悔 回 8 番地( 新阪急、ピル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

萎れｦｪｾ＠高

本 社

大阪支庖

• 
j昆 湿 度 調 整 装 置 - 冷 暖 房 - 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー - ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ サ ッシ ド ア ー シ ャ ッ ター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区尚鹿橋 5 - 4  5  (興銀ピ J レ別館 )

7巨 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

点 J;r t.l l 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 3

γU ;1.[ 京 代 (901) 3  1  9  1 得

点京 町Il i住 区 麻 布7刊 T 1  5  5  (お 5 興手1I ピ J レ)

泡 Jl主 京 I-!:: ( 409)  0  1  5  1 幹

回 ・仙 台 連 絡 所 制 | 出l

理 研

大 阪 支 底

本 社 工 場

Ci ino診 空気澗和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・胞 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北 区堂 ｊ 斗 ｈｾ j迫 1 - 2  5  (新大ピル )

包 括 大 阪 (344) 1  5  1  2  (大 代 )

東京都中央区日本締本石田T4  - 2  (三11ー第二円IJ館)

東 京 ・名 古 屋 出 張 所 九 州 |

鳩 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 町i 足 立 区

本 社 ・分室

社

応

場

本

支

工
古名盾支

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 総 田J / r F1 2 2

'，'lt ， ｾ ， ｲｩ 大阪 ＨＳ ＶＲ Ｉ 8  7  0  1  

;1.[ J;r  hlS 港 区 赤 坂 1 r 目 5 m: 7  ，; 

γ日 J吊 (481) 8  6  2  1 代 T.

:ji"， . S ｊｾ＠ Ｎ 札 似ｾＧ，｜ 1日l

I I ! ! . 川・償 浜 ・浜 怯 ー姫 路 ・山i 訟

• 
社

⑨ 

社本

Jl 主Jjl 支社

本

大 阪 営 業 所

立 1，耳

1・:; ｾ所

四日市営業所

津 営 業 所

電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土

A

一
一
A

式株
担

一

川

E 害・

司，藤工
会 社

市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 屯 ぷ ・大阪 (313) (¥::ぷ3456

1収京支出 東 京 郎 中 央 区 凶 八 r .IJ:ll. 二 r 101 卜二

γ立，i，f; (551) 8  3  3  0  .  8  3  0  3  

名 古 1"11 .  ｾｉＧ＠ ) ;  .  1叫 IIJ ・広 品 ・ 北 九 州

• 

。 防 空 気 調 ー 境 衛 生 工 事 一 切

、園， 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 主 町 5 0  

大阪事業本附 ｾ ｲｲ＠ ，!5 大( ¥: 必 (312)  8  6  7  1  

東京事業 本 部 点 京 郎 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

1包 Ui 大 代 ぷ (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広 j 問T3 ー 15 (中京1江主1ピル )

m ，!Ii (581)  9  3  7  6  - 8  

京 滋、 下 l湖 、 新 潟、 金

西 村 庄取 締 役 社 長

屋

部

部

本

鎌

田

幾

事

名

穆

各 Ｇｩ［ ｾＧ＠ Jf fi lf 沢

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

温湿度調整 ・暖冷房 ・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 繁 雄

ヰ土 京伺i 市南区西九条盛問問T 2  0  ll .I=地の l

'nI ，1市 (68) 5101 - 5 従 IUI .( Jjl IH (69)  1045  

大阪市北区天満楠筋 1 ＭＳＷ Ｈ 大 Ｚ￼ Ｚ ＴｩＭｬ［品 ｾｴ ｊ 占 Ｉ
屯ぷ ( 352) . 3501 - 3  

四日市 lni .兵111凶末広町 γ山 崎9l 7431- 3  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  γli ，!，f;@ 3 6  1  0  

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

社

A

Q

一

A
式株業エ原粟

西原衛生工業所大阪信

株 式

奮社 取 締f支 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 出 JTI lliJ 1 6  f:Ii:地 (束 阪 急 ピ ル 7 階)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  (大 代 )

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞 鶴 ・広 島 ・八 幡 ・福 岡 ・72 山

電 話 大 阪 ⑮ 3531 番大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11

• 工施
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〈
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給 水 衛生 空 気調 和 設 備
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社

( U言取 締 役

株 式 会 社
工

夫

大 阪 市 北 区中1I 笠 PJf 5  0  (堂 ピル 7 階)

従 ，ifi 主主 3  6  7  1  ( 代)

東J i r IiI S中 央 区 日 本 儲 箱 崎 町 3 T l d 2 佐地

従， ｾ ， ｦｩ 砂 Ｑ 4  7  8  (代)

111 由奇 ・相 模 広1 ・t!/! .  /i，¥ IU 

林

キ土

底

本

支

社

I色丁 目

(443) 代 0 3 3 1  

I.s: 

A

Q
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A

2  
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ロ
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'-jI 
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電 話 大 阪 (441) 代 1 9 9 4  

業

取 締 役 社 長

工山平

出 張 所
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電 気 設備 の 頁
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大阪支 Ｑ ， Ｑｾ

出 悦 所

工 場

ネ土

E日 掛t: ｾ件｟ＮＮＮＮ 品 ＮＶＮＮ
唱 ， ｾ・ＱＮ木ＺｊＺ｜Ｇ ':z;i;' 

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制i 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三 階)

ｾｬＱ＠ ，j百 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京I 1 I l 中 央 区 明 石 田T 6  - 2  3  ( 辻孝ピル)

でtt ，f舌( シ12) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 「回 二 O 酢 地

でU .l1; ( 991)  5  1  3  1  - 3  

戸 市 ，t!f! 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 ー暖 冷 房 - 空 間 工 事 設 計 施 工

ｾ＠

孟

社

1;5 

Ｚｾ業所

本

支

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 繍 川 町 1 5 番 地

電 活 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東 京 都 港 区 新 橋 5 - 3 4 - 6 . f 日馬ピル 5 階

電 話 東 京 ( 434) 3848 ・( 431) 8435 

大 阪 南 ・北 海道・名古屋・四日市 -福山・福岡

A

Q

一

A

市

社
〈
云

電 気工 事・計装工事言宣言十施工

気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央 電

取締役社長

やl'
出gl R斤

• 

取締f支社長

社 大

東 京 営 業 所

本阪 市 北 区 悔 ケ 校 側I 五六. I f i : .lt!l 

￭ ｾ ｬｴ＠ 11市 大 阪 代 表 ( 341) 8  1  3  1  - 7  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

怯 山 ・ 京 都 ・ 草 津

社

支! 占

営 業 所

本

所張出

式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大阪市北区中之， ｉｾｉＧｽ 3 の 3 判 11 ビルデイング

T E し( ¥: }k (448)  1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 1'， 佐 明 通 り 4 の 8

T  E  L  (i: lA (448)  1  3  6  1  

京 郎 市 中 京 区 幽 ノ ボ 中 合 町 2 0 の 1 1  

T  E  L  (i: l< (81)  9  2  9  6  

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

社
〈
云

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株電陽朝
• 
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会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市*1豆品!Ii11高li r目二八昂:j 也 ，0: ぷ大阪 (202) 0325- 9 絵

本 社- * Ji( 自11 千 代 川 区 114 fil' 111 1  r  Id 8 得 地

主 社 札 似 ' ( u， fi '  h ノ 内 ・: y ，占 Jil 'ti ，¥ I:l il 
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社
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社 大 阪 di h&  *  1><: ｾｦＧ＠ i  C  * 之 町 二 r 11 - Ji 

γ日，l，fi 大 阪 (931) (i: h  7  3  "  1  - 5  

0 3 8 8 ・ 2 1 9 3  

大阪 ､ｩＩＩ ｪＨ点 ｉｸ｝ｦ ｩ ｊＺ点之 ｾｉｲ :， J i  1  '  ， "ぜ，l，f; 大阪 (山1)7ωl
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人-

大 阪 市凶 区 北 射 江 上 述 1 T  f-1 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・ 名 古 国 ・広 島 ・制 同
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